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一

は しがき

民有林の造林事業は小面積の自営造林をのぞけば，そ

のほとんどが国の助成制度と関連して行なわれている。

助成制度の中心をなすものは補助金制度と融資制度で

あるが，その昭和35年度予算も政府案提出の運びとな

り，事業の見透しもついたので，民有林造林事業の方向

についての現段階の考え方を御理解いただき今後の造林

推進について御支導と御支援をお願い致したい。

1．造林政策の目的

造林政策の意途する目的は相当多岐にわたっているが

次の3つの目的が大きな柱となっている。

その第1は経済的な目的で

森林資源を培養して，その生産力を高め，国民生活に

必要な林産物を増産すること。

第2としては国土保全的な目的で

林相を整備し，水源かん義，土砂流出防止その他森林

のもつ保全機能を高めて国土の保全に資すること。

第3は社会的な目的で

雇怖力を増大するとともに有用林産物を増産して農山

村経済の振興をはかり住民の福祉を増進することであ

る。

これらのいずれの目的を重視するかは

社会環境，造林事業の種類，対象となる林野の状況な

どにより，時代と共に異ってきている。造林促進につい

ての初期の政策の中心ほ国土保全にあって，保全上に重

要な意義をもつ造林事業の拳が対象としてとりあげられ

ていたにすぎないが，現在でば広く一般の経済林をも対

象としてとりあげている。このことは造林事業のもつ保

全的意義が軽視されるようになったのではなく，それ以

上に林産物に対する国民経済的の要請が近年非常に強く

なってきたためで，保全上より染て，重要な地帯に対し

ては，現在でもより高度な施策が実施されている。

すなわち，水源林造林，防災林造成事業はもちろん官

行造林事業も32年度から重要水源地帯を主とした対象

地をとりあげるようになっている。

しかしこれらの事業に対しては相つぐ災害に対処する

ことからして強力な財政援助を裏付けとする政策がとら

れており，保全的理由を目的とする造林政策は決して後

筆者・林野庁造林保睡課長

退したものではなく，むしろはるかに拡大強

化されていると考えるのが至当である。本年

度の補助事業においてもさらに，保全対策と

しての造林の推進策を新たに織り込んでいる

のである。

唯それにもかかわらず造林政策全体として

の重点が経済的理由を目的とするものに次第

に移行し，資源政策的な立場からの造林政策

がそれ以上に重視されてきているのほいなめない事実で

ある。なお造林事業が公共事業として発足した当初は，

失業対策としての使命を果すことを義務づけられていた

がその溌務の解除された現在においても雇価の増大は主

要な目的であり，国土の狭少，人口の過剰状態から近年

特に造林事業に期待されるところが大きくなってきてい

る。また，山村振興上果すべき役割も大きいのである。

2．造林事業を国家が推進すべき理由

造林事業の目的ば以上のとおりであるがその目的を達

成するためには国の行政力による推進が現段階では不可

欠といってよいようである。その理由としては次のこと

があげられる。

（1）資源培養上の要請

資本主義機椛のもとにおいてば，国民経済的商品需要

に対じては供給を確保するよう資本の調節力が作用す

る。それは資本の力で短期間に商品を生産し得るからで

ある。しかしながらこと木材については，森林から木材

を採取することについては資本の力を発揮することがで

きるが，森林を育成し，資源を造成う-ることについては

非常に微力である。

いかに資本をつぎ込んでも林木生育期間の長期性を克

服することは困難である。したがって資本は林木育成面

へ進出しようとしない傾向をもっている。その上，現に

60数億石の蕎秋が存在するということは，当座の供給

には間に合うという安心感もあり，駁行的採取の進行に

よって森林資源の危磯が内包的に増大して行くことにな

る。たとえ，森林資源の弱体化により将来における国民

経済の混乱が予測されたとしても，個別資本の力の単に

対しては期待できない実状にある。

駿近における木材関連産業資本（主としてパルプ会社

等）からの造林資本の伸張は相当みるべきものがあると

はいいながら，これも特殊なもので，その資本のおかれ

ている立場がさせているにすぎないのである。要するに

現在の技術段階に麓いて，造林投資は個人，法人を問わ

ず，それは本来，次の時代に対する奉仕的投資，または

犠牲的投資の意味しかもたず，徹底した合理主義のテン

ポには合致しない性絡を備えているのである。にもかか

わらず，国民経済のバランスのある発展を可能ならしめ

るためには，増加する木材需要に対して円滑な供玲を継

－1－
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福森：民有林の造林事業の方向

人工林の面積は34年度末で国有林123万1千町歩，民

有林538万8千町歩になる見込である。

しかしながらこの面積は，全林野面積の26％にすぎ

ず，これでは増大する用材需要に対処することができな

いので，木材の自給態勢を確立するためには，既往の人

工林の伐採跡地の再造林を確実に実施すると共に，他

面，天然林の伐採跡地を中心として，原野散生地などに

対する拡大造林を穣極的に行ない人工林の拡大をはかっ

ている｡

このため，自然的条件からみて，人工造林のできる林

野は，原則として全てこれを，人工林に転換する方針

で，民有林では昭和55年度末までに800万町歩，国有

林では昭和70年度末までに約320万町歩に人工林を拡

大することを目的として長期計画を立て，さらに，当面

は人工林の面談を昭和37年度末までに民有林630万町

歩，国有林147万町歩に拡大することとして，33年度

から37年度までの5ケ年計画を立てている。

以上の計画が予定どおり遂行されれば，昭和70年度

の用材供給謎は2億2千万石（素材）に達する見込であ

り，さらに育種事業の成果をも予想すれば用材供給可能

堂は2億5千万石程度になる筈であるから，利用の合理

化消毅の節約等をはかれば国内で生産することのだきな

い特殊材（約1千万石）のほかはほぼ自給できるように

なる見込である。

資源政策的な目標を達成するための長期計画は以上の

ような観点から組立てられているがその具体的な計画は

第1表のとおりである。

第1表造林長期計画

続できるような森林資源を培養する必要があるとすれ

ば，その要請は不特定多数の福祉の確保のためであり，

国または公共社会の希求によるものといってよく，資源

培養面における国の造林推進理由はここにあるのであ

る。

（2）国土保全上の要請

造林事業の直接的な保全効果については，樹種森林の

取扱い，地形・地質・気象等の諸条件により，非常に差

があるが，一般的に通常の降雨による土壌の表面侵蝕を

防止し，流出土砂量を減少せしめ，下流地域の土砂によ

る被害を防止軽減していることは論をまたないところで

ある。また，森林は流出水量の最大と溌小の開きを縮少

し特に，異常豪雨時の最大を低める効果の確実性はきわ

めて大きい，したがって，造林事業は造林者が直接その

効果を享受すると共に，下流地帯における産業施設や，

住民の生命と生業も保護する一翼を担っているのであっ

て，不特定多数の受益者に代って国がその政策を立案

し，蓑た，一部の経費を負担することも当然と考えられ

る。ここに国士保全上，造林事業を国が推進すべき要請

があるのである。

侭）山村経済の均衡的発展と雇傭増大の要請

山村農家の経済ば，土地的にも気象的にも悪条件下に

おかれた自絵的農業経営と林業その他の兼業によって支

えられており，その発展速度は他産業はもちろん，農林

業部内においても最も低位におかれている。この地域の

経済の均衡的発展はわが国経済発展の負的要因をなして

おり，農業部門の成長速度を高ある上にきわめて重要で

ある。

このため，この地域の均衡的発展の基盤として林業の

生産構造を改善することが必要である。

林業生産の基盤は，数10年を経なければ蓄演されな

いことを考えれば造林事業を推進することはきわめて急

務なことである。しかるに毎年の造林規模別面積の実績

から象るに，1人当りの造林規模は約4反で，大部分が

零細農家であると判断されるが，農家の造林への踏象き

りについて最も有効適切な転機を与える意味からして，

行政指導と助成制度が必要となるわけである。

さらに，狭少な国土で過剰人口の吸収と雇怖機会を付

与することは各産業に与えられた使命で造林事業もその

例外ではなく，わが国，社会経済の現状をもってfすれば

一つの至上命令ともいえるものである。以上の要諦を立

脚点として造林政策ば立案されているのである。

3．造林事業の計画

国としては，以上の要請にこたえ次の計画により，そ

の目的の達成を企図している。わが国の造林を験ると，

《
）

、､所有別

恵年
民有林

《
）一般造林

謬頚撫禽再造林拡大造林｜計

’
6，300

7,185

7,700

7，950
8,000

碗
廻
“
顕
弱

一
一
一
へ
一
計

３
８
３
８
３

３
３
４
②
４
今
５

650

725

800

875

570

3，620

1,187

755

407

250

50

2，649

1，837

1，480

1，207
1,125

620

6，269

128

130

108

361

32年度末人工林面識：民有林4､990千町

4．造林推進施策

上記の造林計画は資源政策上からも，保全政策上から

も般小限度のものであり，絶対にその完遂を図らなけれ

ばならない。しかしながらこのことはもとより容易な業

ではなく，とくに民有林については各種の困難性が伴っ

ている。したがってそれらの困難性の内に含む阻害因子

を，一つ一つ排除する施策を誰ずる必要がある。現在実

－2－
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施している施策の主なるものは，造林の義務制，造林助

成，官行造林，造林促進のための特別立法，企業性向上

のための施策等であり，これらを総合して成林事業の推

進に当っているがその個なの内容と方針は次のとおりで

ある。

（1）造林の義務制

森林区の実施計画において，人工造林を相当とするも

ののうち伐採後2年を経てもなお造林しないものに対し

ては，森林所有者別に人工植栽をしなければならない森

林の所在，地番，面稜および植栽樹種を指定することと

なっており，この計画で造林を指定されたものにはその

指定にしたがって植栽しなければならない義務を課して

いる。

資源政策の目的は再造林が確保されてはじめて達成さ

れるので末造林者に対する指示により義務励行を強く指

導したい。

②助成制度

現行の助成制度に造林補助金と融資があるが民有林の

造林事業の主体はこの制度の運用により推進されている

といって過言ではない。なお，それ以外の制度として租

税の特別措置が識ぜられている。

㈹造林補助金制度

この制度は造林者に対して造林費の一部を補助金とし

て交付するものであるが，補助の対象としているものは

新植事業（天然下種補整事業を含む）の承であり，水源

林造林事業は34年度で打ちきられることとなったため

一殻造林とせき悪林地改良事業のみに限られることとな

った。その運用についてのくると，補助率は公共性の大

小，事業の難易，経済性の大小などから一般造林4割，

せき悪林地改良6割と区分している。せき悪林地改良は

個灸の造林地の実情により格差嫁つけていないが，一般

鍾未の補助率の4割ば平均の補助率であり，実際の適用

に当っては造林種別（再造林，砿大）事業の難易，公共

性の大小等に応じ，その実質補助率にそれぞれ格差を付

している。

すなわち，毎年都道府県毎に地域別造林地の状況別樹

種毎に標準経費を定め，これに次の査定係数を乗じて査

定経費を出してさらにこの査定経費に平均補助率4割を

乗じて補助領を算出することになっている。

特認事業とは，事業の性質または地方的の特殊事情の

ため事業の実行が困難であり，その推進上特に強力な助

成を必要とするものについて林野庁の長官の承認を受け

た事業をいい，現地調整とは実地検査のさい個士の造林

地について，地利級，事業の難易，造林成績等により加

減を行たうものである。

－

査定係数表

因子｜区分｜係数(鯵）
基礎

加算

調整

因子

因子

因子
1

1

再造林
拡大造林

特認事業

現地調整輔項

60

120

20以内

(＋)(一)15以内

本年度予算としては，水源林造林事業の打切りにとも

ない同事業の対象地であった箇所中，10町以上の林地は

官行造林で実施することとし，それ以下の林地ほ一般造

林の補助対象地として取扱うこととしているが，水源林

造林の補助率10割に比し著しい絡差があるので，特認

事業として，20点加算することとしている。これによ

り実質補助率は最低1．8割から股高7割までの幅をもつ

こととなる。なお，補助金は原則的には全ての造糾渚に

交付されることとなっているが，実際の運用方針として

は大規模森林所有者の造林率業には補助金にかえて融資

制度の利用を勧奨しており，極端に小規模（原則として

1反歩以下）の造林事業に対しても交付しないこととし

ている。これは大規模の所有者に対する融資制度利用の

勧奨は企業的経営がなされていると考えられることと予

算上の制約に基づくものであり，1反歩以下の造林者に

補助金を交付しない建前をとっているのは，補助事務の､

煩網上と零細補助の弊害をさけようとしたものである。

この補助金予算は公共癖業溌として組まれているが

32年度29億6千余万円，33年度29億5千余万円鰐

34年度28徳8千余万円と逐次減少の傾向にあったとこ

ろ本年度は31値4千余万円と数年ぶりに瑚額となった

のである。

しかし33年度以来特に34年度は，皇太子御結婚記

念造林，苗木価格の低下等で造林量は急激に伸張し，35

年度も同傾向をたどると予想されるので本年度も補助金

の不足をきたすと考えられるので，できる限り融資制度

利用への勧奨が必要である。昨年は伊勢湾台風により約

38千町の風倒木が生じその内約12千町の復旧造林が必

要であるので，3ケ年計画で復旧することとして本年度

においては優先的にその復旧造林をとりあげたい方針で

ある。

（ﾛ）造林融資

造林事業の助成制度として，補助金制度と融資制度は

車の両輪のごときものであるが，現状としては補助金制

度が主体であり融資制度は補足的なものといわざるを得
●

ない。これは林業の長期性と低利性に基づく非企業的性

格と造林規模がきわめて小さい（平均4反歩程度）ため

に融資の利用を望まない実状にある等の理由によるもの

であるが，34年度において融賢条件を非補助融資は4

－3－



福森：民有林の造林事業の方向
一

分5厘，償還期限10年以内据置期間20年以内に改訂

されたことと市町村有林に対する造林融資の道が開かれ

たことにより,急速にその利用が伸びている実状にある。

この融資予算は農林漁業金融公庫投融資資金計画に組

まれている。この資金総額は従来ほぼ4臆7千万円であ

ったものが昭和34年度から新に市町村の行なう聯業も

この対象としたためと，その他の造林事業に必要な資金

として国有林野特別会計剰余金より7臓円出資したた

め，資金規模は大巾に増大し11億9千万となったもの

でそれが，35年度においては，さらに2憶5千万円の

増加となり14億4千万円の融資を行なうこととなって

いる。この枠に対しても，本年度需要椎さらに上廻るこ

とが予想されるので，とりあえず拡大造林の植栽を優先

させる等の手段により，財政投融資資金の投資効果を高

めたいと考えている。なお市町村融資の取扱磯関は34

年度は農林漁業金融公庫であったが本年度は同公庫より

起債事務の円滑化を計るため公営企業金融公庫に事務を

委託する予定である。

ヤウ租税特別措隠

租税特別措置法によると，拡大造林を行なうための地

捗に要した饗用は，所得の計算上損金に算入することと

なっている。（昭和32年4月10日以降昭和36年12月

31日までの間の暫定的）また山林惑業，製紙，パルプ

事業などを営む法人が行なう造林事業には，昭和30年

から保育費，用材費，および管理磯についても計算上こ

れを損金に算入することが關められていあので，このこ

とを一般に周知せしめることによりさらに造林を促進さ

詮る方針である。

（3）官行造林

官行造林は水源林として造成する必要がある森林を主

体として行なうこととなっているが，普通林またほ再造

林にも及ぶときば再契約の対象地は選定漂準に合致する

もののうちより選定するものとする。

選定標準に合致する地域であっても自営造林（融資な

らびに補助制度による）または分収造林特別措慨法によ

る分収造林等を極力勧渉し，これによることが困難な場

合に限って当該都道府県と十分連絡協簸の上，契約する

こととしてすすめている。

性）造林促進のための特別立法

昭和33年に分収造林特別措置法が制定されたが，こ

の法律に基づく分収造林により民有林拡大造林計画300
万町歩のうち約17％をこの方式によって実施することを

目標としているが，土地所有者と出資者の間に出資者側

には分収率に応じた地上権をもつこと，立木の優先払下

げの希望があり，この問題が解決されることによりさら

に進捗する見込である。

5．造林事業の企業性向上のた必の施策

造林事業を推進していく上に大きな障害となっている

のは，その長期性と低利性に基づく超企業的性格であ

る。しかし将来経済的に自立しうる産業部門にすること

が目標でなければならない。そのために造林事業として

解決すべき問題嫁生産量の増大を計ることと，造林費を

低下することである。生産量増大策の一つである精英樹

選抜方式による育種事業ば，昭和32年度より国営及び

県営に対する補助事業として実行しているが，育種苗木

の一部が供給されるのは昭和39年度からで逐次供給量

を増加し，全量の供給は昭和53年となる見込で,その

間の暫定策としては優良母樹からの採取種子による養成

苗によることとして，本年ば,･所要量の58影の種子採

取量が予算化されている。それ以外の種子についても極

力指導により指定母樹から採取するようにしたいと考え

ている。また，林地肥培，早生樹種については今後，調

査研究をすすめると共になお，造林費低下の機械化その

他の能率化も零細所有者であるため，その促進には困難

な点が多いがこの面の研究も同時にすすめることにより

広く事調こしたい方針である。以上にのべた施策はそれ

ぞれ個々の目的をもつものであるが帰するところは民有

林事業の推進のためでありその内の一部の役割を果すも

のであるから諸施策と諸手段は相補完すべき方向に運用

されるべきものである。

しかしその間に憾相むじゆんし，競合し，施策より置

きざられている部分もあるので，これらの問題が農業基

本問題調査会に採りあげられその検討によりさらに高い

推進上の施策が生象出されることを期待している。

むすび

造株事業は,単に林政の上からばかりでなく，国民経
済の全体的成長発展からみてもきわめて重要な問題であ

る。幸い綴上運動，行政指導により造林に対する熱意が

次第に高まりつつあることばまことに喜ばしいことであ

る。

しかし，現在の造林事業の推進の基盤となっている造

林補助金の今後の確保に朧楽観を許さないものがある。

前述したとおり造林することにより，公共的使命が自然

に果されているとはいえ，造林事業は同時に経済行為で

あるからである。

特に採算の成り立つ造林事業についてば問題が含まれ

る。補助金の幽各は奨勧金であるか，低利性を補う補助

金であるか，その性格にも問題があるが，再造林の補助

金については早晩問題が提起されることであろう。これ

らのことから林業も自立経営のできる企業的林業経営を

確立したいものである。このためには技術革新が前提と

なるであろうが研究投資の必要を痛感するものである。
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ようである。

熾近林業では農業に技術的におくれをとっていぁとい

う見方から，農業技術の林業への導入が盛んにいわれて

いる。幾業は育種により生産量を叢したではないか，品

質を向上したではないか，だから林業でもさず育種をや

るべきであるという論も，肥培管理をまねて林地施肥を

提唱するのも，外国樹種の導入に熱が入って来たのも，

恐らく，こうした，憂業技術に比べて林莱技術の後進的

なことから考えられたものではないかと思う。

もちろんこうした考え方を私は否定しはしないが，こ

れだけが，林業技術を向上させる新しい方向だとは思え

ない。

同じ土地産業，同じ緑色植物による有機物の生産を目

的としても，元煮，林と農とには進む方向が違っていた

のではないかと思われる節が多い。

例えば避業における育種は量的に増産しようとの意図

から出たものではなく，むしろ嗜好的により美味なもの

めずらしいものを作ろうとしたのでばないかと思う。農

業は主産物が食糧であり，食物には各人の好みがあり調

理方法がある。従って同じ大根でも，淡物用と煮物用と

では違うし，宮重大根の好きな人も練馬大根の好きな人

もあるという点で，ます蓑す，育種により多様の品種が

作りあげられたのではなかろうか。

それに対し，林業は特に最近のように繊維工業材料と

して使われるようにな鳶と,嗜好とか趣味よりも,より多
量のセル戸一ズを生産すればよい方向に向かっている。

もちろん特殊材はあるがこれは万人の好むものだとも

思われない。艇産物が栄養だけあれば何んでもよいとい

う時代になることは一寸と考えられぬが，木材の方は，

セルローズの量さえあれば何んでもよい時代が来るのも

そう遠くないような気がする。

こんな所にも，育種が農業で早くから盛んになった原

因があるのではないか。林業宅はスギという種単位でや

っていても決して不自由はないし，遠い将来でも量的生

産以外の点でそう不便を感ずることはなさそうである。

現にパルプ工業が木材であればなんでもよい時代にな

りつつあり，多くの種さえ不明の雑木丸太を結機こなし

て，パルプを作っている状態である。般近盛んになって

来た，成形の板類でも，もうスギ板，ヒノキ板の区別は

ない。

吹に生産方式だが，農業では地力に極力依存して生産

をあげている。これは，農作物の多くが畑地からほとん

どすべて取り去られ，しかも樹木に比較して常に多くの

土城謎分がそれにより奪い去られるので，土のやせ方が

農業技術の模倣をさけよ

四手井綱英

この話題に対してはもう何返も答えたし，論議した。

般近各方面でこういう批判反省が出ばじめたことば同慶

の至りである。

こうした批判，反省を進歩を害するものと考える人も

あり，そういう声に耳をかさぬ人もあるようだが，そう

いうことは独善のそしりをまぬがれぬのではなかろう

か。

誰でも自分のしていることはある程度の信念をもって

いる。それを他人が批判し，文句をつけるとシヤクにさ

わるらしいが，その前に誰のいうこともよく吟味して反

省してぷる必要があろう。

私が今童で各誌にのべたことについて，彼朧新しい造

林学ないし造林技術に対する提案を否定するだけで，そ

れに代る案を出さない破壊主義者だといわれた。しかし

識ま決して，野次馬的に破壊し，やじっているだけでは

ない。

私としては，ホン馬のごとく荒れ狂うのを一応なだめ

て，この方向が良いのではないかという提案はして来た

はずである。

私は本業としてば植物学的方面から科学としての造林

学を考究しているものである。だから造林技術というこ

とになると，さらにこれを技術化するための次の各種の

段階（例えば経済性など）を経ていかねばならない。

ここでは植物学的な造林学からの象話をすすめたい。

農業と林業とは同じ土地産業であることには間違いは

ない。いずれも緑色植物を用いて，光合成により，有犠

物の生産を行なっている点も同じである。

それにもかかわらず，現在までの技術的なやり方にか

なりの差が出ているのは興味のある事実である。

農業でば農地の肥培管理と育種さらにわが国にない多

くの他国種の導入により生産をあげているのに対し，林

業ではこれらのことにほほとんど関心をはらわず，自然

にあたえられた土地をそのまま使用し，自然のあたえた

菰をその烹叢利用しているのが現状である。

これは，歴史的に林業が艇業より発達がおそいという

ように考えられもしようが，そればかりが原因でもない

一
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育期間が僅か数カ月間だから，1，2度の中耕をして維持

出来るのだが，もし，林業のように10年ないし数10年

かかるとすれば，それは一寸出来ない相談だろう。

森林を榊成する樹木は年を生長し，それが樹木の各器

管として次冷と貯えられ，遂には巨大な現存鐘をもつ森

林になるため，辮造材料その他の原材料として大量に収

穫使用出来るのである。これは現存堂のすぐない1年生

植物のなし得ないことである。いくら伐期を低下したと

しても林産物の木材は，農作物のようにはならない。こ

れはどうしてもある程度の現存量がいるからである｡

さらに極言するなら，農作物のような集約な取扱いを

しなくても，単位面積当りの収量の多い所に林業の特色

があるのではなかろうか。

農業は土地に人為を十分にかけることにより生産を続

けているのに対し，林業でばやはり，自然力を十分に生

かすことにより同等以上の生産力を持ちつづけさせると

ころに特徴があるといえよう。

以上記したことは，林業ほ農業の後をおうより前に林

業本態の姿をかえり見，林業としての特色のある技術を

生欺出すようにつとめることが，造林技術のあり方では

ないかという主張をしたつもりである。

初めにおことわりしたように植物学方面から見た造林

技術に限定して私は書いているのだが，しからぱ，造林

学としては林業技術を進める手段として何を用いるべき

かということが次に問題になる。私ばそれは生態学であ

ると思っている。もちろん生理学はその基礎として必須

である。しかし，植物生理学的現象はそのまま林業には

適用出来ない。環境条件が可なりの程度までコントロー

ル出来る幾業では生理学がある程度そのままあてはめら

れるとしても，前記のようにむしろ自然条件をそのまま

なるべく利用して生産をあげようとする林業でば，生態

学的な研究こそそのま菫技術に通ずる科学的根拠をあた

えるものであろう。

例えば土壌を人為的に耕転，施肥して，所要の作物を

作ろうとするのが，農業であるのに対し，林業は自然が

森林という生態系の存在において，永年かかつて作りあ

げた層状柵造をもつ森林土壌を，そのまま利用し，そこ

に最も適する樹種を植栽することにより，その成熟した

森林土壌を般良の状態のままで維持しつつ，‐卜分な生産

をあげようとするのが林業である。

森林土壌は必要な有機物を森林から落下する枯枝葉と

してうけとり，それを土壌微生物で分解し，再び無機的

な養分や炭酸ガスにかえし，森林の生長の用に供すると

いう，生態系内での自然的な物質循環により保たれてい

著しく大きかったので，自然土地に対する肥培作業が重

点化したのではないかと思われる。

それに反し林業では地力よりも同化に必要な太陽光の

利j月に鼠点をおいて来たといえよう。これも別に始めか

ら窓図したわけでばなかったと思う。ただ樹木が元を自

然でも森林という最も安定した植生を作っていることか

ら，それに似たものを人為で作りあげようとしたことだ

ろうし，樹木ば収穫する童でに長年月かかり，収穫によ

り，林外に持ち出される養溌も農作物より著しくすぐな

いことから，農業ほど土地の肥沃度を気にしなくてもよ

かったので嫁ないかと思う。さらに艇作物は1年生草木

の小型なものが多いため，集約な管理をするためにはど

うしてもウネ作りにする必要が多く，森林やその他の自

然植物群落のように枝葉で閉鎖した植物群落が作れなか

ったことからも，土地の肥培により生産力を保とうとす

る方策が生じてきたのではないかと思われる。

とも角，林冠の閉鎖という状態で大部分の林業が行な

われることは，林業の一つの大きな特徴であろう。

天然に森林が成立し，人為的にあらされていない森林

土壌では，その立地瞬境）に特徴づけられた十分に発

達した土壌をもっていると考えてもよかろう。

もしも，その土壌を悪化しないようにして生育がその

灘境によく適した森林を造成して行くならば，そして林

冠の閉鎖という条件で育成をつづければ，土壌の肥培管

理を艇業のようにやらなくとも,､森林は十分な生産をあ
げつづけてよいはずである。

「適地適木」という林業的な考え方は，このような観点

から生み出されたのではなかろうか。

林業には，この他，山地で行なわれること，農産物ほ

どの価格生長のないことなど，艇業のような肥培管理の

行なえない多くの原因がある。

いずれにしても，土壌に生産力の重点をおく農業と太

陽光の十分な利用に重点諺おく林業とでは,技術的にも

生産ということに対し違った考え方がとられるべきだと

思う。

農業では球境に対する人為的な変更がある程度容易で

ある。例えば，耕転による土壌の物理性の良化，灌水に

よる土壌水分の調節，さらに一部の栽培械物では温室，

温床による地気温のコントロールなどまで出来ろ。これ

も，盤作物の栽培期間が林業に比し著しく短かいこと，

植物のセタケの低いことが，容易ならしめているので，

樹木のように，育成が長期にわたりまた，セクケの大な

ものでは,このいずれもがほとんど実行不可能に近かい。

例えば耕転による土壌物理性の良化でも，農業では生
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森林土壌は決して琢境から遊離して存在しているもの

ではない。特定の自然生態系ではそれに特有の森林土壌

が生ずることはもう明らかになった事実であろう。

艇地のようにたえず人為を加えていても，環境により

生じた特定の土壌の形態や性質は決して失われないもの

である。

ましてや森林土壌のように，ほとんど人為を加えるこ

との出来ぬものでは，環境により，生態系により出来た

特定の性質をもった土壌はそのままの変遷が維持される

といってよいであろう。

以上のような基礎的な森林の生産力の解明は生態学的

研究によっての承達成出来るのではなかろうか。

われわれは，林業独特の生産方式をもう一度十分に理

解し，森林の有機物生産の仕組をさらにくわしく量的に

研究して，その上で，これに対処しつつ，いかなる方法

で生産力を維持し，増進するかを技術的に考えて行かね

ばならないのではないか。

無反省に艇業技術をとり入れることの象が，林業技術

の進歩だとするのに私は反対したいのである。

もちろん，樹種により，土地により，農業的に栽培し

てよい樹種も土地もあるであろう。

しかし，基礎的な森林の有機物生産の仕組が判から

ず，その方法を全林野に及ぼそうとするところに大きな

問題がある。

最近農業では逆に太陽エネルギーの光合成への利用の

効率の低いことが問題になりつつある。

例えば，中国で水稲の著しい密植栽培を行なって，今

までの日本の稲作で思いもよらなかったような反当収蛍

をあげたことについて，この報告のつたわった当初は皆

一笑に付していたのであるが，最近ではこの事実をまと

もに受けとり研究するようになってきた。

昨秋などは日本でもこの行き方を追試するものさえ公

私共にあらわれている。

そして，中国のこの報告が決してウソではないことを

認める人が多くなって来た。

水稲はいくら密植しても最低1茎に1本の穂が出ると

いうすぐれた特徴をもっている。これを著しく深耕し

て，十分な肥料をやった水田に十分密に植えられれば，

限度はあるとしても，理論的には非常な多収穫があげら

れてよいわけであろう。

林業において，もし，十分に耕転出来，数メートルの

深さの耕土を，必要な大さの木材を得るまでの期間，そ

の良好な土壌状態が維持出来，しかも十分な施肥，十分

な密度の森林をその上に仕立ることが出来れば，（これ

るのであるが，林業ではこの循環が出来るだけ自然に行

なわれるようにし，その物質の循環が量的に破端を来た

さぬように考えるのが林業の最も本質的な方向であり，

農業はこの物質の不足分の補給を人為で童かなおうとし

ているのである。

林業では，そのために叢ず各種森林生態系内での無機

有機物を通じての物質循環の仕組みをあきらかにしなけ

ればならな､､･これば森林生態学的研究により初めて判

ることであろう。．

単位面讃当りの物質生産力についてば一度林業解説シ

リーズに書いたように，農業は決して林業より大きくは

ない。むしろ自雄生立の他の植物群落の方が，同じ，1

年生草木の間でも艇業より大きいのである。

このことは，森林という群落が，太陽光を満度に利用

出来るよう，同化器管である葉を，単位面積上に最大に

ひろげているからであろう。

森林の生産力を生態学的にはっきりさせなければ，農

業との植物学的な優劣はきめられない。

今までの林学では幹材の象の生産力は測樹学や経理学

としてよく測定されて来たが，これでは，森林の生産力

を十分に明らかにすることは出来ない。

さらに森林としての純同化量，呼吸量，年を林地に供

給される有機物溌，その分解過程，などの諸要因を測定

することにより，森林により年々貯えられる有機物量，

物質の循環過程とその鎧などを，各種森林生態学を通じ

て明らかにして始めて，林業における森林の生産力が植

物学的に解明出来るのである。

こうしたことは今までの質的な生態学が量的な生態学

に進むことによってなし得るのである。

例えば皆伐人工造林は，この森林生態学における物質

の生産，循環の面にかなりの影響を及ぼし，特に物質循

環をみだす作用を強く行なっているといわれる。

この撹乱堂を明らかにしなければ，皆伐人工造林によ

る物質循環における損失の補てん手段さえ見出し得ない

のではないか。

森林が皆伐されると，表土の流亡がおこる。また表土

-への森林からの有機物の供給がある期間たたれ，それだ

け，物質の循環の円湘さがそがいされる。このことは質

的には判かつているとしても量的にはまだ判かつていな

い。澄的に判からぬ限り，この損失を林業技術的にどう

しておぎなうべきかの対策は立てられないはずである。

いたずらに林地を耕し，施肥することにより，この欠

かんを補てんしようとしても，それは根拠のないことで

はなかろうか。

一

一
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は現実には不可能であるが)，恐らく，異常に大きな生

長量が求められるにちがいない。

現実には，耕土はその構造をそんなに永く保つことは

出来ぬし，施肥も耕土の良い物理性が永くつづかなけれ

ばそう永くは肥効が続かぬから実現不可能である。やは

り，いくら伐期を短縮しても農作物のように数カ月の短

期にはなり得ない林業では成熟した自然土壌の悪化をふ

せぎ，可能な範囲で十分に密な森林を仕立てて生産をあ

げるよう努力するのが良いだろう。

現在私達はこういう意味で量的な森林生産に関する法

興則性を生態学的立場より求めようと努力している。
‐造林技術はそれに則って，これを林業上実現する手段

を考え，それに経済性をもたすようにすればよいはずで

ある。そこにはもちろん，労力の問題，器具の問題その

他が新しく加わり，また完全に達成出来なくても，経済

的に引きあう股良の策もここから出てくるはずである。

林業は生物を生産の材料としてあつかう故最も根本的

には，生物学すなわち植物学的研究が第一に進められる

べきで，もしかりに逆に経済性が最大の基礎として支え

られ，その範囲で可能な生物学的林学研究がとられると

したらそれは話の順序が逆であろう。

われわれ,植物学的な造林学の研究者は一応林業とい
う経済行為幟念頭からはなせないとしても，決してそれ

にとらわれてはいけない。もつと自由な立場で，造林学

を植物学的，森林生態学的にながめて，とるべき研究テ

ーマと方法を考えるべきであろう。

以上私のいわんとする所を大体尽したと思うが，表現

のセツレツさであるいはおわかりにならなかった点もあ

るかとも思う。

いたづらに農業技術のハナヤカさに目をうばわれ，林

業本来の性質を見誤らぬようにして，今後の造林学及び

技術の進歩を期したい。

科学や技術の進歩は運をとして，その外に立ってなが

める人にとって肱ほんとにまどろつこしいかもしれぬ

が，決して，科学や技術は不連続的に飛やくするもので

はない。思いつきだけで進歩するものでもない。地につ

いた，蒲実なジミな研究こそ，将来の林学，林業の進歩

を約束するものである。

技術問答

松下規矩

理論嫌いになりたくないものだなあ，それ人
O

間嫌いになる人々のように。人は理論を嫌う場

合ほど大きな害悪を受けることはないんだから

なあ。（プヲトンパイドン）

人…･フィヒテ

キーファー

フィヒテこの，造林技術はいかにあるべきかという

問いに対して，君は何と答えるかね。ただし，断ってお

くが，この際は君の好きなセンサクは一切抜きにしても

らって，一言でいってもらいたいんだが。

キーファーポクがセンサク好きだってッ。冗談じゃ

ない。第一，……･･･

フィヒテさプ，いったり，いったり。この際余計な

センサクや弁解は一切抜きにして。時間がないんだから

ね。

キーファーこりやいったいどういうことになるん

だ。君ばポクを居合抜きの名人とでも思っているんじゃ

ないだろうね。

フィヒテそれこそどういうことだね。

キーファーだって，君はボクをがんじがらめにして

おいて，それでもって，バツと刀を抜けというんだも

の。あの’お祭の見せ物承たいにさ。

フィヒテいや，そんなことは……。おっと用心用

心。うっかり君の手に乗るところだった。さァ，とっと

といってくれ，造林技術はいかにあるべきかを。

キーファーどうも君にあっちやかなわんね。ではい

うよ，造林技術はもつと高函こすべきであると。

フィヒテそれで？

キーファーそれだけさ，ボクは精一杯君の要求通り

の答えをしたつもりだ。

フィヒテしかし，高度化するなんていえば，よるず

万端,承な高函上するに越したことはないんじゃないか。

キーフアーかもしれない。しかし，それがどうし

た。

《
〕
ロ

《
ｂ
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躯者・高知営林局造林課長
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フィヒテどうしたって，君，それなら何も造林技術

はいかにあるべきかなんて聞く必要はない。技術一般は

いかにあるべきかでたくさんだ。だから，少なくとも君

は，この問いに対して，どのような点をどのようにとい

うべきじゃないか。

キーフアーどうも，ボクよりも君の方がよっぽどセ

ンサク好きらしいね。それとも，ボクはセソサクしては

悪く，君はセンサクしてもいいのか。

フィヒテ分った，分った。前言は取消しだ。で，君

は，造林技術のどのような点をどのようにというのか

ね。

キープ了一そう，何なら現場職員の装備をといお

う。

フィヒテというと？まさかオートバイを買ってや

れというんじゃないだろうね。

キーファーそれもある。いや，大ありだ。しかし，

ともかく，こりや国有林の場合だが，ボクは国有林のこ

としきや知らないからね，現場第一線の担当区主任の装

備なんてずいぶん貧弱なものじゃないか。いって象れ

ば，登山帽に地下足袋にキヤハンにせいぜいマツプケー

スく．らいなものじゃないか。そりや，測量や測樹に行く

ような時にはしかるべき道具ば持って行くにしてもさ。

ポケットにいつもルッペや物指を入れていて，それを何

かにつけて生かして使っているなんていうのはよっぽど

気の利いた部類だ。

フィヒテしかし，そういったもののほかに何がいる

というんだね。

キーファーたとえば，クワやシャベルのようなもの

とか，鋸とか，成長錐とか，なんなら双眼鏡とか，等々

だ。

フィヒテ弁慶じゃあるまいし，年中そんなに持ち歩

いたら荷物がじゃまになって仕事にならんじゃないか。

冗談も休蕊休象いってくれ。

キーファーいや，冗談どころか，この際は特にまじ

めなつもりだがね。

フィヒテしかし，ともかく，要りもしない道具を持

って歩く必要はないだろう。

キーファーそりゃそうだが，そこが問題なのだ。

フィヒテどうして。

キーファーそういうものが要りもしないものである

という事情であるということがさ・むろん，今ボクがい

ったいろいろの物は例えばの話で，それがそのま誉必要

にして十分なものというわけじゃないがね。

フィヒテそりゃそうだろうが，どうも君のいうこと

は分らんね。

キーフアーそうかね。しかし，君も一番新式のアメ

リカの兵隊の装備なんていう写真を見たことがあるのじ

やないか。

フィヒテそりゃある。全く仰なしい代物だね。

キーフアーそういうのと，日清戦争の時の日本やシ

ナの兵隊の装備を比べて象れぱ，どっちが戦争技術的に

より高度であるか分るんじゃないか。

フィヒテそりゃ前者にきまっている。

キーファーところで，今の担当区主任の装備なんて

いうものは，いわば竹ヤリ部隊承たいなものじゃない

か，戦争でいえば。

フィヒテしかし，担当区主狂の相手はB29じゃな

くて単なる山林だからね。

キーフアーだけど,B29の側からいえば,B29で

竹ヤリに対したんだぜ。

フィヒテああいえばこうだ。しかし，君のいうこと

ももっともだね。

キーﾌｧ－むろん,竹ヤリで-fz分箪が足りるなら，
何も仰食しい装備なんかする必要はないわけだ。多分，

君はそういいたいのだろう。

フィヒテまァ，そんなところだ。

キーフアーところで，林業技術の近代化というよう

なことが盛にいわれているわ。

フィヒテうん。曰く，林木育種，曰く，森林施肥，

曰く，林業の機械化，等々･

キーファーそういうものは，今までのように，ただ

植えたり育てたりするよりは高級なことなのじゃない

か。

フィヒテむろんのことだ。

キーファーしかし，そのにない手があい変らずの竹

ヤリ部隊では困るんじゃないか。たとえば，適地適木と

いうようなことがあるね。その言葉が変かどうかなんて

ことはこの際どうでもいいことにしょうじやないか。

フィヒテそうしようとも。それで？

キーファーということなら，ロクに土の澗査もしな

いでどこに何を植えるかをきめるなんてことはナンセン

スじゃないか。

フィヒテそりゃそうだとも。しかし，国有林たるも

のそのくらいのことはやるようになっているのだろう

し，また，やってもいるのだろう。

キーファー君はおめでたい男だねえ。ものは－か

りに一やるようになっていれば，事実またやっている

とでも思うのか。たとえば，交通規則があれば，人はそ

の通り歩いているとでもいうのかね。

－9－
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フィヒテそりゃ，そうも思わないがね。しかし，ま

た何だってそんなことをいう。

キーファーつまり，そういう規則なり方針なりがあ

れば，そしてそれを守らせようというのであれば，その

実行のにない手である人や人の装備もそれ相応のものに

なっていなければナンセンスだということさ･歩道を歩

きなさいというなら，しかるべきところには歩道があっ

て，しかもそれが道らしくなっていなければならないの

じやないか。それとも，歩道がなかったり，あっても水

溜りだらけだったり，物がやたらに置いてあったりして

もいいのか。

フィヒテそりや困るね。

キーファーそりゃ，使いもしないものを年中持って

歩くのは愚かなことだが，たとえば，苗畑主任は年中ポ

ケットにルッペと物指ぐらいは入れておいてもいいだろ

うし，畑を見廻るさいには苗木を掘って承る道具や，被

害苗や虫でも見つけたら取って容れるものぐらい持って

歩いてもいいの世やないか。

フィヒテ全く。

キーファー第一，被害苗なんか，抜いて承るのはい

いがシそのうちには持っているのが面倒臭くなってそこ

いらに捨ててしまったりしてさ。うっかりすれば虫や病

気をひろげるようなことになりかねないんじゃないか。

フィヒテよくある手だね。

キーファーだから，苗畑を見廻るときは，これこれ

のものを持って歩くべしという規則がなければならな

い。むろん，同時にこういう場合にはこうするのだとい

うこともきめられていなければならないがね。成文化さ

れていようがいまいが。それは，兵隊が戦場に行くとき

に皆さん一定の装備をするのと同じことだ。そうじゃな

いか。

フィヒテもつともなことだ｡

キープ･了一担当区主任の場合だって同様だろう。

フィヒテ全く。

キーファーで，造林技術はいかにあるべきかという

ようなことについては，ひょっとしたら君は近頃流行の

育種とか森林施肥とか，あるいは機械化というようなこ

との批判を期待しているのかもしれないが，そういうこ

とも何だか，ボク,にばむしろそれ以前のことに問題があ

るんじゃないかと思われるんだ。

フィヒテなるほどね。

キーファー機械化といっても，苗畑耕転機を取入れ

るような場合を考えるなら，まず，何はともあれ耕転そ

れ自体の必要性・重要性を知っていて，人手しかない場

合でも精一杯よく耕すことをやっていて，それをもつと

能率的に，またいっそう良くやるために機械化を思いつ

くのでなければ，侭んとに地についた機械化とはいえな

いんじゃないか。

フィヒテ全く。

キーファー従って，そんな機械化ほほんとの技術の

進歩とか向上とかとは無縁のものだ，そうじゃないか。

だって，そんなのは隣が電蓄を買ったからうちもという

のと同類で，文化的生活がどうこういうこととは無関係

なのと同じようなものだからね。

フィヒテということだろうね。

キーフアーつまり，機械を使おうが使うまいが，や

ることだけばきまっているし，やり方もそれ相応にき童

っているべきだ。いやしくも技術的であろうとするなら

ば。

フィヒテしかし，素手や素手に等しい道具を使うだ

けじゃ，技術としてはやはり低級なのじゃないか。

キーファーそりゃそうだろうよ。しかし，非技術的

であるよりはまだましだ，そうじゃないか。

フィヒテそりゃそうだ。

キーファーしかし，機械らしいものを使わないよう

な場合にも技術があるとしたら，そればどこにあるのだ

ろう。

フィヒテボクには，ちょっと，何といったらいいの

か分らない。何なら君いってくれよ。

キーファー君はずるい男だね。ボクだって分らない

から聞いてるんだが，しかし，何とか前進しなければな

らないとしたら，こりややはり一番元に立帰らなければ

ならないのかもしれないぜ｡．、

フィヒテというと？

キーフアー技術とは何かということにさ・

フィヒテしかし，いまさら「技術とは同じ目的に協

力するもろもろの道具と規則の体系」だというようなこ

とを持ち出すのかね。

キーファーそりゃ例のディドロの定義だね。ありが

たい。君は全くうまいものを持出してくれた。このさ

い，ひとまずそれに取りつこうよ。

フィヒテそりや，君がお望承ならね。しかし，それ

がどうしたっていうんだね。

キーフアーどうしたって，それからすれば，技術に

おいては，道具のほかに規則というものが大事だという

ことが分るじゃないか。そして，たとえ道具は貧弱で

も，それらと規則とが同一の目的のため健体系化されて

いれば技術はあり得るが，やたらに機賊を取入れただけ

《
〕
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では必しも技術があるとはいえないということが。

フィヒテなるぼどねえ。君は中食うまいことをいう

ね。

キーファーおだてちゃいけない。しかし，同じ医療

技術においてなら，聴診器や体温計だけを使うよりも，

X線写真や心電図なんかも使う方がより高度であり近代

的だね。

フィヒテそりゃそうとも。

キーファーそして，われわれの場合は，いわば聴診

器も体温計も使わず漣診察しているようなことが多いの

じゃないか。

フィヒテ残念ながら同意せざるを得ないね。
キーフアーそのシンボルが，前に戻って，担当区主

任の装備だ。

フィヒテということになるね。

キーファーそして，機蜘こしてもこの写真（林業技

術No.209の表紙写真）のようなことになりかねないん

じゃないか。

ブィヒテこりや動力噴霧機でボルドー液かなにかを

苗木にかけているところだが，別にどうということもな

いじゃないか。

キープ了一君もやっぱり林業非技術者だね。そし

て，こういうのを林業非技術写真ていうんだ。

フィヒテひどいことをいう。ボクの林業非技術者は

ともかくとして，あとの林業非技術写真ていうのはどう

いうわけだ糖。

キーファー君は，いま，動力噴霧機でかけていると

いったが，当然，それと人とでかけているというべきじ

ゃないか｡

フィヒテどつちだって同じことじゃないか。どうせ

機械は人が使うものだ。あまりつべこべいうなよ・

キーファーこの三人のホース持ちも機械を使ってい

るのかね。

フィヒテなるほどそういわれれぽ三人は多すぎる

が。しかし，これはいわゆる絵そらごとなのじゃないか

な。

キーファーそれなら正に林業非技術写真じゃない

か。

フィヒテどうも､君にあっちやかなわんね。じゃあ，

絵そらごとでなかったら？

キーファーやっぱり非技術写真といわざるを得ない

ね。

フィヒテどうして。

キーファーどうしてってね，動力噴霧機を使うとし、

うことば，機械化という点では技術の高度化であるかも

しれないが，当然いっしょに，あるいはその前に人手を

へらすことを考えてしかるべきじゃないかね。

フィヒテそりゃそうかもしれないが，こんなやり方

だって，勤力を使わなかったときよりも苗木1本当りの

経費が安くあがればそれでいいんじゃないか。そして，

技術的に進んでいるといっていいのじゃないか。

キーファーそりゃそうだが，その進承方は堂ことに

非能率的じゃないかね。やばり，床割りや苗木の植え方

も機械化に適したようにしてやるべきだと思う。さもな

ければ，もろもろの道具と規則が同一の目的に協力する

ように十分体系づけられていないわけで，従って非技術

的といっていいのじゃないか。

フィヒテいわれて承ればもっともだ。

キーファーもつとも，ボクがそんなことをいったか

らといって，ボクの関係しているところではこんなやり

方をしているところばないなどというわけじゃない。い

や，もつと原始的なやり方をしているところだってある

かもしれない。だから，ボクは決してこの写真や，この

ようなやり方をしていることを非難するわけじゃないが

ね。いや，むしろ，われわれが技術とかなんとかいって

いるもののシンボルとしてこれを見せてくれたのなら，

それは大いに意味のあることであり，そんなことを恩し、

ついた人にほ大いに敬意を表さなければならないと思

う。

フィヒテこりや驚いた。君でも何かほめることがあ

るんだね。

キーファー冗談じやない。ボクはいつだってほめる

べきものはほめるよ。それはそうと，もう君ともお別れ

しなければならない時間が来たようだ。ボクはその時間

を気にしてずい分話をはしょって，いわば粗雑な論議を

して来たように思う。もし，はたで聞いてた人があった

ら，何て臘なことをいってるんだと吸っただろうよ。し

かし，ともかく技術の進歩発展なんていうことは口でい

うほど生ま易しいものじゃないことだけはたしかだ。特

に造林なんていう陽の当らない部門においてはね。

××××
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調査地の擬況

1．位置

八郷町は茨城県の中央部新治郡の最北端，常縦線の石

岡駅から町の中心柿岡まで約10kmの地点にある。関東

の名山筑波山を西に背負い東面する山地と，その東麓に

ある柿岡盆地の全部，および東側に展開する常陸台地の

一部からなり，太平洋の鹿島灘童でほぼ30kmのところ

にある。この町の小幡および園部の二つの地区について

調査した。（第1図）

石岡地方

（八郷町）の

マツ林の施業

加藤善忠

卍

東京周辺の関東ローム地帯からその背後地にかけて，

形質の良いアカマツ林があまり承られない。いわゆる関

東マツを形質不良の品種ときめつけるゆえんであるが，

関東のアカマッにとっては迷惑至極なエンザイであるよ

うに思われる。〃日本の有名松〃（1956）は，現にアカマ

ツの優良大径材のあるところをひろいあげてばいるが，

今日もその地方で紹介に値するすぐれた施業が行なわれ

ているとはいっていない。東京という大消費地を近くに

もった関東地方のアカマツ林に，いま優良大径材がほと

んど見られないとしても，それだけで関東マツを見放す

ことはいささか早計といえよう。

もともと，アカマツはスギとならんで天然分布の広い

樹種で，林弥栄氏（1952）によると，南は九州の屋久島

から北は青森県の下北郡まで広範囲に分布している。ま

た，垂直分布を承ると，海抜2.3mの低い所から長野県

南佐久郡川上村の約2,300mの高所まで出現している。

かつて，本多静六先生は，森林の取扱いが悪く，しだい

に荒廃してくると，アカマツが侵入して林地を占領する

例がしばしば馨られるところから，〃アカマツ亡国論〃

をとなえたのは有名な話である。じじつ，昭和32年度

の素材生産量を承ても，マツはスギを抜いて第’位をし

めている。（林業統計要覧1959）

そのうえ，近年アカマツがパルプ材として重要視され

るようになってから，アカマツの人工造林がさかんに行

なわれ，昭和32年度の民有林のそれは約22,000町歩

に達している。これほど重要なアヵマッ林の施業につい

て，人工植栽と天然更新の適否の判定とか，植栽本数，

あ為いは保育とくに除・間伐の基準など，まだまだ解決

をせまられている問題がたいへん多い。

たまた篭,筆者は農林水産技術会議の土地利用区分に
関する調査に従事した際，茨城県新治郡八郷町で，艇用

林としてきわめて集約に経営されているアヵマッ林のあ

ることをしったので，アカマツ林施業の参考までにその

概要を述べることとしたが，資料の引用を心よくゆるさ

れた林業試験場の調査担当の方之に厚くお礼申上げる。

至
砂
と

至
お
や
表

一

＝。

フ
主
の

第1図調査地

2．自然条件

イ．気候

茨城県は関東の北端に位置し，かろうじて表日本気候

の状態をたもっているが，そのうちで八郷町はやや特徴

のある冬季高温地帯となっている。柿岡の地磁気観測所

における気温および降水量は第2図のとおりである。冬

ー

ｰ

藍気
雲
■戸 混

蝿
熱
海

一
一

i
SO

2S ハ
ノ1
1

加
晦
加
芯 、
12345578310II-IZ~n

第2図気温と降水量（柿岡）

から春にかげて比較的高温で，ふつう小田原あたりまで

が限界とされ，東京地方で栽培のできないカンキツ類

が，写真Aに示すようにいきいきと育ち，冬の暖さを物簸者・林業試験場造林部造猟科長
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加藤：石岡地方（八郷町）のマツ林の施業

A・ブーツミカンの結実（小幡十三塚）

語っている。

戸．地形・地質

筑波山につらなる古生層および花崗岩からなる急斜の

晩壮年期の山地でかこまれ，獄地底憾新第三紀層，洪稜

層からなる台地，基盤岩の丘陵地および谷底平野からな

っている。これらの台地面，山麓緩斜面および山地内部

の緩斜面を厚さ3mに達する関東戸一ムがおおってお

り，地表から1rnぐらい下に厚さ1.5～50cmのカヌマ

土の層がある。

ハ．土壌

林地土壌の象について概略を述べる。山地の火山灰を

かぶらない古生層および花崗岩の急斜面では，華岩の風

化した褐色森林土が現われている。小面積ではあるが，

これらの地域の谷間に幟，その崩積物によるわりあい地

位の高いBEあるいはBD(w)の区域がみられる。斜面

の緩斜地，山麓,､台地および丘陵地のほとんどは火山灰

で厚くおおわれ，現われる大部分の土壌はBD(d)および

表層欠除土壌である。この表層欠除土壌は，ふつうわれ

われが使っているBA～BFの系列で現わす森林褐色土と

は全く別の系列に属する土壌型で，たまたま当地域に

現われているものは，生産力からいえば褐色森林土の

BD(d)に相当する黒色土である。

3．社会経済事情

八郷町は俗に山根盆地といわれ，旧柿岡町，小幡，園

部，葦穂恋瀬，瓦会，林，小桜村の8カ町村が合併し

たものである。旧町村はその地勢・産物などがよく似た

艇村であった。昭和30年の国勢調査によれば，総世帯

数の75％強が農業に従事している。平均耕作面積は旧

町村別に多少のちがいはあるが，9反乃至1町2反歩も

あり，中庸の経営規模をもっている。農業にくらべ商・

工業はとるにたりない。町の総面積153.5kmgのうち耕

地32％，林野54％，その他14％という榊成になって

いる。農林業における土地利用状況は第1表のと鮨りで

耕地のうち畑作の比率がかなりおおきい。地元での聞き

第1表旧町村別，農地及び林野面積（町歩）

旧町

村名

総数

小幡

園部

柿岡

小桜

林

芦穂

恋瀬

瓦会

耕地面積 ｜林野面讃

全面職

4,640

592

821

485

538

604

578

495

527

＝Uq

1条面職|=箪壼妻 内訳田畑比率％

国有林|公有林|私有林

1，7

3

※

3

2

4

田｜畑＝ー."､i

…'5"'6,70'’
498502!｣''.3
30.369.76901

46.753.82881
54.545.51,014

44．755．36441

獺
50．249．

49.8,50.

45．854．

※地磁気観測所敷地

取りから林野面積は農用林としてだいたい間にあってい

ると思われる。昭和31年度の畑の夏作総面積2,128町

歩のうち，タバコが340町歩もあり，甘藷の425町歩に

ついで第2位を占めている。こ､のタバコ作付面積の広い

ことが，後にのべるように当地方の山林経営につよい影

響をあたえている。

4．林野の概況

林野は一般に温帯南部の様相を呈していて，一部にカ

シ,シイ，シキミなど暖帯の常緑広葉樹をかなり混生し

ている。この地域の林地はその位置から大別して，平地

林と山地林の二つになる。前者は主として海抜100m以

下の関東1コームにおおわれた丘陵上ならびに山麓地帯に

あって，アカマツが最も多く，クヌギを主とする広菜樹

がこれにつぎ，スギ，ヒノキは少ない。アカマツ，広葉

樹に比しスギ，ヒノキの成長はよくない。この地域はす

べて民有林が占めている。（写真B)

B.丘陵帯のアカマツ人工林（小幡上青柳）

後者は花崗岩，斑穰岩，古生層などからなる山地の急

斜面にあって，褐色森林土が分布し，スギ，ヒノキなど

の良い造林地が承られる。国有林はこの地域の稜線部に

広がっている。
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加藤：石岡地方（八郷町）のマツ林の施業

第2表民有林の樹種別面積および蓄積（昭和29）

区
分

針葉樹 広葉樹’ 特
用
樹
林

竹 除 合
－

マ スヒモ

ノ

ツギキミ

コ｡諏罵遁菫:，『I
1，

502，

ザ
ッ 億｜
無

｜
》
《

小
計

ザU鴛

小 樹
林．林

計

劉,馳勇
1，

62，

ク
ヌ
ギ 地’

41

計

面積(町）

蓄職(石）

1，403

J39，714
5"161

22,871*
980,898石21,7421

（注）第1表と称野面稜が相進するのは蜜料の異なるによる。

5．民有林の経営の概要第3表民有林の人工植栽実行面積（町歩）

アカマツ林の施業についてお話しするまえに，民有林

の経営の全般についてしっておくことは，この地方のア

カマツ林施業の特質を理解するうえに役立つと考えられ

年度ｱｶﾏﾂｽギﾋﾉｷ拳ｸﾇギ 計
－

昭2〔カマツ林施業の特質を理解するうえに役立つと考えられIIH28
29

るので簡単に説明する。
30

イ．所有の規模
31

60町歩以上の所有者が2名ある他ほ，1町歩前後の
32

琳側所有者が大半で，平均して1所有者当り約2町3反一

歩である。森林所有者侭大部分が農家であるcしたがつれる例

5136

8042

3627

2231

2息20

11

13

21

27

22

６
丞
今
５
２
１

１

４
９
０
５
４

０
４
９
８
６

１
１

1

3

《
〕
》

歩である。森林所有者徳大部分が農家であるcしたがつれる例が多い。しかし，近年アカマツ材の値上りによる

て，かなりの耕地面積をもちながら，農閑期を利用して用材生産の有利さもあって，40年生く’らいまでの用材

森林の造成・経営にあたっている。林もかなり見られるようになった。更新ばアカマツの場

戸．樹種別面積および蓄積合天然更新が少なく，人工植栽が主流をなしている。ク

この町の森林は平地のアカマツ，クヌギ人工林と，山ヌギの新植は識りぎ象であるが，萠芽による更新はまだ

地のスギ，ヒノキ林および広葉樹の薪炭林とからなってかなり多い。

いる。その樹種別面稜および蓄蔵は第2表のとおりであ苗木は小規模ではあるが，おおむね町内の生産で間に

る。面積，蓄積のいずれをとつでも，アカマツが第1位あっている。アカマツその他の種子はもちろん地元産

をしめている。で，品種等にとくくつの毒臓は払われていない。

ハ．造林および保育幼令林に対する手入を，森林区の今期の指導目標とし

近年の造林実績は第3表のとおりである。アカマツをてかかげている。というのは，いままで農業のために，

主としスギ，ヒノキがこれについでおり，クヌギは漸減下草の採取や枝打，間伐などが行なわれていて，林木に

の傾向が染える。スギ，ヒノキの造林については特にの対する考慮はあまり払われていなかったからである。

くることはない。アカマツについては後にくわしく説明二．生産

するが，もともと，当地方のアカマツ林は用材生産を主儀近5カ年間の伐採届出数量ならびに許可数量を第4

目的としたものは少なく，大部分は薪材生産を目的とし表に示した。この表からアカマツ主伐材の相当量が燃材

て発展してきた。したがって，25年生ぐらいで伐採さに使われていることと，クヌギ生産量の多いことがわか

第4表民有林の伐採届出数澄と伐採許可数量（石）

ー

客

’
アカマツスギ｜ヒノキ｜モミクヌギザツ 計

年度
用 燃｜用｜燃｜鰯｜燃｜燃

一

伐採届出

’用用燃｜用燃｜用燃
数量

昭和28
29

30

31

32 訓篝
2,561

5，207
3,805

9，854

，4，1ち2

司
斗
４
斗
Ｉ
「
一
伐

鋼
刻
刻
討
到
呵
劉
一
可

772

596 。
I

6,8861

9,3111

11,207

15,075

8，048

114

670

600

88

480

６
６
８
２
０

８
６
７
６
０

８
２
０
７
８

Ｆ
，
９

１
２
４

許

262
3301

901

採

一
一
一

８
４
０

７
７
２

４
６
８

１
４

ﾛ

ﾛ

I､

数
昼
墨

’ ヨー目圭篝
2011,675

433

555

725

283，

28

29

30

31

32

７
４
．
９
０
１

４
７
１
５
９

８
８
８
９
２

＄
，
夕
ｐ
ｐ

６
４
２
７
１

８
８
０
５
３

２
８
５
５
１

３
２
４
２

ｊ

ｐ

ｌ
Ｌ

１
凸

2，254
3，224

4，071

5，361
811

10,7761

8，531

7，445

14，036
2，385

9541
80

150

”
”
お
お
”

８
６
つ
〕
３
３

７
７
９
，
？

６
７
４
５
２

一
一
一
一
一
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加藤：石岡地方（八郷町）のマツ林の施業

る。そのうえ，表に現われないアカマツ間伐材が多蛍に

燃材にむけられている。

アカマツ林の施業

以上，八郷町の位置，自然条件，民有林施業の概要な

どについて簡単に説明した。当地方の森林経営は，農業

と切り離して考えることのできないものであることがわ

かった。明永久次郎氏（1951）に従えば，典型的な艇村

林業といえよう。明永氏ものべているように，艇村林業

ほ艇家の営農の一藻として営まれる。まず農家の必需品

･…ここでは主として堆厩肥材料タバコ乾燥用燃材･…

の自給を目的として経営されている。当地方でも少数の

大面職所有者を除き，森林生産物の販売による収益を主

たる経営目標とばしていなかった。さきに所有規模のと

ころで述べたように，大部分が1町歩内外に小さく分散

所有されているので，平地林のほとんどを燃材の採取

と，採草および落葉の利用に適したアカマツおよびクヌ

ギ林にあてている。アカマツが多くスギ，ヒノキ林の少

ない第二の理由は，平地林の大部分がスギ，ヒノキの造

林に不適当な腐植の欠乏した関東戸一ムにおおわれてい

るためである。

イ．土壌

平地のアカマツ林の大部分は火山灰土壌の上にたって

いる。落葉，下草の採取がくり返し行なわれているため

落葉層，腐植層はほとんどないが，表層に相当厚い漸移

層があり,B層がかなり深く，一般に有効土層臓深い。

表土は比較的微砂，細砂の多いやわらかな土壌で，透水

性がおおきく，土性，理学性の面で特に欠点がない。ス

ギ，ヒノキに対してばともかく，アカマツに対してはか

なり好適な土壌といえる。

ロ．施業の概要

どちらかといえば，土壌がアカマツに適していること

と，農用林として価値の高いことからアカマツの造林が

さかんに行なわれたものと思われる。幼時から枝払いし

たり，抜き伐りしたものはすべて燃料として利用され，

やや成長して長さ21n強，末口3～4cmの細物がとれる

と稲掛け材腫，それより太い間伐材は燃料に使われる。

また，近年間伐材がペルプ原木として有利に処分される

など，あらゆる径級のものが完全に利用されるので,llu

当り10,000本をこす密植がしばしば染られ，ふつう

8,000本内外の植栽が行なわれる。一般にアカマツは天

然更新により成立したもののほう淡人工林よりも素性が

よい。これは根の発達がよいためもあるが，幼時に密生

しているため上長成長が誘発され，通直な幹を形成する

のが主因と考えられる。当地方のような密植は造林上か

らも望ましいものである，と一般に認められている。落

葉の採取，短伐期施業のくり返しで地力の低下をはやく

するおそれがあるが，写真に難られるクヌギとの交代は

地力の維持に役だっているように思われる。（写真C)

C.アカマツを25年で伐採した跡にク

ヌギを植えた。（小幡十三塚）

また，一部ではアカマツの伐期をたかめ,3,40年生

のころに11q当り400～500本内外まで強く疎開し，下

木にスギ，ヒノキを植え，二段林を造成しているものが

みられる。写真Dは園部地区で見た例であるが，上木の

アカマツは73年生で胸高直径40cm,桜塙25mに達

し，下層のスギ，ヒノキは約40年生で14.5mになっ

ている。これほど高令まで倒寺された林は少ないとして

D.アカマツ，スギ（ヒノキ）二段林

（岡部，真家）

も，主として燃材と落葉をとるために出発したアカマツ

林の経営が，第4表で明らかなとおり，用材も同時にえ

られるように工夫されてきたのが，八郷地方のアカマツ

林施業の現状である。

ハ．更新

当地方は全林にわたって徹底的な下草，落葉の採取が

行なわれる関係上，天然稚樹の保護がむつかしいことと

－1j5－
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加藤：石岡地方（八郷町）のマツ林の施業

以後，毎年間伐をくり返す。間伐木の選木にあたっては

被圧木とヌキ出た優勢木とを伐り，中購の大きさにそろ

える。第3図で明らかなように，立木本数と林令どの間

には一定の関係がない。このことは，林の経営が所有者

個をの利用状況によってかなり違っていることを物語っ

ている。農用林ほんらいの姿として，一定の型にはまっ

ていない。

アカマツ林施業の基準的な資料と考えられる岩手およ

び長野地方，ならびに調査地区の磐城地方の収獲表の2

等地の本数を，比較のため第3図に入れた。そのいずれ
吟

と比べても，25年生までは現存本数がいちぢるしく少な

い。当初の植付本数は多いのだから，マツが小さい時代

に燃料としてしばしば間伐されることを意味している。

伐期が低くかつたためほとんど植付け造林を行なってい

る苗木は地元で養成した床替苗を使い,hu当り8,000

本から10,000本に達する密植が行なわれる。有効土層

の深いことと，密植とが植付造林の支えになっている。

《
》
〃

E・コナラ伐採跡地のアカマツ造林地（6年生）

hα当8,500本，樹高3～4m(園部，真家）

二・保育

下刈・植付後5，6年間，林がウツペイするまで，艇

用資材をとるため十分すぎるぼどに行なわれる。こうし

て植栽苗木の競争物は完全に除去されるが，地力の立場

から募ればおおきなマイナスである。成林後も下草の採

取が連年行なわれることを注意しておきたい。

除・間伐・雑木を対照とした除伐は必要がない。植付

後6，7年たって完全にウツペイし，下枝が枯れはじめ

る前後に,枝払いと同時に植栽木のうちきわめて不良な
ものだけを軽く除伐する。第1回の間伐を10年生ぐら

いで行なう。15年生く．らいの時第2回の間伐を行ない，

F・アカマツ（17年生)hα当2,300本,115.7nf

平均樹高9.5m(小幡十三塚）

比較に使った三つの収稚表の初期本数はかなりちがって

いるが，3，40年生になると皿当り本数がほとんど等し

くなる。当地方の現実の本数もほぼ同じ位置に重なって

くる。このことは，アカマツの壮令期の適正本数は，幼

時の取扱いとはあまり関係なく狭い範囲内におちつくこ

とを暗示する。

枝打・植付後6，7年たって林がウツペイしてくると

第1回の枝打を地上から手のとどく範囲で行なう。この

時の樹高は3.4mであるから，樹高の1/2ぐらいの枝

打がなされるわけである。その後は，燃料の採取を目的

として，必要に応じて行なわれる。

成長量・〃磐城地方アカマツ林林分収狸表〃と比較し

て，胸高直径，樹高ならびにhu|当り蓄職と林令との関係

を第4，5，6図にそれぞれ示した。直径成長は，25年

生ごろまでは収狸表の1等地より上にかたまって現われ

る。これはさきに説明したように，間伐がはやめにしば

《
》

木・一盤城地方Ⅱ等地
。－･岩手地方

1
4-0”

ﾖ”0

20”

IOOC
！

林令1s202写3035 40

第5図アカマツhq当本数の収穫表との比較
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加藤：石岡地方（八郷町）のマツ林の施業
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第4図アカマツ胸高直径成長の磐城地方

収謹表との比較
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第6図アカマツhα当り材積成長量の磐城

地方収穫表との比較

した．この地方のアカマツ林は，近年用材生産を考えて

伐期が高くなってはいるが，もともと燃材をうることを

主目的とし，併せて唯厩肥生産の場として耕作農民によ

り短伐期の艇用林として経営されてきた。るる説明した

とおり，その利用ば徹底的で，ほとんど遣利をあ室すと

ころがない。造林の立場から眺めた林の施業も，密植あ

るいはしばしば行なわれる間伐が示すように，いつけん

集約に行なわれている。25年生ごろ童でのアカマツ林

は燃材をとるため強度に間伐され，当初の植付本数が多

かったにもかかわらず，その現存本数は比較した収淡表

の本数より少なくなっている。したがって胸高直径成長

はいちじるしく促進される。しかし，用材生産腫移行し

た30年生以後の林では，岩手，長野，碆城地方などの

収獲表の2等地の本数とほとんど同じになり，材稜成長

量もおおむね磐城地方の1，2等地の間に介在する。樹

高成長も同様であって，全般的にみて当地方のアカ･マツ

林の成長ばかなり良いといえよう。

幾用林としてきびしい略奪作業が行なわれているにも

かかわらず，意外に林の成長が悪くないのは，土壌の有

効土雇が深く，その土性，理学性にあまり欠陥のないこ

とと，意職したかしないかは明らかでないが，クヌギ林

との樹種交代が地力の維持，回復に役立っているためで

はなかろうか。

Ⅱiぢ

、

10

ざ

へ

林令251520 3o35“

第5図アカマツ樹高成長の磐城地方

収凌表との比較

しば行なわれ，現存本数が少いため，単木の肥大成長が

促進された結果である。35年から40年生になると，本

数の場合もそうであったが，1，2等地の線に近づいてく

る。樹高はバラツキがすぐなく，その大部分が1，2等

の間に介在し，全体としてあまり悪くない成長をしてい

る。材積は2，3等の間にあるものが多ぐ，そのうえバラ

ツキが大きい。これはさきに述べたように，経営のやり

方によって現存本数がたいへん違っているためである。

おわりに

以上，八郷地方のアカマツ民有林の施業について概観

－17－



文献をたよりにして，オーストラリアの気候区分と，日

本の気候区分の関係を調べ，ユーカリ属の種類のうち，

導入して，わが国において造林の可能性のあるものを求

めようとしたc

この調査は，1956年から始めたのであるが，その頃，

兵庫県下赤穂市付近のユーカリが成績が良いといわれて

いたが，現在は，その声を聞かない。また，和歌山県下

の御坊市付近の造林地は，過日の伊勢湾台風でどのよう

になったかがきがかりであるが，最近外国産樹種の導入

が特に盛んになってきたので，一応最後的取りまとめを

行なった。筆者のこの調査の方法が，直接，あるいは，

間接に何んらかの参考資料になれば幸いである。

この調査にあたって，特に筆者が御指導を得た方觜

は，ユーカリにういて御造詣の深い中央林木育種場長石
川健康技官，農林省林業試験場造林部長坂口勝美技宜

および，植生研究室長草下正夫技官である。また，最近

オーストラリアの留学から帰朝され，有用な助言と，貴

重な文献を筆者に与えられた厚田浩技官，この調査の製

図に，御協力された，小川経一技官，刺敬太技官の各位

に感謝しお礼を述べる。

2．調査方法

「日本のユーカリ」“'を重要な手がかりとして，わが

国の各地に既往庭園樹的管理のもとに植栽されているも

の，近時用材樹種として事業的に造林された主だった場

所を求めて，そこを中心として，‘"淡業気象災害調査資

料の，気温編，降雨量編，および全国気象表から，植栽

地また唯，ユーカリ生育地近くにて，気候が似ていると

思われるところから，吉良によって提案された(副‘‘》温量

指数確かさ，寒さ）と(8'乾湿指数を求めて，オースト

ラリアのそれと比較した。なお，わが国のユーカリ嘩

1表から）の北限と考えられる植栽地は全部網罹した。

3．日本のユーカリ属生育地の温避指数と

乾湿指数

植物の分布と祇算温度とのあいだには，きわめて密接

な関係があるといわれている。この現象はユーカリ属に

おいても同様で，健全に生育するのには，ある一定以上

の積算温度が必要である。童して，寒さに対して弱いと

いわれているユーカリ属はわが国の温度に対してきわめ

て鋭敏で，極限温度である場合が多b､と考えられる。そ

こで，稜算温度の比較に便利で，有効であると考えた温

量指数，および乾湿指数を求め，それを基礎にしてこの

調査を行なった。

第1表を見ると，暖かさの指数の最小は石川県金沢市

の109｡,最大は三重県木ノ本市の146．である。寒さ

の最小指数は，やはり金沢の-5.4.で，その他数カ所

がこれに準じている。乾湿指数の競大は，24で，これ

に近い指数を示す地方は，高知県窪川の24.9，福井県

ユーカリ導入の基礎調査

●~舎演1■~三一一＝…~写炉．｡『五一F更？_連星琶三了五．三宝＝＝

山 路木曽男
b●●●●■一

気候区分からふたユーカリ属の分布。

特に温量指数と乾湿指数による日本と

オーストラリアの比較

1．まえがき

ユーカリの造林ば，わが国では経験が少なかった。そ

れゆえ，一部の林業家も，ユーカリに興味を持つ事業家

も，一斉に1953年頃から55年にかけての，いわゆる

ユーカリ属導入のブームにのって，予想もしなかった組

織が生れ，日本の森林資源の窮状打開に，大きく，ユー

カリ樹造林の成果が期待された。

しかし，現在にいたって，ユーカリの造林はわが国で

は成育環境の点で，その可能性が乏しいという考えと，

和歌山県下御坊市付近のユーカリの造林地のように，取

り扱いの改善によって，その造林に成功のきざしがある

といわれているものもあるが，いずれも，短期間のユー

カリ育苗，あるいば，山地植栽の体験から論じられてい

る場合が多いので，その確固たる答えは，ここ当分得る

ことが困難なのが現状である。もちろん，－他の外国

産樹種の導入も同じなのだが－－未知のユーカリの導入

には多くの問題がある。その中でも，特に，ユーカリ属

が郷土においてどのような環境に生育分布し，また，そ

れが，わが国の気候のいかなる位霞に，関連しているか

を比較し，それらの個々の潔境因子を解明しながら，導

入にもつとも大切な，ユーカリ属の種類の適応性の判断

に，普遍的な考えをつかむがためこの調査を行なった。

ユーカリ属の郷土であるオーストラリアとユーカリを

導入せんとするわが国の環境のちがいを比べる場合，ま

ず熾初に考えられる調査資料は，入手し易い気温，降雨

鐙である。しかし，これとても決して完全なる全ての，

外国産樹種の導入の基調であるわけではないのだが，そ

の比較においてユーカリ属の適応性の考察の大局的な判

断に，意味を加えることができよう。

たまたま，過去，日本に導入され現在局部的に少数で

あるが生育しているユーカリの種類が，オーストラリア

においても，その分布している地帯が，わが国の南部地

帯にほぼ似かよった気温地帯にあたることを知ったので

‐

一
』

I

蕊者・林業試験場植生研究室
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山路：ユーカ‘リ導入の基礎調査

第1表日本のユーカリ生育地の*温度指数と雛混信数「日本のユーカリ」（1954）から
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(注） 町村の合併で地名に変更のある場合もある。

＊温麹旨数とは，一年のうち月平均気温5cC以上の月の承を選び．それぞれの月平均気温から5．Cを減じた価を総計した
もので，これを温量指数の暖かさの指数という。温量指数の寒さの指数というのは，月平均気温5°C以下の月について．
月平均気温と5°Cとのひらきを合計する。この場合マイナスの符号をつける。
＊乾湿指数とは，乾湿指数をKD温遼指数をT｡年平均降水避をPとすれば，

画が0｡~』00°の場合:K=弓壺『

′rが'00｡~200.の場合:K=惹論
敦賀市24.6，金沢が24．3であって，鰻小は瀬戸内海の暖かさの指数と比較して承ると，第1図のようであ
の沿岸地帯の岡山県岡山市8.5，広島県広島市8．3と群り，二重の大丸は，後で述べるが，和歌山県御坊市であ
馬県藤岡の8．9であ:る･これらのユーカリ生産地を日本る。いずれも，暖かさの指数が100|。以上のところに生
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山路：ユーカリ導入の基礎調査 一

－

青しており，寒さの指数（第2図）は－5。の付近以上
のところに位置する。

4．ユーカリ属の分布からみた日本と

オーストラリアとの温量指数およ

び乾湿指数の比較

ユーカリ属の郷土であるオーストラリアでは，熱帯よ

り亜熱帯，温帯にいたる南北に分布し，（第3図参照）

数百種類が，それぞれの気候に応じて生育しているとい

われている｡筆者ほわが国におけるユーカリの生育地の
温量指数と乾湿指数を，オーストラリアのそれと比較し
た。第3図の分布図のなかから，ユーカリ樹密集林帯，

o,"f330)

雪疎開妹

二密柴汰
《
』

第3図オーストラリアにおけるユーカリ属の分布図-今LI80

第1図日本の暖かさの指数（吉良原図）と
ユーカリの生育場所

（吉良原図）

○
一
ロ２
－－－

ーq■■

一
一

一

faOo－－■■一一
，－－1■■

一

＝

ワ

第4図オーストラリアにおける温量指数の分布図

あるいば，その疎開林との涌鎧指数は，（第4図参照）

NewSuthWaiesのタスマン海の沿岸蠅滞東経140。か

ら155P,南緯30｡から40.地帯の温量指数100。から140｡

の区分と，それより北部にあたるQueensland地帯の南

太平祥の沿岸地帯にいたる，温量指数140．から180.，

最高240･の亜熱帯から熱帯地帯を含める2つの区分に

別けてみた。わが国においては前に述べたように，ユー

カリ生育地の温蛍指数をオーストラリアの区分にあては

めた場合，第1の区分が日本の南部地帯にほぼ似た温蛍

指数の地帯に属しているといえよう。吉良はこれらの温

量的気候帯のうち日本を北部暖帯，オーストラリアを南

部暖帯と呼んでいる。

。’

第2図日本の寒さの指数佶良原図）と
ユーカリの生育場所
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山路：ユーカリ導入の基礎調査

次に乾湿指数であるが，オース1､ラリアでばユーカリ

属の分布に雨量が，わが国とちがって，大きな制限因子

と考えられる。砂漠地帯からユーカリの疎開林，密集林

へと雨麓の状態は明らかにそのことを示している。蟻

5図参照）これを日本の乾湿指数にあてはめると，比較

良原図）

ヴ
第7図E.:robustaの分布(ForestTrees

ofAustr21i2より）彗
一

0

唾扉。

第5図オートラリアにおける乾湿指数の分布

的に寡雨地帯といわれている瀬戸内海沿岸地帯でも10.0

前後であることから，オーストラリアに比べて雨量がき

わめて多いことが特徴である。

筆者は第1表から，この調査の目的であるユーカリ属

が過去わが国に導入されて，10数年以上生育している

ものE・globulus(15カ所),E・robusta(4カ所),

E.viminalis(1カ所),E.rostrata(1カ所),(その

他は種類不明22カ所）が，オーストラリアにおける分

布がいか躍る温量指数の蝿滞にあるかを調べたところ，

（第6図へ第9図参照）これらのうち3種類は，オース

トラリアにおいても，温騒指数が100．前後からぼぽ

140．地帯にあたる第1区分に分布していることに大き

な興味をもった。なかでも,E・globulusはオーストラ

リアにおいて，主とした分布がタスマニア島にあること

ば，温避指数の点からふるとオーストラリアにおいても

轍
第8図E.viTninnligの分布(ForestTrees

ofAustraliaより）

■

一

gO

ロ
第9図E.rostrataの分布(ForestTrees

ofAustr21"より）

最も寒い地帯にあたるところで，雨量も西岸で25001nm

東岸では500mmであることから，乾燥地域は存在しな

い。E・globulusがわが国に導入され，すでに多くの場

所で聖青している理由がほぼ理解できる。

ヴ
第6図E.gl,,)blll'1Rの分布(ForestTrees

ofAustraliaより）
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山路：ユーカリ導入の基礎調査

他のE.rostrataiX,100'｡から280°の熱帯にいた

る広い地帯に分布していることから，この種類の適応性

が，きわめて広範囲のものであることが判った。

そこで鑑昔は，オーストラリアにおいて，第1気候区

に分布しているものが，比較的に耐寒性があるのではな

かろうかと考えて，前記4種類のほか，この地帯に分布

している主なものを求珍たところE.goniocalyx,E.

dalrympleana,E･gigantea,E･dives,E･longifolia,

Ebblakelyi,E・ovata,E・siberiana,E・polyanthe-

mos,E.macrorrhynCha,E・obliqua,E.fastigata,

E・regnanS,E.pauciaora,E.robertsoni,E・Coc-

cifera,E.paniculata等であり，この中ではすでに導

入され試験の経過を承ているものがある。中でも，筆者

等がてがけたものの中に,E.goniocalyx(第10図参照）

の近似種である,E・nitensは現在，東京，農林省林業

試験場においては，寒さによる秘書も少なく坐宵してお

‘り,E.dalrympleana(第11図参照）は過日の台風で

E.gunn通は林野庁の“'現地適応試験の実施以来5年間

にわたるユーカリ属の導入の各種類の経過から，耐寒性

が優れていることが証明されている。この他，北アフリ

カにあるE.viminalisとE・globulusの交雑種ではな

いかといわれているE.antipOlitensis等も導入検討す

べきものの一つであろう。

5．和歌山県下御坊市付近のユーカリ

の温畳指数と乾湿指数

現在,和歌山県下御坊市付近のユーカリ(E.globulus)

が成絞がよいと聞いている。筆者ほその成功の原因を，

温量指数と乾湿指数から調べてゑた。御坊市付近の気候

は，亜熱帯性植物であるアカウの自生の北限がこれを示

しているように気候は温暖である。その所在地は和歌山

市と潮ノ岬との中間にあたる，全国気象表から御坊市の

平均温度，最低温度，温過:指数，乾湿指数を求め，いま

まで，山地植栽で成織がよいと一時いわれた兵庫県下赤

穂市のそれと比較して承たところ，御坊市と赤穂市とで

は年平均温度が等しいが，最低温度ば赤穂が低く，また

温鐙指数のうち，寒さの指数ほ似かよっているが，暖か

さにおいては，御坊市が優れている。御坊市は赤穂市に

比べて総体的に気温が高く，雨量が多いといえる。御坊

市のユーカリ造林の成功は，熱心なる造林家の努力に，

プラスして，気温条件が有利な点であるといえる。

第2表御坊と赤穂との気温の比較

一
ｈ

倒れたが対寒性はあった。この種類の近似種である。
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御坊

東京

11．1

19.2

13．2

125

136

118
け 一

第10図E.goniocalyxの分布(EorestTrees
ofAustraliaより） 備考東京は参考のため。

6．むすび

ユーカリ属のわが国への導入にあたって，ユーカリが

生育している事実を根拠とし,既住に我が国に植えられ，

現在生育している所在地を主に「日本のユーカリ」“'を

参考として求め，その地方の気候条件を温盈指数と乾湿

指数で標示し，それをユーカリの種類の適応性を把握す

る手段にもちい，ユーカリ属の郷土であるオーストラリ

アの分布地帯の気候区分と比較した。

一般に北温帯植物朧寒暖のはなはだしい土地に適応生

活し得る特性を有しいるが，南半球のものを北半球に移

植するには，よほど温暖の場所でないかぎり生育が難し

いものと考えられているので，ユーカリ属の郷土である

オーストラリアと日本の気候を比較したところ，わが国

に過去に導入されて現在生育しているものは，温量指数

４》
』

0
0

回

第11図E.dalrympleanaの分布(Forest
TreesofAustraliaより).
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山路：ユーカリ導入の基礎調査

の点から承ると，その種類がオーストラリアに分布して

いる地帯の温量指数にほぼ似ていることが判った。もち

ろん，これらの指数が，ユーカリ樹の導入の可否を決定

する全ての基準であるとはいえないが，もし，ユーカリ

をわが国に導入しようとする場合，どの程度の温度の範

囲，特に寒さの条件を考えなければならぬか，その手が

かりの参考資料としてこの調査を行なった。

いままで述べて来た要旨は次の通りである。

1．わが国に諸いてユーカリがすでに生育しつつある

場所から，その生育地に近い観測地の資料をもって，温

赴指数を調べた。暖かさの指数は三重県木ノ本市の146°

から石川県金沢市の109。で，わが国の生育に直接の障

害となっている寒さの般小指数は，やはり金沢の-5.4.

である。

2．乾湿指数は広島県広島市の8．5から高知県窪川の

24.9である。すなわち，オーストラリアのユーカリ属

分布地帯3.0から7．0の乾湿指数に比べると，そうとう

日本は雨量が多い。

3．わが国では，温撤指数が100.から140.の前後に

生育していることが判った|,E.globulus,E.robusta,

E.viminzlligはオーストラリアにおいても温量指数が

100｡～140．地帯にほぼ分布しておりE.globulus,は

主とする分布がタスマニア島である。E・rostorataは

100.から280．にわたる広範囲に分布している。

4．ユーカリの造林が現在成功している和歌山県御坊

市付近と，以前注目された，兵庫県赤穂市付近の気候を

温量指数と乾湿指数とで比べると,前者が,暖かさの指数

において優れていることと，雨量が多いことが判った。

5．わが国における主なユーカリ属の生育の制限因子

は，オーストラリアの降雨量と異なって，気温，特に寒

さが制限因子であるに考えられ，既住に導入されたユー

カリの種類のE.globuluS,E.viminalis等の導入に

は，温造指数が100。以上で，寒さの指数が-5.4'.以

内で生育した事実が判ったが，寒害の安全性を考え，寒

さの指数0以上の地帯を選ぶことが望まれる。

6．わが国の南部の温瞳指数と似ている地帯にあたる

オーストラリアの温量指数100｡～140°の地帯に分布し

ている主な種類は，前記4種類の他に,E.goniocalyx,

E.dalrympleana等があり，前者の近似種である,E.

nitensは耐寒性があり,E・dalrympleanaの近似種で

ある,E.gunniiは過去5年間の林野庁現地適応試験の

結果から，寒さに対して抵抗性があることが証明されて

いる。
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注1．植栽現地はいずれも水田を埋立てた用飽で深さ50cm
～1m位までほいわゆる瓦礁，赤土等の盛土で顕わ
れている。

2いずれも基肥として1本当り鶏糞4009,堆肥4kg
を投入した。

ただ，このように生長のきわめて旺盛なポプラもスギ

ヒノキ造林と同じような取扱いで山地植栽をしてはその

特性を十分発揮さすことは難かしいという難点がある。

一部の識者の間では日本での改良ポプラ造林の発展はそ
れほど期待出来ないので妹ないかといわれているのも，

その植栽適地が，農耕用地等平坦または緩斜地の栽培植

物と競合するからに他ならない。紙パルプマツチ等の民
間会社が原材料として改良ポプラに大いに期待を嵜せな

がら，養苗増殖は出来ても，事業的普及植栽の段階にお

いてこの障害につき当って居るのが現状で，目下各社そ
れぞれその打開策を見出してポプラの普及植栽に努力を
しているのである。

東海地方のポプラ栽培現地の状況について

王子製紙春日井工場ではさきに猪熊教授より分譲され
た4本のイタリヤポプヲの挿穂を基にして，昭和30年
以来鋭意増殖に努め，32年春より新設の林木育種研究
所亀山育種場が増殖の大部分を引継いで約3,000本の挿

付を行ない34年春には1万数千本の成苗を得るに至っ

た。そこでポプラ栽培の普及を促進するため，同年1月
早盈中.日本ポプラ栽培協会を創設した。同協会は愛知，
三重，岐阜東海3県を中心にポプラの普及栽培事業を行

なうのであるが，普及の重点をまず戦後急激に発達した

開拓艇地周辺に着目し，その遊休閑地，あるいは畑，艇

通，用水路，屋敷等の外周に，列状植栽式の適地を求め

ることにした。幸い亀山育種場が旧陸軍飛行場跡の開拓

地の一角に設立された関係上，開拓農協の全面的協力を

仰ぐ．ことが出来たので事業は予期以上の進展を見た。

先ず1月下旬に育種場においてポプラの現地説明会を
開催し,各関係農協,県林務課等より代表者の参集を願っ
たのであるがその結果，栽培希望申込者が殺到し三重県
のみで手持苗木に不足を来す状態となり，愛知県分につ
いては東北パルプより成苗を譲り受け漸く需要に応じた

のである｡各地区毎の植栽本数内訳は次表の通りである。
誤プラ植栽内訳表（34．3植栽）

ポプラ栽培事業の

発展と東海地方の

ポプラ普及の

現況について

－和田克之

ポプラの生長と栽培普及について

イタリヤ系改良ポプラを東京大学の猪熊教授がわが国

に紹介されてからまだ数年しかたたないが，いわゆるイ

タリヤポプラを中心とする改良ポプラの養成と普及は連

年急角度の上昇綴を描いて進展して来ているように思わ

れる。特に紙パルプ，マッチ等の業界を中心とする改良

ポプラの養成状況嘘鱸プラ懇話会の機関誌〃ポプラ〃等

に逐次報告されているが，〃ポプラ〃NO．5によれば紙

パ業界の承で34年春の改良ポプラの養苗数ば約391,000

本，山出本数ば108,000本に及んでおり，誠に目覚しい

ものがある。

改良ポプラ特にイタリヤポプヲの苗畑での生長は適当
な管理をすれば，1年に3～4mも伸びることは確実で

すでに各方面において実証されている。また王子製級の

春日井工場構内に昭和30年及び31年の春に摂苗を植栽
したイクリヤポプラは昨34年秋までにそれぞれ次表の

ような生長ぶりを示しており現在までのところ，本場の

イタリヤの生長状況と比鮫して少しも損色はないようで

10年で胸高直径1尺になることも割合容易に達成出来

るものではないかと思われる。なお春日井地区は未曾有

の伊勢湾台風をまともに受けた区域であるにもかかわら

ず1本の折損木も生じなかったという事実は改良ポプラ

の普及に当りきわめて有意義なことであった。

1．昭和30年3月植栽分（昭和34年10月現在）

《
湾

0

I

一
己
一
〕

品種番号|本数|樹高
－－－､-~~－1m
214111．1

455110．6

154110．4

|胸商直経|根本直径|備考
CInCn1

19．2128.8

15．8121．3

14．9，21､2

重県｜愛緬県一’ 岐阜，長野県
一
一
一

2．昭和31年3月植栽分（34年10月現在） ~霊tl地区 別|本数|地区別
市320識農太田
市43o恵那市
手200千代村
郡300
村1201

本数

400

50

50

地区別

伊賀地区
布引山系
北勢地区

鱗
中
松
志
区

|’

’

市
市
手
郡
村

一
議
雛！

５
５
２
７
５

９
３
８
７
７

２
５
２

戸
Ｌ
ｐ
Ｐ
知
、
言
Ｌ
Ｆ
Ｌ
・
守
０
Ｊ 日 進村
鴨海町
木曾川
殖林組合
下原栽培
組合

’
715

1,500

摩方面地 110

1,1851
－

|500|4,7701計 12，750
箪者・王子製紙工業株式会社林木菅菰研究所亀山育菰場
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業原材料として益北旺盛な需要に応ずるため，木材とい
う栽培植物の生産が逆に，いわゆる農業生産の地域に童
で次第に侵出して行くすうせいになって行くであろう現

､

実を考究するならば，短伐期栽培林業の一方の旗頭とし
て注目されているポプラ造林は手放『しの楽観は許されな
いとしても夢も叉大きいのでばないだろうか。

植栽に当っては苗木は栽培者に無償交付し’肥料，農

薬等の補助を行ないつつ栽培を依托し’12年後に時価で
質上げるよう栽培契約を結ぶのであるがその際，手数料

（苗木代に相当するもの）として時価の3％を徴収する
ことにしている。栽培現地の状況は津近辺の海岸に近い

平坦な農耕地から’標高数100mに及ぶ布引山系の開拓
地に至るまで立地条件はさまざまであるが，植栽予定地

は予め協会職員や工場山林部，亀山育種場の関係者によ

り，それぞれ現地調査が行なわれて一応栽培適地として

認定した箇所に植栽されている｡なお昨秋各栽培単位組

合にアソケートを行ない被害状況を報告して貰ったが，
その結果は（一部未報告分を除く）次表の通りである。

争

鋸

鯵喜
稲鐵

鰻

栽培

本数

毛

■一一一

｜ 柚 死

|W語蒔擢驚薩需iその他|計
－

515

7．8

36

0．6 ｜､鰯
13724

0．2111.1

本
％
０
０
３
０
５
１

ｅ６

１三重
160

2．5 I

I’
30

3．5

190

2．61

愛'鰯｜知
合7,395本

計100％

開拓挫道沿いのポプラ植栽
(鈴鹿地方の開拓地）（34.10）

｜
》
》

本
％
２
３

つ
Ｄ
Ｂ
４
●

７
２８

153

17.7

877

11．9

40

4．6

53

0．7

｜
副

ｌ
Ｐ
ａ
Ｐ
Ｄ

〆
門
凹
●

18

2．1

65

7．5
I

’
１
１

鐸

証遡｡";|:2｡Wr;l｡6:!
（注）風水害によ為枯死本数は34年度の7号及び15号
（伊勢湾台風）台風による被害である。

植栽後の生長状況は一夏の経過だけであるが地域によ

り，また同一地域でりま植栽箇所によりかなりの優劣が生
じている。すなわち30cm程度しか伸長していない所か

ら2xn近く伸長した箇所もあり，太さも植付当初と余り

変らない親指大のものからすでに胸高直径5cmに達し

た箇所まであることは植付後の管理の良否と土壌の肥沃
度の関係による影響がきわめて大きいようである。35年

春の植栽分については昨年末までに，三重県の現地調査

を終了し’植栽本数の決定した分嫁愛知県20,912本，三
重県18,855本，岐阜県5,210本，その他500本，合計

45,477本である。一部でば伐期にはパルプ業者が安く

買いたたくのでばないかとの不安もあるが，ポプラはパ

ルプ以外にも用途は広く，パルプ原木は今後益を逼迫の

度を加えていくであろうし，綴パルプ各社共ポプラの養
成に着目しているのであるから，その懸念は少ないもの

と思われる。

結び

ポプラ造林の今後の進展の度合は我国の農業及び林業

行政の打出される方針により左右されることはもちろん

であるが，戦後幾地開放政策によって山へ山へと追い上

げられた林業が農産物の世界的な生産過剰の傾向に対し

林産物の供給不足特に木材化学工業の発達による各種工

I

二区

森林と苗畑の境に植えられたポプラ
（伊郵也方の開拓地）（34．6）

騒職

高原の採草地に植えられたポプラ
（布引山系の開拓地）（34．6）
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て，点々と枯れ木が立っています。この病原菌が日

本からはいったということになっていますので，お前

のナカマのシワザだとよくからかわれました。クリ

が枯れてあいたアナにはいろいろな広葉樹が侵

入じています。このあたりの針葉樹ばツガ（乃噌α

“"α‘I@wsiS)ですがまとまったものは見ませんでし

た。また沢ぞいにおおく見うけたようです。このあ

たりは林業的にはたいしたことはありません。下

の催うにはリギダマツ(P""γ淳吻やストロー

ブマツ(H"ssかり》"s)の天然生や造林地もいく

らか見られます。これにつづくアバラチヤの山すそ

"Piedmontとよばれ，北のほうと上のほうは

Shortleaf-virginiapine-hardwoodstypeとよばれて，

シ冨一トリーブマツ(P"#s"吻疏"α）やヴジーニアマ

"(Hitws抄力宮魏""ののマツ林とおおくの種類の

ナラ類やハンテンボク(Lかjb"yz曲切z趣J鯉fを”アメ

リカフウ(Li"itiz"z"1･s〃γ@zc城ｲα）などの広葉桟淋で

炎どちらのマツも造林されることはほとんどあり

ません。Piedmontの下のほうと平地の下のほうの

林は1oblol1ypinehardwoodstypeとよばれて，テー

ダマツ(1oblollypine,PiW"Si"")を主とするマツ林

とじつに多くの濯顔のナラ類やハンテンボクア

メリカフウなどの広葉樹の林がおもです｡Piedmont

のなだらかな丘陵地帯のマツ林では小高い所には

ショートリーフマツがあり，平地ではシ三一トリーフ

マツは見られず，海岸にちかづくにつれて広葉樹林が

多くなる感じです。海岸に近い低湿地にはPondpine

(P""ss"o"〃α）が見られます。このマツは林業的
にはたいしたことはないんですがヤマカジのアトに

もキリカプからもよく芽をふきます。またところ

どころとくに海よりにはスラッシニマツ(P”ｲs

e"i0j〃var､gI"ひ”の林も見られます。このあたり
のテーダマツの林のおおくはもと畑（とくにワ

タ畑）だった所がいろいろな理由（とくに土壌の流

亡による地力の低下）のために作付をやめたあとに

はえたものだそうで，30年生く・らいの林のなかに

ワタ畑のウネのアl､がはっきりと承とめられるの

をしばしば見ることができました（写真1)。海

岸よりの低湿地帯では水田のアI､にできたテーダ

マツの林もかなりあり，林のなかに水路のアトな
どがのこっています。このようなところではテーダ

マツの生長はすばらしく，50年でタカサが100

フィートになるのもめずらしくないようです。作付を
やめた畑の状態では広葉樹との競争がほとんどな

いのでマツ類がたやすく侵入してマツ林になり

ますが，ひとたびマツ林になると広葉樹の下木が

はいってしまい，マツをきっても広葉掛林になってし

アメリカの東南部の－

森林と造林一
J

0

サトータイシチロ 一

アメリカの林業については，これまでいろいろな

人たちが見に行かれ，そのミヤケバナシがいろい

ろなところに出ています。私があるいたところでも

まえに行かれたかたがたのウワサバナシをしばしば

ききました。したがって2番センジのようなハナシ

しかかけそうもありません。これをよまれるかたも，

〃またアメリカか〃といった印象をもたれるので

はないかとおそれいります。しかし，ある大先輩が

もうひとりの大先輩にどこかを見に行かないかとさ

そわれたときに，そこには行ったことがあると答えた

ら，あなたは石を見に行くのですかとひやかされ

たというハナジをきいたことがありますから，私

の見たこともすこしはちがっているかもしれませ
ん。

私はおよそ1年米国にいたわけですが，そのあい

だほとんど植物学の研究室で樹木生活の研究

をしてすごしましたので，じつをいうとながくいた

わりにはあまり林をふていません。そのかわりい

ろいろな人とゆっくり話したり，あるいは学会に

出たりして見聞を賭ぎなうことができました。なに

しろひろい国なので地方によって林のスガタも

林業のヤリカタもちがっているので，カケアシで見

てあるいた所のハナジはやめにして，私のいたい

わゆる南部の東のほうの森林と造林について見

たりきいたりしたままを書いて象霞しよう。州のナ

マエでいえば南北カロライナ，ヴァジーニァ，ジ認一

ジアとフロリダの北のぼうになります。

このあたりの森林もや朧り絲度や海抜高によっ

て帯状にかわっていきますし，地形によってもち

がいます。アパラチヤ山脈の高い所にはモミ(A6ies

/う℃s"i)やトウヒ唾c〃”ｲﾙ"s)がありますが，その

下のほうはOak-hibkorytypeとよばれる広葉樹林

がつづいています｡森林理水のほうで有名なCOweeta

の試験地臓このような林のなかにあって，伐採やそ

のどのトリアツカイの流出趣におよぼす影響をしら

べています。このあたりでおこっているおもしろい

現象はクリ(Casfa権α此"#α”がクリの胴枯病

(ChestnutbligI"のためにほとんど枯れてしまつ

儘
一

1

《
』
『

篭者・東京大学動教授
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写真1．畑のあとのテーダマツ林(北カロライナ中部〕

まんなかの木ばPIusueeとしてえらばれた

もの，テーダマツもよく見ると重がってい

ます。

まいます。まったく鐙なじ事情が北のほうのニニ

イングランドのスト蔭一ブマツ林についても見られ

ました。あとでのべるように，広葉樹をおさえることは

造林のおおきなシゴトになっており,Kramer教授を

中心としたテーダマツと広葉樹の競争に関する

生態学的な研究の背景にもなっているわけです｡テ

ーダマツ林の下木にはエンピツピャクジン(Ji"-

'"Js秒潅”α認のも承られます。

南のほうの平地は1ongleaf-slashpineahardwoods

"peとよばれ，ダイオウショウ（1OngleafPine,Pj7雌S

力αﾙｲs尚'is)やスラッシュマツのマツ林と広葉樹林

がみられます。ダイオウショウとスラッシニマツの

関係は，小高い所にダイオウショウが多いようで，

もとはもつとダイオウショウがおおかったそうで

す。ダイオウシ室ウは幼時に火に対してつよいので

野火やヤマカジのおおかった時代にはダイオウシ

ョウがもっとお鐙かつたが，ちかごろいろいろな

努力によって火事がへったのでスラッシュマツの

しめる部分がふえているということをきき菫し

た。スラッシュマツの地帯ではパルメトというシュ

ロの類が地表植物として造林のジャマモノになっ

ています。（写真2）

以上のほか低湿地にほbottoml2Tldahardwoods

typeといわれる広葉樹林が見られます（写真3)。と

くに低い水のたまつところには根ぎわのふくれた

tupelo("sSaZg""")の純林やラクウショウ

（冗和”"〃〃3雄〃測郷）の林も見られます。ラクウシ

写真2．28年生スラツシユマツ天然林（ジョージア南
部）

下にはえているのはバルメト春手前の木

からはマツヤニをとっている。

写真3.Bonoml2na-hardwoodstype(南カロライナ
東部）

豆ウは沼のプチ河のヨドミ水たまりなどにも見ら

れ，枝にぶらさがっているサルオガセを大きくしたよ

うなスパニッシュモスとよばれるパイナップル科の

櫨吻とともに南部の特異な景観をつくっていま

す。歌でなだかいスワニー河のよどんだ所にもみ

うけられました。ラクウショウはマツ林の中の低地に

もはえていて，ヤマカジのアトなどにも点,堵とのこ

っているのが承うけられます。ラクウシ雲ウの材を

このむ人はおおいが造林はほとんどされていない

ようです。広葉樹のなかにまじってsprucepine
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(H""sg"6》のが見られますが，まとまったものは

ないようです。加工上の性質はきわめてよく，生長も

わるくないが，機埋はあまり感心しません。海岸ぞ

いや内陸の砂丘にはscruboakとよばれている

生長のわるいナラ類のあらい林があります。

これまでいろいろな木のナマエが出てきました

が造林の対象となっているものはほとんどマツ類

瀝かぎられ，それもsouthernpinesとよばれている

ダイオウショウ，スラッシュマツ，ショートリーフマツ

にかぎられているようです。そのうちダイオウショ

ウば土地に対する要求はすぐなく,southernfusi-

formrustというテーダマツやスラッシニマツをおか

すコプ病にもきわめてつよく，幹はもっともまっす

ぐで形もいいし，のびはじめてからの生長もわる

くはないのですが，幼時の生長がわるいというより

も，むしろ蓑つたくのびないgrassstageとよばれる

嘩期がありこれが数年、ときには25年もつづくと

いうおおきな欠点があり，したがって生長がそろわな

いので，これが解決さｵ1ないと造林はむずかしいよ

うです。この時期には長い葉だけが地面からは

えているようで，ちょうど禾本科の草のように承

え霞す（写真4)。この時期Iこはいろいろな害に対す

ほうでばスラッシュマツということになります。こ

れら4種のマツの造林についてばCHILIPWAKELEY

の@@PlantingthesouthernPmes''(233P.1954.,u.

s.Dept,Agr.AgricultureMonograPhsl8.$2.75)

という本にくわしく書いてあります。

この地方の造林の歴史はあたらしく，1920年代

まではおおがかりな造林はほとんどおこなわれ

ず，1930年代の後半に造林がさかんになり，第2

次大戦以後はますますさかんになっているようで

す。利用価値の低い森林をマツ林にかえるだけでな

く，農地の一部も造林されています。この地方はあ

たたかく生育期間もながく，この国としては雨もお

おいので，林木の生長はさかんですから造林投資に

有利であり，あそんでいる土地もおおいので，紙パル

プ関係の会社もさかんに造林をしていますし，工

場もふえています。造林は平野地帯でおおくおこな

われているようです。造林の方法は母樹法による天

然更新，ジカマキ，植付がおもなもののようですが，

Piedmontの丘陵蝿滞にあるHitchiti試験林では

アメリカでいう傘伐や択伐をテーダマツについて

試験していました。このぱあいの傘伐ほ母樹を1エ

ーカーあたり40本ぐらいのこす方法，択伐は5年

ごとに大材生産のぱあいは胸高18インチ上，中く．

らいの材の生産には14インチ上のものをとるといっ

たヤ.リカタです。また海岸地帯のSzmtee試験林

でもテーダマツを天然更新によって異令林にゑち

びく試験をおこなっていました。

造林はそのまえの林の状態によってそのヤリカ

タがいくらかちがっていますので，いくつかのお

一

二

1

一
．
《
団

、

一

写真4．ダイオウシヨウのRiassstage

る抵抗性はつよいようです。これについてば数人

の人が植物生理の立場から研究をつづけています。

またシ重一トリーフマツも土地に対する要求はすぐ

なく，ポウガする性質がありますが，生長はおそく，ま

たPiedmont地方などではlittleleaf"seaseに

かかりやすいという欠点があります。それでおもに

造林されているのは北のほうではテーダマツ南の 写真5．伐採まえに火入れをしたテーダマツ穂
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もな型についてのべましょう。マツ林を更新するぱ

あいにはすくなくとも伐採の数年まえからしば

しば火入れをおこないます（写真5)。火入れは

林内の樹木をたやすためで，それをおこなわずに上

木をきると林内の樹木がのびはじめて広葉樹林

になってしまうし，繊木をきってもすぐに芽をふき童

すので火入れによって新木をたやすのです。ただ

し火入は平地だけで鮪こなわれます。火入だけでは

十分でないときには2.4.5-Tのような薬をまきま

す。火入れにまけないようなおおきな木のばあいに

はマキガヲシ（そのためのキカイがあります）をす

るか,2.4.5-Tやアメイトのようなクスリの注入を

おこなっています（クスリを注入するキカイもありま

す)。きったあとにも利用できない立木末木枝の

たぐいをやきはらい,DiSkをかけてたがやして

ジゴシラエをします。このさい重いトラクタがはいる

ので土の物理性にどんな影響があるかを試験して

いました。こうすることによって更新後の新草や

雑木の発生をおさえるわけです。マツ林の更新は

母桧怯による天然下種更新か人工造林がおこなわ

れます。母樹法は1エーカーあたり8本く・らいの

母樹をのこしておこなっているようで，たがやすと

よく更新しますが，そのままではよくないばあいがあ

ります。もとは母樹法による天然更新がおおかっ

たがそれでは時間がかかるので，短伐期の林業で

は時間が璽要な要素だから植付造林にきりかえ

ているとあるパルプ会社の人がいっていました．

母樹はむろん形質のいいのをのこしています嗣

植付はキカイをつかうばあいもあれば手植もおこ

なわれます。手植をパルプ会社の造林地で見ま

したが，ツキグワのようなものをつかったヒトクワウ

エをしていました。テーダマツやスラッシュマツ

の苗は直根が大きくて側根がすぐないからでしょ

う。苗はよくそろった大きな良い苗で，シンクイ

ムシをふせぐためにアルドリンの溶液に地上部を

つけ，根はド画ミズにつけてから，ヒバサミのような

もので直根のサキをはさんでウエアナにさしこん

でいました。直根をまげないためでしょう。直根をおり

まげて輪ゴムでとめて植えたという試験地を見

せられましたが，植付後数年ではまだわるい影響

はみられませんでした。槻付距離は5×108×10

8×12フィートなどで，トラクターにV字型のハ

モノをつけておしきるmeChanicalhaz･vestをする

のと間伐材がつかえないので広くしてあるといっ

ていました。キカイウエはやっているところは見ま

せんでしたが，植えたあとを見たところではよく根づ

いていました。この植付距離は5×10フィートでし

た。

ジカマキは大面菰の造林やヤマカジのあといそ

いで造林するときにおこなわれるようで，軽飛行機

やヘリコプターをつかっています。私の見たのは

大きなヤマカジのアトに飛行機をつかってまくの

で，飛行機は2人乗のpiperで，うしろの座席に

タネイレをいれ，タネマキ装置は農業用とおなじも

のでした。飛行機倣自勧車の往来のスキを承て公

道に着陸して枇道にばいり，そこで待っているト
ラックからダネと燃料をうけとって寮た公道か

らとび立って次ネマキにいき茨す。タネは1エ

ーカーあたり1ポンドで，タネには上酸塩とアル

ミ粉を付着剤に霞ぜたものをぬってあります。功程

は1日1,200～1,50pエーカーだといいます。赤い

錘をつけたながいサオをもった人が2人立っている

のをメジルシにして，マキツケをします。メジルシ

はつぎつぎとうごきます。1エーカーあたり4000

本ぐらいははえるといっています。ジカマキほかな

りさかんなようで，私のいるあいだにも〃南部に鮨け

るジカマキ〃というシンポジウムがあり，いろいろな

角度から2日にわたって討論されました①irect

seedingintheSouth,1959,Asymposium二pp、190.

DukeUniversityという報告が出ています)。

低地の広蕊樹林をマツ林にするぱあいには，利用

できるものだけきって，あとはマキガ.ラシか毒殺

し，細いものはたがやすときにI､ラクターで鏑し

たおし，火入をしてから造林します（写真6)。ぱあ

写真6．低地の広蕊樹林をきってジゴシラエしたと
ころ，たがやしてある。立っている木は毒殺
したもの（北カロライブー，海岸地方）

いによってば利用したのこりの木を空から2．4．5－

Tなどまいて毒殺しただけで植えます。枯れた木

は立ったままです。地下水位がたかいばあいにはキ

－29－
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カイで排水溝をほり堂す。日本ならば水田の適地

だとおもわれるところを3,000エーカーもまとめ

て造林しているのを見ると，もったいないような感

じがします。

砂丘地に造林するばあいはそこにはえている

scrUboakとよばれるナラ類のあらい林（常緑の

liveoak,Q〃〃“sfﾙ噌""""var.〃向君魏施”や落莱

のTurkeyoak,Q.""iSなど）があまり大きくな

いのでそれをなぎたおして植付をするようです。

タオシカタは私の見たのは2種類で，ひとつは2

台のトラクターに大きなクサリをひかしてそれで

立木をなぎたおし，たおれた木はクシのようなハのブ

ルドーザーで列状にかたづけるヤリかたで，もうひ

とつはトラクターでおしたおしてひいている角

のついた画一ラーでくだいて，くつのトラクターのひい

ているDrSkで土にまぜてい霞した。あとの方法は

有擬物のすぐない砂地にはむいているともいわれ

ています。地床植物がすぐないので火入はしてい

ません。植付はたがやしただけで植えることもあ

りますが，ミゾをほってその中に植えることもあり，

これは土の水分の点で有利だといわれます。以上

はそれぞれのぱあいのもっともテイネイなヤリカ

タで，いろいろ熊程度に手をぬいたとおもわれる造

林地もかなり見うけられましたさ

造林のあとは下刈などはおこなわないようです。

火入れとたがやすことによって新草木をおさえて

おき，下枝が枯れあがって危険がなくなってから

第1図の火入れをして林内の新草木をころしそ

れから伐期までくりかえして火入をして新草木

をおさえているようです。Piodmont地方では観賞
用としていれた日本の承イカズラが林内のツルと

してやっかいな存在となっています。ぼうぼうで

それを見ましたし，駆除試験もおこなわれています。

鯖なじく観徴用にいれたフジもにげて林内で見

られるようになっています。また侵蝕防止につかっ

て良い成績をあげたクズも造林地ににげこんで

イタズラをしています。そういうことがあり蓑すから

植物の導入には気をつける必要があります｡米国は
この点ではとてもきびしい国なのですが，間伐材

を利用できない時期の間伐(precommerialthinn-

m幻はほとんどおこなわれ義原料材生産のため

に短伐期となってくるので間伐はあ寮りおこなわ

れていないようですが，間伐試験はやっています。た

だし小面積の縫家のもっている林では間伐をして

いますb枝打もおなじようですb

苗畑はいろいろなシゴトがしやすいために砂質

の土壌をえらぶのが原則のようです。テーダマツやス

ラツシュマツは1年生で植えるので，マキツケドコが

おもですが，マキツケやホリトリそのほかいろいろ

な作業を機械でやるのでマキツケドコは車トラク

ターの車輪のハバにつくってあります。土が砂質な

ので水まきの設備嫁ととのっており，肥料蝿瞳窒

素をくわえた完全肥料）も水にとかして水まきの

設備でまいています。モトゴエやタイヒはむろん

たがやすときにいれ震す。除草はメチルブロマイド

などの除草剤でおこなってい輩す。

育種はさかんで，州や会社が採種園をほうぽう

につくってい室す｡･本国でいちばん大きいといわれ

るジョージア州の採種園を見ましたが面談は

325エーカーで，テーダマツやスラッシュマツのツ

ギキ苗を5万本植えることになっており，一部は

すでに植えてあり童した（写真7)。ここは土地

停
）

鷺
が畠

t;i

写真7．米国でいちばん大きな採諏園
（ジョージア州メーコン市郊外）

はパルプ会社がダダで提供して，そこに州が採種

園をつくり，技術指導は国の試験場でしているという

話でした。いろいろな会社も大学や試験場の指導をう

けて採種園を各地につくっています。会社自身も
有力な研究者をもっています。採種園については

まだ解決しなければならない問題がおおく，大学，

試験場，会社の研究所で研究がつづけられていま

す。選抜は生長だけでなく，材の比箪や耐病性に
も大きな関心がはらわれてい室す。これらのマツ類
が原料材として重視されていることと,fusifOrm病
がひどいためてす。これらの選抜も試験段階でば

かなりの効果があるということです。米国の地域の

林木育種会議のひとつである東南部林木育種会識とい

うのに出席し重したが，20の講演のうち比重の問

題が3産地の問題が4，採種園と採諏林が3タネ
の病虫害が2あり，採種園では花をさかせることにっ

《
ご
↑
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いて討論がさかんでした。また20の議案のデド

コロは試験場と会社が各7，大学3，州，州と会社の

共同試験場と会社の共同研究がそれぞれ1でした。

こういった数字からもこの地方のホ絢辰育種のアリ

カタの一端がうかがえます。またいわゆる

Southernpinesのあいだの種間雑霞をつくることも

さかんにおこなわれ，それぞれの職腫の欠点をおぎな

って長所をのばすことがこころ翠られています。現

在は産地と母樹林の形質に注意してタネをあつ

めているようで，おとずれた造林地のほとんどがち

かくの良い林のタネをつかっているといっていまし

た。また良い林をきりすかしてタネをつけさせる

seedproductionareaの研究と実行がさかんにおこ

なわれています。LakeCityの試験場のマツヤニ1,リ

のスラツユマツの育種は有名ですが，特殊なもので

すからふれるのをやめます，ただ新しいココロミと

してgumorChardというのが考えられています。

天然林がどんどんきられ新しい造林地は短伐期にな

るので，マツヤニトリはだんだんむずかしくなるの

と，いまのヤリカタでは機械化ができないので，賃銀

が商くついてこまるので，選抜した収量の高いスラ

ツシユマツのクローンのツギキナエを広い間隔にう

えて大きなクローネをつけさせ，薄水施肥をおこな

って集約なマツヤニトリをすることを考えて，試

験的なものをつくっていました（写真8)。

さいごに病虫害の問題として，テーダマツやスラツ

ユマツのシンクイムシ(tipmoth)とfusiform病，

スラツユマツなどのマツカサの〃0"”"z"〃病，シヨ

ートリーフマツの1ittleleaf病などが問題になってい

議
写真8.GumorChara(LakeC")注は癖のための

もの

ましたが，専門外なので名をあげるにとどめます

が,fusiform病は私の見た範囲でもひどく，ひど

いところでば立木や苗の7割がかかっているとい

うことです。天然更新地でかかった若木をたち雷

ち5～6本ぬきとったことをおぼえています。日

本のマツのコブ病と同じ属の病原菌で，おなじよう

にナラ類に関係がありますから，日本でテーダマツ

やスラツシユマツが造林樹種としてとりあげられ

ているだけに気になりました。

以_上見たまま開いたままのことを雑然となら

べました。わがくにの林業がむしろ土地あたり

の生産をたかめるような方向に発達しているのに

対して，わたしの見たあたりの林業が単位労動あた

りの生産を高くする方向に発達していて，まった

く質がちがっている感じですし，土地の状況もま

ったくちがっているので，直接参考にはならないと思

いますが，何かのたしになればさいわいです。

満田龍彦箸

林業経営の一断面
B6判218頁

価250円(〒24円）

かつて営林局部長として官界において，また林総協，小林林業所などの民間において，その鋭い叡智と俊

敏な手腕をもって縦横の活躍をし，林材界から広く大きな期待を持たれながら，病魔に冒されて昭和32年

11月不帰の客となった満田龍彦氏の遺稿集である。

氏ば在世中，筆の赴くままに新聞や雑誌に，数多くの論評や随想をものした。それを取捨選択して取りま

とめたもの－一古きは学窓を出て間もない昭和8年頃から，満47才の短かい人生を閉じるに至った昭和32

年までの25年間，氏の奔放な筆先は常に時代をリードし，林業の正しいあり方を私選に教える。

発行森林資源総合対策協議会

東京都千代田区大手町2の5（新大手町ビル）
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である。生産増強のためにはこの組織の欠陥を改善しな

ければならないことを痛感する。

わが国には特別経営以来針葉樹造林地面積が相当に拡

大され植栽後相当の年月を経過しているが，これに対し

て施行される間伐の観念は従来欧洲で行なわれた概念そ

のままで，間伐方法の名称こそ種々あるがいずれも一級

木を残し二級木以下を適宜に間伐するという観念で撰定

していて，戦前と少しも変っていないようだ。しかし，

このような観念は近ごろのように建築用材やパルプ資材

の激減により小丸太の売れ行きがよくなって来たり，林

業経営の面から伐期が短縮された時代となっては再考の

余地が多分にあると思われる。昔からわが国では欧洲の

それと違った観念の間伐が行なわれて来た。その代表的

なものは二宮尊徳先生の「山林観」で述べられている。

森林収入が個人に直結する私企業ではいわゆる「茄子伐

り」とか「樽丸式」とかいったような方法が行なわれて

いた。したがって筆者ほ長い間欧洲式観念の間伐方法を

私有林所有者に向って推奨したけれども，だれも相手に

するものはなかった程である。もつとも筆者の狭い見方

では最近の国有造林地では間伐等ほとんど行なわれず年

輪巾の狭い，換言すれぼ単木生長量のはなはだ悪い中小

径木を密立させ一挙に皆伐して行くというような林分が

多く見受けられるようになってしまった。しかし考えて

見るとB種やC種の間伐はカラマツに対してはあるいは

有効であるかも知れないけれどもスギやヒノキのような

性質の林木に臆，古来私有林所有者の行なっており，ま

た二宮先生が指導されたいわゆる択伐式間伐の方が適応

しているようである。もちろん欧洲にも択伐式間伐を主

唱した学者もいるにはいたが，わが国有林にはそれが普

及しなかった。筆者は大正5年浅間山麓のカラマツに対

し国有林では初めての択伐式間伐を実行してB種やC種

の間伐よりも有利な結果を納めた経験がある。

近頃のように小丸太の需要が盛んになって来てはこの

方がはるかに有利である。二宮先生は抜き伐りするには

衆に遅れて育たぬものと，衆に抜ん出て長青するものと

を伐れ,初めは弱度に(約23<前後)漸次強く(33％
）老年になればますます強く抜き伐りせよと教えられ

ている,B種C種間伐では初めに強く(30～40%)回を

重ねるに従い漸次弱度になって行くが丁度これと正反対

である。山武材業が往昔行なっていたように最初にアカ

マツを植え漸次間伐して樹冠が疎開したら下木にスギを

植栽して行き，さらにこれが間伐時代に入ったら段を間

伐を強くしさらにヒノキを下木植栽してそこにマツ，ス

ギ，ヒノキの複層林が出来上る最後には保残木を残して

他は皆伐し，またアカマツから始める。すなわち択伐林

型を造って行きながら保残木作業を行なうのである。も

ちろんこれらの間伐は択伐式間伐である。もっとも山武

Z･~与一一子･写F■-■■･ローﾛ里■~･■~1

育 林技術の集約化を望む

田中波慈女
=圭一P一~■一一ロクやマーー』

生産増強手段として，奥地林の開発，生長迅速な内外

国樹種の導入，精英樹による優良品種の増殖等が考慮さ

れているが，これに対しては気候及び土壌的環境の不

良，温暖多湿なために起る徽菌昆虫の被害，暴風雨害，

あるいはまた,精英樹発生の原因が科学的に説明出来な

い現在の知識でその種子なり接木挿木等による増殖が果

して所期の目的を達し得るか否かの結論に至るまでには

長年月を要する等，増産か実用の域に達するまでには，

技術上いくたの厚心､氷壁を突破して行かなければならな

い。林地施肥にしてもそこにいくたの問題が残されてい

る。このときに当ってわれわれが長い間実行して来た過

去の技術は果して万全なものであったか，一応反省して

見ることもまた必要なのではないか。大正末期から昭和

の初期にかけて国有林施業を風犀した択伐作業のごとき

はわが国の実情に適さないというので，いまやあとかた

もなく抹消し，その多くは小面穣皆伐等に変更されてし

寮つたが，欧洲では皆伐よりも択伐によって木材生産蛍

が瀬加しているという現実の事例がある。当時択伐作業

が嫌われた主な理由は長く放置されたわが国の天然生林

では択伐木の撰定困難，実施後の生長量が計算通りに発

揮しない。更新不確実，搬出と施薬者の技術に難点があ

った事実であって，択伐林型そのものが単層林よりも地

上空間を巧恐に利用し得て単位面積当りの生産量増加に

有利なことは否定出来ない噸実である。したがってこの

有利な点だけを考えて，その特徴を生産増強に役立たせ

ることば出来ないであろうか。

戦後従前の軌道搬出はほとんど改廃されて，トラック

道が普及し，また搬出機具の発達によづて木材搬出の不

便は著しく緩和された。また技術者も著しい増加を見て

現在では生産木材1㎡当りの従業員数ほドイツあたり

のそれより，はなばだ多くなっている。しかし遺憾なこ

とにはいたずらwこ雑務が増え職員ばこれに忙殺されてし

まい，たとえオー1,パイやジープ等により戦前より磯動

能力は箸増しても林内でジツクリと施業を考える余裕を

失ってしまって，間伐木撰定さえもろくに出来ない有様

で，この点，戦前より著しい退歩である。わが国技術者

はドイツ人よりも技術的能力が劣っているとは考えたく

ない。知識はあってもそこに組織の欠陥があるのが問題

一
】
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郡では最近往時のような合理的施業が行なわれなくなっ

て，マツとスギを同時にまた朧1，2年間隔で植えて陰

樹と陽樹とが不調和を来たし不成績な山林ばかりとなっ

て現状では往昔の面影が残っていないのでその現物は余

り見当らないが，往昔の山武林業のように施業し，なお

これに強度の枝打ちを併行し下木の受光鐙をさらに増加

するように施業して行くならば生産量はますます増加し

て行くのではないか。しからぱその強度の枝打とはどん

なことをいうのかという問題がここに出て来る。

現在一般に行なわれまた造林学者の教える枝打ちは植

栽後10数年たってから枯枝あるいは瀕死の枝を力枝以

下打つのを普通としているが，これはいわゆる化粧切り

であって幹の外観を奇麗にするだけの効果しかない。木

材の品質を改善し下木の受光量を増すという点からほそ

の効果がほとんど認められない。筆者は股近10ケ年間

毎年枝打ちの実験を繰り返しているが，その結果から見

ると，スギ，ヒノキは山出苗を送り出す時にまず下枝を

1～2本剪定しこれを挿木苗として苗畑に残し，山地植

栽後は3～4年目位から樹高の1/2まで，10年生以上は

樹高の2/3までの生枝をまだ細枝で鋸や山鉈では伐りに

くい頃に剪定鋏で枝打ちして行くことにより，その生長

澱にはなんの支障を起さないぽかりか，7～8年生まで

はかえって上長生長を促進する結果が現われている。世

の学者は強度の生枝打ちは生長を阻害するというが，10

ケ年間の実験ではそのような現象は現われない。京都市

北山の極度に強い樹高の1割しか生枝を残さない枝打ち

現場でもこの事は証明される。実験結果の一例を挙げる

と，スギ15年生に対して施行したものが施行後5ヶ年

目には，胸高直径100に対し，それの枝下高4xnの所

の直径は無枝打区67，樹高の1/2枝打区75，2/3枝打

区77，となっており，樹高生長は1/2枝打区が最も多

く，2/3技打区がこれに次ぎ，無枝打区が股も劣ってい

る。樹高と胸高直径との相関灸係は2/3枝打区が+0.62

無枝打区が＋0.57で，2/3校打区が最も完満で無枝打

区が最も梢殺であった。またヒノキについては25年生

のものに対し樹高の2/3まで生枝枯枝とも全部を強く枝

打ちしたものと無枝打のものとを6ヶ年後の現在比較し

て見ると，その胸高直径に対する百分率すなわち完満度

を見ると

’枝下高2rnの直径4mの直径8nl直径

2/3枝打区94.19％85.48％71.10％

無枝打区94.63％82.34％57.14％

となっており，無枝打のものでは4m物が1本しか

取れないのに，枝打区では2本取れるような状態であ

る。

また落葉広葉樹（ケヤキ，シオジ，フウ等で実験）

は2年生の時から枝を全部剪定し幹1本にして置くと，

剪定せずに育てたものより樹高も重量も共に2倍に生長

し，無節の直幹となることを筆者は昭和3年以来各地で

実験している。結局強く枝打した方が，製材する場合の

歩止りが多くなるという結果を示していて，これは生理

学上納得出来ないといくら反対されても実験の結果がそ

うなのであるから’筆者は確信を持って主張することが

出来る。

このように若い細枝は測定鋏で容易に行ない得るばか

りでなく，地上2nl位までは女子供でも行なえる。ま

たそれ以~'二は短かいil藤い梯子を使えば4m位まではき

わめて容易なので枝打経費は化粧切りに比しその20～

30％で済む。しかも三五角や四五角物は表面無節とな

り’末口が肥るので末口直径の自乗に長さを掛けて出す

民間の売買習慣でははなはだ有利に処分出来る。

結局針葉樹造林地に対し，幼時より強度の枝打ちを行

なって完満材を造り，利用し得る太さに達したものから

「茄子伐り」式に間伐し’かつ林内の射光麓を増して林

冠に空所が出来たら下木植栽を行なうということにより

択伐作業の特徴を完全に応用することが出来て生産増強

に著しく役立つと思うのである。

針葉樹林に対して現在行なわれているB,C種間伐

は単位面積当りの生産趾を増加すると一般に考えられて

いるようだが，筆者はそうとは考えない。もっともカラ

マツのような極端な陽樹は欝閉すると枯損木や瀕死木が

多く出るので強度のc種を施行した方がいいようだが，

スギのごときは吉僻地方のように一代に，0回以上も間

伐したものの総生長鐙が合計11n当り2,500㎡内外に

過ぎないのに金山の岸氏のスギ林は間伐を全く行なわな

いでも31000㎡以上もある。童た東大のストロープ，

シイルワルドの広葉御西ドイツのカラマツ間伐試験地

等ではいずれも間伐による生産増は認められないといわ

れている（寒帯林,野田)，ヒノキで実験して見ると，ま

すますその現象が顕著に現われる。元来造林木は天然生

とは逆に幼壮令時代の年輪巾が広く年をへるに従い漸次

その巾が狭くなるのが常識だが，これを出来るだけ狭く

しないようにし1年でも早く所期の太さに達しさせるた

めにはc種の間伐がよいのであるがしかしそれは残存木

に対しての象の話であって，その林地全体から鍬て単位

面積当りの総牟産最を増すには二宮先生が推奨され，ま

た「茄子伐り」として行なわれるような間伐の方がはる

かに優れているのじやないか。しかしここで考えられる

ことは一般のいわゆる愛林家は年輪の広狭すなわち単木

の材積生長鐙を考えるよりも，年輪巾の狭い小径木が密
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立して林内が薄暗く見えるのが美林だと感じ|,C種間伐

等やって見せると疎開直後の明るさに驚いて何等の理論

根拠もなく，ただ，過強だ過強だと感情的に反対するの

が普通であるから，まして択伐式間伐をやって見せたら

大反対をす為に遠いないと思うが，これはもつと技術的

に反省しなくてはいけないのではないか。なお間伐を漸

次強めに行なうことによって林木の根張りを強化し，幹

に直射光を当て疎皮のコルク質を増強し暴風，虫菌害を

防止することも択伐間伐材の二次的利益である。

しかしいくら細物の需要が多いからまた資本の回収が

早いからといって，全国の針葉樹林がことごとく30～

40年生のものばかりとなったと仮定したら木造建築に強

い執着心を持つわれわれ日本人には，たとえ合板や加工

材がいくら鋸達してもそれだけでは，はなはだしいさび

しさを感ずるので，小丸太物が採材出来るようになった

らどんどん間伐して行くとばいうものの1M当り20～

30本位の優良品種は立木として残し100年でも200年

でも出来る限り残存しなければならないと思う。こうな

るといわゆる保存木作業ともいえるので，結局繰り返し

ていえば強度の枝打ち，択伐式間伐，下木植栽，保残木

作業等を併用して人工造林地に施業することにより確実

に生産増強の一助となることを主張するのである。二宮

先生の教えのように間伐を行なって行けば保存木はたと

え強い暴風や降雪に襲われても被害がぼとんどないこと

は，すでに山武林業，西川林業，智頭地方そのほか各地

の私有林で往昔から実証されている。ただし風速25nl

以上の殿風に襲われればどうにもならない。天城山の国

有林では御礼スギの例に習って集団的に大径木を残すと

いわれているが，このような皆伐の思想を脱しきれない

やり方では既往のような利益は得られないと思う＆

元来森林施業に当って計算上都合がいいからといって

伐期令等というものを決めてその数字に拘泥するから，

森林本来の生態を無視するようになり，生きている森林

を無生物のように取扱うことになるので，林業生産が工

場生産化してしまうのである。伐期令等を決めるより相

当蓄積が出来たらその後保残木以外のものの生長鐙だけ

伐採することにすればきわめて自由であり，施業が合理

的になるのである。

以上の意見は現在のように，技術者が造林事業よりも

会議や雑務に忙殺されている国有林でば夢物語りと瑚笑

されるかも知れないが，夢物語りでなくするように管理

組織を改善されんことを切望しさらに，各営林局ですく

なくとも10皿以上の試験地を設け技術の実地講習方々

試験されたらどうであろうかという意見をここに提出す

るものである。（34．10．15寄稿）

一団.Z向尹”Ⅱ西出‘アーー垂万U－1室＝々里圭一一一＝＜マ』

我 国造林界の展望と処見

正木信次郎
、戸一己＝．上=凸■FP■で甲一一p一一●

はしがき

1960年の新春を迎へ，心身を新たにし，並に現時我

国林業政策上股も重要な任務を負ぶる造林事業界の過

去，現在及び将来を遠観展望し，併せて近年事業の益々

拡大せるに伴ふ成果の一層堅実優秀なる様期待し企図せ

ん綿，柳か此等に対する処見，批判，要望を開陳し，依

て以て斯業の進展，改善に資し，所謂森林百年の大計を

完ふし，国民永遠の公益福祉増進上洵に恥しからぬ遺業

を胎し，世界森林国の内，雄たるものの一として欧米先

進国の実状を凌淵し堂堂他に範を垂れ得る有終の美良な

業縦を挙く．る様，現に日乾熱心に我国造林事業に従事し

層らるる総員一同が官公私，身分職分，老壮青の年階，

男女等の如何を間はず，吾人一生の痛快事として互に和

協一致，団結して山野の自然美に親熟つつ，過去多年の

経験をいかし，技術の進歩改善を実行し，多少の労苦

や，煩さい事どもを物ともせず，我国土に雄大な美林造

成の快事業を遂行する様此機会に決然立ち上がり献身努

力以て着をとして有終の美を収むるに至らんことを切願

するの全く徒爾ならぬを思ひ，年頭に当り筆硯を浦め，

蚊に拙稿を草するに至れる次第，読者等に之を諒とし，

読了の上一段の尽力あらんことを希ふ。

さて我国に於ける林野総面積2千5百万町歩の内人工

林573万5千町歩（国有1,311千町，公有709千町，私

有3,716千町）を現存する次第であるが，回顧するに，

本邦林業史上造林関係の大事業として敢行せられた顕著

なものを数ふれば，先づ次の四事業を挙げねばならぬ。

即ち

(r),明治より大正年代に及べる国有林野特別経営事

業による無立木地造林事業。

(II).大正年代より現時に及べる公有林野官行造林事

業。

(]I[).旧蘇当時より現今に及べる部分林制度による造

林。

（Ⅳ)．昭和33年に発足せる分収造林事業。

此の外，国公私有林に於ける年との伐採跡地更新によ

あ妙なからぬ造林を始め，林政統一以前に於け涌旧御料

林，北海道庁所符当時の国有，道有林の造林，並に都道

府県市町村有及び私有林の自営造林等を有する次第であ

《
》
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るが，繁をさけ之を除外し，上記の四大造林事業に関す

る展望と処見に就て以下逐次叙述することとする。

第一国有林野特別経営事業による造林事業。

創設当時の計画及び経過。

内地に於ける国有林経営に就ては，明治維新以降明治

19年林区署制度の制定せらるるに至る迄の間は，藩政

時代の綱紀一時に緩象，濫溌伐と野火に111野の荒廃日に

甚しく，加ふるに諸藩の藩籍奉還に伴ふ林野の官民有区

分や地籍の整備等に専念し経営の片影を見るに過ぎなか

ったが19年林区署制度の制定により管理経営漸く其の

緒に就いたのであったが尚未だ本格的に施業発展の境に

至らなかったのであった。斯くして明治31年に至り当

時山林局課長であった村田重治，松波秀実両技師の非常

な苦心の下に立案せられた劃期的の国宥林野特別経営事

業計画が局議を通り尋いて当時の山林局長原保太郎氏及

び農商務大臣曾禰荒助氏の並々ならぬ熱意努力により，

一方ならぬ民間有力者等の反対を押切り，閣議を経て

31年末の国会に提出され衆議院を通過，没族院にて雰

議中議会の解散に班ひ，再び32年3月の臨時議会へ提

出，最終日の夜半に遂に両院を通過し同年4月1日から

実施せらるることと成ったのである。

今本事業の梗概を略述せんに，先以て政府の自営に適

せざる不要存置林野74万町歩を売払ひ之により得る収

入2,300万円を資金とし森林資金特別会計法を制定し，

之により要存置林野に対する森林施業の蕊礎を謹固にし

国庫の重要財源とする為32年度から16カ年間の継続

辨業として

(1)．林野整理処分。不要存置林22万町，山野52万

町歩を整理処分する。

(2)．境界査定及実測。紛糾極りなき官民有の境界を査

定し，実測は当時山林原野調査継続費を以て37年

度までに138万6千町歩を結了する予定であったか

ら更に38年度から引続き施行し10年間に三角測量

第

及び周囲測量500万町歩を施行する。

(8)．施業案編成。32年度から10カ年間に要急のも

の211万町歩の施業案を編成する。

側．造林。人工植栽，天然生育，砂防植栽,苗圃栽培，

搬路開通，防火線築設の六事業とし33年から13年

間に無立木地14万5千町歩を植栽，道路延長100

里,固定防火線103万6800埖臨時防火線86万

4000坪を築設し河川3万2000坪を流通する予定。

(5)．森林買上｡33年度より5年間に国土保安上要急の保

淡林5万町歩及び国有林野経営上必要なる森林9万

町歩を買上ぐると云ふことに成って居たのである。

而して本計画は実行の進捗に伴ひ腫々改訂の必要を生

じ，実測の如き肱38年度より開始の予定であったが

34年度から実行せらるることに成り，叉林業試験，下

戻調査，学生養成，林業講習，砂防設備，成林撫育等の

諸事業を漸次追加し，継続年数を23カ年に延長せら

れ，蚊に我国有林経営の埜礎を樹立し，夫々予期以上の

成繊を挙げ，ほぼ予定を完了したので大正10年度に一

応之を打切ることとなったのである。

今本特別経営事業中造林に関する当初計画と実行成談

とを対照すれば第1表の通りである。

本造林事業に対する批判と要望。

此特別経営による造林事業としては無立木地14万5

千町歩を人工植栽する予定計画であったが，実行の結果

前表掲記の如く人工植栽30万2千町歩，天然生育5万

3千6百町歩と云ふ洵に広大な面積を遂行し得たるの承

ならず，我国に於て林業思想末だ一般に普及せ魂養苗

楠栽技術の如き極めて拙劣幼稚，且末熟であった当時に

於て，全国各地の無立木原野其他に全く驚異の外なき大

造林を決行し，一部に多少遺憾に思はるる点なきにしも

非ざるも，一面に於て其の偉大なる功繊と努力を賞賛し

唯な感激の外なきものの紗なから趣ことは今更筆者の薬

雷を要せざる次第琶当時本事業に従事参加せられたる

表

一
一

＝

1

期間及年数｜数 磯

増（減）

円

7，978，282
794，932
361，“7
2,786,5型

361，143
1，801，222

3,700,838

17，248，964

量 経

当初計画

円

2，974，805

1,041,425

1,388,180

918，554

163，302
59,520

6，537，886

種別

当初計画|実行
町’町

90,000301,992

50，00053，667
5，0007，000
5507，587
8882，382

74，096

254，671

実行

円

10，953，087
246，494
1,749,721

3，697，078
524,445
1,860,742
3，700，838

28,781,850

増（減）

町

216，390

3，667

2，009
7，037

2，037
78，708
254,671

行
陣
麹
調
調
調
調
墾
唱
調
一

間
正
０
０
０
０
０
０
０
０

雲
鑿
嘉
一

画
報
９
ｍ
８
ｕ
ｍ
ｍ
二
一

Ｉ●垂間

間
》
剖
郵
》
》
》
二
一

初当

期
妬
鑓
顕
顕
妬
妬

栽
育
栽
圃
線
線
育
菱

郵
維
蝿
酎
鍛
罐
理
計

人
天
砂
苗
固
臨
成
処

造
林
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一

人々の意気込象と辛酸労苦の程も察せられ，加ふるに当

時地元民の精神的協力の下に心地良くこぞって出役従業

し事業の成果に多大の貢献をせられたる状景の眼の前に

写つる様で今更乍ら自ら深く頭の下がるのを覚ゆるので

ある。

回顧すれば明治32年に特別経営の大造林が始まり，

尋いて全国に官斫が始まり其跡地更新による経常造林が

盛になった為其後大正の始め頃迄の間は我国造林界の股

旺盛期であったと云はねばならぬ。而して当時此最盛期

大造林の実地にタッチし一方ならぬ辛苦をなめられた先

號知人などの今は巳に夫々故人に成られた人々の思出話

によると，当時造林予定案の一記入番号の面稜4,5百町

歩,最も甚しいのは1千乃至2千町歩に及ぶものがあり，

之を2カ月間位で地栫を始め各方面からの苗木取寄せ，

仮植，植付等に全く無経験の地元民の男女数百人を使ひ

こなし良くもあんな大事業をやり遂げたものであったと

云ふことで，従って之に要する苗木も莫大な数で，各大

林区署管内に苗圃適地があればドシドシ開墾して大苗価

を作り，福島県原の町小林区署の如きは非常に大きな

60町歩にも及ぶ大苗圃が設けられ，春季播種床替等

の季節には一日に千人以上の人夫を要する様になり，人

夫の払底から其の募集策として慰安会を始めたが之れが

段と大きくなり遂に原の町の苗圃祭と称ヘエ相馬の野馬

追祭に匹敵する此地方の年中行事の一として大正12年

の関東大震災の時まで続いたと云ふことで，此等も当時

造林盛大時の昔語り思出話の一である。

斯くて全国各地に驚くべき単一樹種の純*哩大造林地

が計らずも出来上ったのであるが，其主要な原因は当時

に於ける林業技術の未発達と造林計画の粗放散漫，其他

立地調査の不徹底，予定の杜撰等に依るものと認めらる

るが，出来たものは今更致し方ないとして今後之に対し

善後策として，先づ次の措置を識せらるる要切を認む

る。

(1)．純林型大造林地に対し特に一定計画の下に合理的

間伐を施行するの要特に切なるものあること。

(2)．一定計画を立て病菌虫被害木を伐去し，之の跡地

に針広葉異樹種の植栽又は下木植栽，或は異樹種帯

造成を行ふこと。

(8)．特別経営による純林型大造林地中既に伐期腱到達

せるものは施業案の指示に従ひ主伐を行ひ跡地更新

に際し徹底的立地調査を行ひ努めて異樹種適応品趣

の針広葉樹の人工造林，天然生育叉は混婿林造成を

行ふこと。

性)．純林型造林地に被害発生の場合は徹底的駆除を励

行し，軽微局小の裡に之を防止絶滅する方策を講す

ることo

次ぎに全国各地に亘り此の特別経営造林を続行せる結

果意外に多くの純林型一斉大樹林を成立するに至った結

果各地に時により意外に各種の劇甚な被害を発生したの

で，今其内顕著なものを挙げ今後の参考に資し併せて其

時執れる駆除防止の方策を述ぶれば大要次の通りであ

る。

(a).カラマツー斉林に発生した金亀虫及び「オウキ

クヒムシ」穿孔虫被害に対し当時国有林に於ては巨

大の経澱を投じ幹材及び根株の剥皮焼失を行ひ極力

駆除に努めた甲斐あり数年にして始んど絶滅に近か

らしめた。

(b).東信地方一体のカラマツー斉大造林地に明治の

末期から大正の始めにかけ烈しく発生したカラマツ

媒病被害も純型一斉林の多い為一時猛烈に渡延し蕊

慮に耐へぬ状況であったが，林業試験場矢野技師の

病源体発見以来防火線に到る処盛に作られ居た大き

な蟻の塔の巣に卵の多い頃を見計ひ石油をかけて焼

却駆除をやり，更に蔵極的に広葉樹の混生叉は広葉

樹林帯の造成等により漸次その増大を防止するに至

った。

(c).宮崎県，新潟県の北部，茨城，福島県の会津地

方（磐梯山麓一体）等に蔓延し樹幹の下部肥大軟弱

となり用材として価値なきに至るヒノキ徳利病（一

名根太り病）も「ホリポラス」種属に属する病菌が

枝の窪承や根の間から幹材に入込んで幹材の根元が

15，6年生の頃になると著しく徳利状に膨れ其材部

が軟かくなり腐朽し用材として生産し得ざる様にな

るのであって，之は主として扁柏植栽適地の限度を

越へた寒冷不適応地方に植へられたものに発生漫延

するもので，被害木は速やかに伐去し跡地は適応異

樹種（カラマツ，アカーマツ其他の広葉鋤に更新す

るを良策と認むる。

(d).全国のアカマツ林に一時猛烈に発生したマツ毛

虫の被害も純林が多くなった結果その惨害を一層甚

しからしめた次第で，官民協力駆除に努めた結果其

後下火に至ったことは喜ばしい。

(e).北陸殊に新潟県及長野県の西北部等較雪の多い

寒冷地帯に適応性品種を無視し植栽せられた杉人工

林の成級不良で成林見込なきものも紗くないのを見

受けたが，其後地方産適応品種と認むる耐寒性品種

の「クマスギ」系統の苗木を以てし成績一体に良好

であるから此方面のスギ造林に対しては特に留意を

望む。

(f).明治44年頃全国に亘り苗圃に杉赤枯病発生し

《
〕
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被害甚大で造林界の一大危憂となったが幸ひボルド

ー合剤の施用を奨励し大に効果をあげたが，降て大

正5年再び発生し全国に蔑延娼厭を極めたが是亦ボ

ルドー合剤の施用で鎮圧し其後殆んど其危険なきに

至れるも今後共絶へず注意を要するものと認むる。

(9).特別経営造林実行中以上の外屡為被害甚しく関

係者を悩ましたのは野鼠と野兎被害で，播種造林に

対しては鳥害と野鼠の害も亦軽視し得ないものであ

った。其内烈しかったのは野鼠被害で隈笹の実のな

る年や箇所によっては実に劇甚な惨害を蒙り，北海

道では明治年間以来腫煮各種の野鼠被害劇甚を極め

最近又盈烈しい被害発生し防除に巨費を投じ努力し

届らるることは周知のことである。

第二公有林野官行造林事業。

計画立案及び創始当時の実情。

官行造林制度は今を距る約40年前の大正9年7月に

発布法律第7号公有林野官行造林法に基き創始せられた

もので，この辨業計画に就ては当時我国林野の現状並に

財政経済の状況に鑑承，全く独創的に立案せられたもの

で，当時山林局林業課長であった故松波秀実博士が，周

密な深噸により大正7年頃から主として同課勤務であっ

た故石川寅之亟，早尾丑麿の両技師を参劃せしめ立案に

着手せられ，更に関係の法律，勅令，省令及び諸規則頬

の作製ほ専ら故噸務官佐藤百喜氏（後の営林局長，法

博）に担当させ，予め万遺憾なき様練りに練られたもの

であったことは当時屡々松波さんから親しく承った処

で，大正7年鰯見左吉雄氏の山林局長就任を好機に提言

採択せられ，時の次官犬塚勝太郎氏及び山本達雄大臣の

尽力により大正8年閣議を経，同9年2月法律及予算案

を42回帝国蔽会に提出し下院を通過し上院に於て群議

中解散となりたる為同7年月開催の43回臨時議会に再

提出し両院を満場一致可決し同9年7月27日法律公布

となり，尋いて関係附属法令の制定により同年10月1

1ﾖより実施せらるることとなったのである。

尚本案の識会再提出前，之れが実施に関する準備打合

の為特に山林局に各大林区署長及び新たに官行造林課長

に選任予定なりし各署技師を召集会議せられた際本事業

が地方庁との折術協力を要すべき点の少なからぬ関係か

らして，大林区署長の内には本事業遂行の前途に対し全

面的費意を表明するに至らなかった人も少くなかったに

拘らず,松波課長の決意は牢固として堅く,計画の内へ地

方庁にて公有林野整理統一を担任せる職員を官行造林業

務に兼任叉は嘱託とすることを加へられた外全部当初計

画の通り之を断行せらるるに至った卓見と熱意に対し，

吾人の如く創始当時より直接本事業の実行責任の衝に当

つた者と否とを問はず衷心より敬意と感激の辞を借まな

かった次第で，創始以来契約遂行運営等に関し松波博士

の細心の注意指導を顧み､るとき，叉其後大震災，大戦等

の重大事変に遭遇し数次事業繰延の災厄を蒙りたるに拘

らず，大正10年迄に予定に近き新植実行を遂げ得るに

至れるは洞に感概の一層深きものあるを覚ゆる次第であ

る。

次ぎに当時の林政施業を大観するに，本官行造林事業

は，鍵きに明治32年始められ大正10年に一応打切と

なった国有林特別経営事業に次ぐ実に劃期的の大事業で

あったと云はねばならない。本来公有林野の造林奨励は

明治43年度の植樹奨励施策の一部として施行せられた

のに始まり翌44年度以降は治水事業に移され大正7.年

迄に実行せられた面積は14万町歩に過ぎずして，無立

木地は尚200万町歩を算し少く共内100万町歩は造林を

要する実情にあり治水事業として施行される予定35万

町歩を完成するも尚65万町歩を残すに拘らず市町村の

力を以てしては到底之を遂行し得る見込がないので，こ

の2分の1即ち33万町歩（内30万町歩人工造林，3

万町歩防火線，林道敷地等）に対し分収契約により国に

於て8千万門の国費を投じその造林を遂行し，之に依て

26惚円の収益を拳く．ると云ふ計画の下に立案せられ，

第一期は15箇年とし専ら植栽を行ひ，第二期賦其後を

承けて撫育及び伐採を行ふこととし87カ年を要する予

定計画で，従って全期間は102箇年を予定し，造林地の

収益分収は国及公共団体各を10分の5を標準とし地

代，造林饗，其他造林契約実行に関する溌用を参酌して

定める規定で，実施後財政上数次の造林繰延を見たるも

昭和33年迄に已に契約を終ったるもの1,240町村，

313,100池（此内解除31,9561xLを差引き現在契約面積

281,144hu),新植面積235,873hu(解除及改植面積

36,857haを除く）を算するに至り，其成繊概して良好

で，就中カラマツの如き生長の早いものは巳に主間伐期

に入り自治体財政を大に助け居るもの紗くないと云ふこ

とば誠に同慶に耐へい次第である。

（参考）国の支出，大正9～昭和33年，

事業費5,966,289,888円

事務費198,203,961

計6,164,493,849

宮収入，昭23～33年

主伐1,298,547,955円

間伐931,970,476

計2,230,518,931

官行造林事業の変遷経過。

宮行造林が創設せられてから己に40年の歳月を経過

－37－



正木：我国造林界の展望と処見

し其間前述の如く大震災，行政整理，大戦其他財政上の

都合等各種の己むなき障害により事業実行計画の数次に

亘る変更，管理機関の変動，経理所属の変遷，官行造林

法一部改正による造林対象地の拡大等幾多の変遷を見る

に至ったので，今妓に簡明に此等の変遷経過を解説する

こととする。

(1)．管理機関の変遷。官行造林事業の管理機関として

ば大正9年大林区署分課規程を改正し各大林区署に

公有林野官行造林課を設け，同年省告示を以て全国

に公有林野官行造林署10署，翌10年10署,11

年'0署,都合30署を新設せられるることとなっ
た。即ち

正伐期令級を伐期計算の基礎としていることの相違

によるものである。

次ぎに初期に新植したものは巳に40年近くを経

過せることとて主間伐期に入り其の財産価値が逐次

増大す為につれ市町村の財政関係から契約の解除，

持分の処分，町村合併による分割又は引継等種灸

の問題が生ずるに至り，一面官行造林の実行計画も

数次変更を余儀なくし新規契約の申諦朧増加の傾向

にあり，他面官行造林法改正の要請もあり，労盈以

て蚊に差当りの措置として新植及追加契約は新植が

昭和31年迄に実行可能で29年6月末までに申請

のあったものに留め，従来の新植末済のものを31年

迄に全部植栽完了せしむる方針を執り，更に戦禍に

よる甚しき荒廃に対し強力な治山造林対策を推進せ

ねばならぬ現状に鑑詮，新たに水源地帯の公有林野

要造林地に官行造林を実施すると共に普通林地に対

しても引続き官行造林を拡大実施することとなり

30年以降に水源林官行造林8万町歩，普通林既契

約分12,000町歩の外新規に約15万町歩の拡大実

施計画を立つることと成った。斯くして30年度か

ら水源林を合せた官行造林の新たな計画の下に発足

することと成ったのであるが，翌31年に法律一部

の改正を見，官行造林契約の土地対象を市町村有の

外，部落有及び水源涌養の為森林造成を行ふ必要あ

る私有林に迄拡大せられ，之に伴ひ造林計画も再度

変更，32年,.33年，及び34年度には毎年水源林

1.4万乃至2万町歩，普通林4千町歩を予定し，35

年以l峰は次の計画を以てすることに成ったと云ふこ

とである。

単位1ld

大林区署

青森

秋田

東京

公有林野官行造林署所在地 一
画

青森，一ノ関，高田，仙台4署

秋田，横手，山形3署

郡山，前橋平塚’静岡，上田，長9署
野，松本，飯田，新潟

岐阜,京都,福井,大阪，岡山，山8署
口，鳥取，松江

徳 島l署

熊本，佐賀2署

鹿児島，大分，延|剛3箸

80署

大阪

高知

熊本

鹿児島

計

に夫と新設せられたのであったが，大正13年官制

改正により大林区署は営林局，小林区署は営林署と

名称改正増設せられた際官行造林事業は国有林経営

と共に営林局署に於て行はるることとなり，官行造

林署ば営林署に併合せられ今日に及んだのである。

(2)．噸業計画の数次変更。前述の如く創始時の計画は

15カ年間に植栽完了の予定であったが関東大震災

其他財政上の都合で数次の変更を余鱗なくした。即

〆
少毎次35~88年'39~狸年|‘3~45年｜～其他財政上の都合で数次の変災を余儀なくした｡即函廻

ち第一次に昭和16年迄に完了の20カ年計画に繰・－

蕊＃延られたが同年迄に新植193,21811gを終へたに過

ぎなかったので更に昭和24年迄延ぱさるることに
計

成った。然るに16年の戦争が始まり昭和20年前一

46年計
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22,000

4,000

26,000

259,000

48,000

301,000

後7年間に亘り造林空白状態を呈したので，更に昭(8)．経理所属の変遷官行造林の経理は当初一般経常

和31年迄7カ年繰延のことに決し結局当初計画の 我として処理し来つたが，昭和22年4月1日国有

15カ年が36カ年計画に改めらるることと成ったの林野特別会計の発足と共に国有林事業と共に同特別

である。会計へ移ったのであったが，時恰も国有林事業は林

次ぎに保育並に伐採事業は当初第2期計画として 政統一の直後に当り経営必ずしも楽観を許さず加ふ

87カ年の予定であったが現実には保育は昭和49年るに終戦後の統制経済下にあって産物の価幡はのび
迄かかり収穫は昭和71年迄かかる予定であるからず，一方に於て諸物価や資材の高騰は著しく為に赤

合計87箇年計画となり当初計画年度内に完了する字会計を余儀なくし国有林造林事業すら予定の半分

予定である。但し之は当初計画が主として長期の伐を達成し得ざる実情にありしが，公共事業当時出発

採計画であったが現在の計画は森林法で指定する適し治山，林道事業と共に造林事業が強く要請せられ
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官行造林は其性格より此等と同じ性格を具備せりと

の事由から特別会計から公共事業識に移されること

になり23年の大半，24，25，26年度と約4箇年

に豆り山林公共事業徴の内より支弁さるることとな

り連年踏襲的予算を余儀なくされ，大戦前後を通じ

兎角振はなかった成織回復は期すべくもなき状態で

あって。一方国有林野特別会計は其後難備を終り統

制経済より自由経済への過程を経且25年の朝鮮

動乱を契機として林産物価格は上昇をたどり其運営

は益を良好に向ひし為27年より再び本事業饗を国

有林野特別会計に復帰せしむることとなり，造林の

増大，手遅れ保育の解消等に力強く発足し得らるる

ことになった次第である。

(4)．法一部改正による造林対象地の拡大。宮行造林離

業は当初の計画に於て公有林野中巳に整理統一を完

了をる市町村有の林野に限り之を行ひ地方公共団体

基本財産の基礎を確立し地方自治の進展に寄与する

方針の下に立案創始せられたものなるも，事業の進

展，時勢の変化に伴ひ，官行造林対象地の変更拡大

を至当とする見地の下に，昭和31年3月法律第

13.号を以て従来の公有林野官行造林法の一部改正

が行はれ，契約の対象となり得る土地の範囲を市町

村有の外，市町村の住民叉は市町村内の一定の区域

に住居を有する者が旧来の慣行に依り共同利用に供

する森林又は原野（部落有)，及び水源涌義の為森

林の造成を行ふ必要ある土地（私有林）に迄拡大推

進せらるることとなったのであ為。

本官行造林事業に対する批判と要望。

本事業に対する批判要望を簡明に記述せんに。

①、官行造林創始後全く恩計らざる事変及大戦等に巡

遇し施薬計画の第一期造林予定期間15年が倍以上

の36年間かかる事になったと云ふことは財政等の

関係上真に己むなきことと云ふ外なきも，当初予定

の面積完了に近づき，更に水源林を主体とせる新施

業計画を立案されし当時に於て其数趾，年限等陵な

変更せられ，予算編成及び実行の確乎たる目標主張

を失ふに至る如き紛乱をかもせし観を呈せるは，保

安林整備計画との関係上水源林中官行造林に依るも

のと，補助造林（公共事業費）に依るものとの限界

区分のハツキリせざりしに韮づくものと推察せら

れ，其後未だに計画の樹立確然たるものなき感を抱

かしむるものあるを遺憾とする次第で，此際一貧せ

る林業政策を行ふと云ふ観点よりするも，水源林中

従来補助造林を行ふ予定なりし要造林地に対しても

凡て之れを官行造林によるものとすることに改め，

其間の絶へざる紛雑を一掃し，之に普通林（市町村

及部落有等）を加へ，以て官行造林の拡大謝上に対

する今後不動の施業計画の樹立確定をなす様にさる

るを適策且要切とせざるか，敢て当事者の英断再考

を望む。

(2)．爾来数度官行造林が前述の如く事変其他により事

業繰延を余儀なくせし都度造林面積の縮小削減を見

たる以外，更に施業上最も甚しい痛手を蒙りたるは

各種の保育作業C補植，手入，枝打，間伐等）でそ

の手遅，不徹底，不実行等の為成林_ピに及ぼせる悪

影響の実に紗なからざるものあるを認むるにより，

今後之れが復活徹底に特に留意せられ努力あらんこ

とを望む。

(3)．林政統一以来北海道にも本法を適用せられ，又近

くは対象地を水源林等にも拡大せられたるを以て，

従来植栽契約のことに取極められいたる樹種以外，

今後当然のこととは云へ，エゾ，トド其他の針広葉

の適応樹種をも自由に撰択，契約，実行し得らるる

ことに取計を改められんことを望む。

第三部分林制度による造林事業。

国有にに於ける部分林は，公有林野等に対する官行造

林，及び近年発足せる分収造林と共に典型的な分収林業

と云はねばならない。斯の如く国又は公私人が此様な分

収林業の当事者となることを認められていることは，林

政上の目的達成手段として分収林業によることが適当で

あると認められたからで，此等は行政主体である国自ら

と公私人，叉は公私人相互が契約の当事者となるもので

あるが，その契約自体は国も公私人と同等の立場で相手

方の合愈によって成立さぜる法律関係で民法上に於ける

定型的契約の何れにも該当しない特殊な法律関係であ

る。

今現時我国に於ける分収林業に属する三事業の特異点

を対照すると次の通である。

種類契約当事者造林対照地

｛瀧奪］官行造林国×{献村，部落
分

｜灘鬘｡榊”淵､‘部分総鼠×
業

儀藝鱸紗瀧瀞。3．分収造林

次ぎに部分林制度は旧藩当時から全国各地に存在した

もので，当時森林政策の一として藩有林を民間資本によ

り造成する方法として行はれた取分山（南部調，植分

林（会津，高知，棚倉，福山)，植立林（仙台，秋田，
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福島，各藩及福岡)，一分税山（黒石)，等と称へた森

林がほぼ現今の部分林に当るもので，藩により或は時代

により多少相違はあるが収益分収割合は概ね一官九民か

ら三官七民の範囲で定められ，植栽方法も毎年一定期日

を定め住民総出して造林をなすもの，予め許可を受けて

植栽するもの，任意植栽した後に願出で検査を受けるも

のなど必ずしも一定方法により実施せられたものばな

く，何れにしても植付後藩役人の検査を受けて分収に関

する権利の公認を得ることが必要で，公認があれば之を

相続財産として取扱ふことが出来，藩の許可があれば造

林者は之を処分することも出来たのである。維新以後藩

時代に分収権利の認められた森林及び官林内に自費植栽

し公認を受けて居ないもの共明治9年制定の官林調査仮

条例により調査の上官林台帳に登録せられ其後地租改正

に際し部分林として取扱はれ，更に11年部分林仕付条

例が公布せられ，降て明治32年に旧林野法が制定せら

れ部分林に関する条項を設けられ，続いて同年8月国有

林野部分林規則が定められ造林者の権利義務等が明示さ

れ部分林制度が逐次確立せらるるに至ったO･e

38年に部分林設定標準が発せられ新規設定基準が明

示された。之によれば要存置林野の内特別経営造林計画

の対象以外の無立木地で一定要件を備へた土地及31年

の伐跡地の承に限ることとし新に設定を許可する区域は

調査の上大臣の許可を受けしむることとした。此許可を

受けた区域は宮崎，鹿児島県下の国有林で国と地元との

特殊事情に基き許可された区域と共に部分林設定区と称

せらるるものである。次ぎに昭和年代に入ってからは既

往の部分林は寧ろ整理される傾向にあったが，一方では

各種の国家的行事に際し其行事を記念する為の部分林

が盛んに行はれた。即ち御大礼記念，紀元2千6百年記

念，太平洋戦争記念，新憲法発布記念等の部分林及学校

植林運動の実施に伴ふ学校部分林等がそれである。

叉制度上からは明治24年国有林野管理規程が制定せ

られ第5章に部分林に関する事項が規定せられ，続いて

昭和26年に現行林野法が公布せられ，之に伴ひ国有林

野部分林規則は廃止と共に現行施行規則，管理規程が制

定せられ部分林関係の法令も整備せらるることとなっ

た。其間昭和22年法律53号を以て「社寺等に無倣で

貸代ある国有財産の処分に関する法律」が公布せられ従

前社寺保管林で神社又は寺院の植栽し，本法施行後6カ

月以内に申請したもので大臣の特に必要ありと認むるも

のは部分林となったのである。其数神社関係33件，

360町歩，寺院関係38件,960町歩余であった。

更に昭和25年民有林に対する造林臨時措置法の制定

に伴ひ国有林野管理規程の臨時特例が発せられ国有林野

に就ても民有林に対する同法の適用と相待って戦後の荒

廃林野の復旧と併せて地元民の福祉に資する為識極的に

部分林を設定する措腫が識ぜられ，更に昭和28年に制

定せられた地元施設制度推進要綱の趣旨に則り他の地元

施設と共に特に地元市町村を相手とする部分林の設定が

溌極的に進められて居るのである。我国現存の部分林

は，総件数5,494,総面積48,914町歩に及べるも，之

を総平均すれば一件当面積90町歩弱に過ぎず，従って

契約後毎年の植栽面積も概して大ならざるを常とする関

係もあり，概して契約相手たる地元民等の造林技術一般

に頗る拙劣未熟なるを常とするに拘らず，従来の成蹟の

比較的良好なるもの多きを幸とする次第である。然し処
によりては新植後の補植，手入，除伐及び間伐等保育作

業の手遅，不徹底なるもの妙なからざる為成果の不良叉

は不充分なるものを見受くる紗しとせざるを遺憾とする

次第であるから，此等の部分林に対しては一個管理の周

到と共に技術の進歩徹底等に関し関係営林当局は勿論地

方の改良普及員，其他組合技術員等互に相連絡し絶へず

実地に臨象親しく合理的施業を指導改善せらるるの労を

惜まず一段の成絞昂上に尽力あらんことを望む。

第四股近発足せる分収造林噸業。

森林資源造成のため人工造林地の急速な拡大を図るこ

とが刻下の急務であるのに鑑承その施策の一環として股

近特に推進唱導せらるるに至った分収造林方式による造

林事業は昭和33年法律57号による「分収造林特別措

置法」の公布により発足するに至ったもので，今後5年

間に普通林13万町歩を，叉55年度までに50万町歩

の造林を達成せんことを期待するものとの事である。分

収造林の遂行に際し当局は(1)．生産性の低い天然林を

生産性の高い人工林に切替へて行く為の林種転換造林を

促進し人工林の飛躍的拡大を図り，(2)．林木育種事業を

推進して優良品種を育成し之を造林の実行面に導入する

こと，(3)．普及活動を強力に展開し育林等に関する科学

技術を広く一般に普及すべきことを主張せられ，林種転

換による拡大造林，林木育種場の新設，改良普及員の配

置，森林組合の振興等に特に力を注がるるに至れるは我

国造林事業界に一刷新を来せるものと賛辞を惜まざる次

第なるも，此等の外更に種苗及育種，母樹及採趣林，並

に林地肥培問題を加へ今後慎重検討，論議を尽すべき点

多きも，今回は紙面の都合もあり，後日此等刻下造林界

の重要問題に関し改めて説述することとし，弦に筆を棚

くこととする。

⑬5．1．30寄稿原文のまま，一部省略）
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造林技術への反省

林野庁研究普及課猪

林業試験場造林部草

東京教育大学陣

瀬演三

下正夫

内巖

東京幾工大学川名明

林野庁造林保護課弘田尊勇

本会松原茂

松原どうも皆さんお忙がしいところ有難うございま

す。この頃育種とか林地肥培やポプラの問題とか，造林

技術でもいろいろ新しい面が加わってきましたが，古い

時代から行なわれております造林の技術についてもいろ

んな面で研究を加え，造林技術を確立していくことの必

要も相当あるのじやないかと考えられます。そこで，過

去における造林技術に対する批判といいますか，反省と

いいますか，そういうことを取り上げていただいて，今

後の造林の実行に結び付けて頂きたいと思うのでありま

す。皮切として林野庁の普及方面で造林のことを御計画

になります猪瀬さんにお願いしたいと思います。

タ ネ

猪瀬やっぱり母樹林からはいるんですかな。よい親

木からタネをとるという思想は非常にはやくから発達し

て，後に趣苗法の成立をみ，またそれにともなって行政

措置がとられましたが実際は，どのように行なわれてい

るんですか。

弘田一般的によい親木からタネをとらなければよい

苗木，よい造林地ができないということはある窟渡わか

ってきたのではないかと思い重す。しかし，そのような

ことを実現する技術と経済との結びつきがまだうまくい

っていないのではないかという感じがします。

猪瀬行政的な措置としてはあれでよかったと思うの

ですね。

草下それと他の林業部門でもそういうのが多いけれ

ども，つまり母樹林を作らなければならないという目的

ははっきりしていいことだが。ところがどういう仕立を

すれば沢山種子を供給出来るということがなんにも考え

られなかった。

陣内よいタネをつかおうという考えはかなり浸透し

ていても，今草下さんがいわれたようにどうすればよい

たれが沢山とれるかという技術がともなっていないとい

うことがあったので妹ないでしょうか。1級採種林，2

級採種林の区分も必要でしょうが，指定された採種林に

どうすれば沢山のタネをならすかという技術がともなっ

てほしいと思います。

猪瀬選定しなおした採種林は，従来の母樹林ほど種

がならないということが現実なんだね。結実の促遇壁

凶の予測といった面肱どうなんだろう。

草下豊凶予測だって花芽を早い時期に見分ける技術

はかなりいってるんじゃないですか。

猪瀬それは単に学問的にデーターが集積されている

というところにとどまってるのが現実で，第一線でとり

入れてやってるのかな。

草下入れてないとするとのん気なんだわね。（笑声）

陣内実際にはまだとり入れてないでしょう。

草下ただ豊凶の問題ば毎年豊作であってくれた方が

いいけれども，貯蔵技術で6年間く．らい発芽率を落さず

貯蔵出来ればあまり現実に支障をきたさない。そうでな

く，ならないやつをならせようという，これは今後必要

になってくるわけですよ。その方がなかなか大変です

ね。

陣内たとえば今研究されているジベレリンの問題に

しても，若い木で早く花を咲せることが出来るというよ

うなことが，実験的にははっきりしているわけですか

ら，それをただ実験にだけ止めないで，これからの採種

園，母樹林といったようなものに，いかに応用していく

かということも考えてよいと思うのですが。

松原国有林でももちろん母樹林があり童すし，民有

林でも相当各県で指定母樹林を作ってるようですが，播

種量は母樹林からのものでたりるのですか。

弘田今のところは全量というわけに緯いってないで

す。

草下貯蔵はかなりいってるんでしょう。だけれども

民間でば大体タネから錐成する.というのがわりに少ない
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のです。大体苗木買って植るというのが普通なんです。

一般の地方ではタネからやってるところほあまりないの

じやないかな。

弘田．たしかに今までの母樹林は単に指定して保存す
るという面が強く出されていて，タネをとるためにはど

ういう施業をやるかということはあまり考えられてなか

ったようですね。

猪瀬林野庁の行政指導よるしきをえなかった。

草下いやいやそうじゃなくて母樹林の施業としての

基礎が確立されてないので指導したくても指導の方向が

わからないわけですよ。そうかといって行政面で母樹林

の設定はやりたいわけですよね。これは母樹林に限らず

他の面でもそうじゃないのですか。

弘田将来採種園，採穂園というのほ完全に需給を満

す程度に完成したら別なんですが，それまで過度的な段

階として貯蔵という問題が重要だという気がするのです

がね。

陣内しかし貯職の技術というのはかなり進んでるん

でしょう。国有林あたりでやってる研究は。

弘田般近は相当そういう部門出来てますが，ところ

が民間の場合ですとなかなか経費とかいろんな面でむず

かしいので，やはり別のを利用しているのが多いのじゃ

ないですか。

川名母樹林の種子はだれがとるか決ってるんです

か。

弘田それはきまってないんです。

松原民間の場合母樹林は県が設定するんでしょう。

国からも補倣金をもらって母樹林を保護し，それから県

が直営ふたいな形でとってるんじゃないですか。

弘田それが必要量の全部を実施できない段階です。

松原とり方についてはだんだん厳正な方法によって

母樹林以外からとらないようなことを県でも考え，業者

にも浸透している感じはします。しかし豊作の場合はそ

れでいいけれども兇作の場合はちょっと心配ですね。

草下やっぱりそういう問題を徹底させる根本は苗木

なりタネの需要者の側を，産地のはっきりした苗木でな

ければ買いませんということにすればこれは自然苗木作

るものもそういうものをねらって作るようになる。

弘田現在各県でも品種系統については相当やかまし

くいってるわけで，次第に，どこでとれたタネであるか

幟つきりわかるような仕組蕊になりつつあるわけです。

またそうしたいと思ってやってるわけですが，現実には

県営で種子採取，義苗を全部行っていないのですから，

そこに問題がありますも

陣内育蔚は委能栽培しておりますね。

草下国有林だって凶作の場合は．…

猪瀬よいタネを確保したうえで，それに造林の計画

をあわせていけば無理がなくていいわけだけれども，

弘田そつちの方はなかなか出来ないですからね。

咲声）やっぱり豊凶の波が出来るだけ少ないような技

術をもつてくということが一番大事だと思います。

松原母樹林の施業法の問題ですが。国有林において

は現在ある程度立派な貯蔵庫があるということで緩和さ

れるでしょうね。民有林だってそういうふうなものを国

から補助金出して県で直営の貯蔵庫を作っておくという

ことは，必要な感じもします。

弘田大いに必要と思いま灸今少しづつ作ってはい

るんですけれども。

《
】

育 苗

松原次に苗床の間引きのことにつきまして…･･･

さきほどの話のように種子もだんだんいいのが使われる

ような状態にあり，資源の活用や労力，経徴の節減とい

った面から間引きの程度を少なくするような育苗の方法

朧考えられないものでしょうかね。

川名全然間引かないというわけにはいかないのでし

ょう。種子の本質からいって。

陣内ある程度の淘汰を苗床でやるということは必要

でしょう。ただ，問引率を30％と一率にきめてかから

ないで，苗木の成長を零て，加減することが大切でしょ

う。

猪瀬適正な播種量は，どれだけということはわかっ

ていながら，実質的には行なわないでそれ以上にまいて

いるというところに非常に問題がある。いま育種事業を

すすめて優秀なクローンで採種園をつくってます。ずい

分金をかけていますが，そういう場合にも間引いてすて

る考えはあらためるべきじゃないか。

川名今までの播種床へまいて床がえしてさらに山へ

出すという形でいいかどうか，将来問題です。外国では

ユーカリの一種の鉢付苗植栽とかマツ苗を紙ポット栽培

しているとかいう例が出ておりますが，ああいうふうな

根を痛めない方法を考えることも必要でしょうね。

草下だけれどもただ発芽させといて稚苗を早期床替

えするとい･うことになれば，ロスは少ないです。ところ

がはじめからポットにまくのでばタネの節約になるかど

うか？

川名白菜やキャベツのネリ床のようなものは出来ま

すが。

猪瀬苗木の間引きをどうお考えです。

川名先天的，後天的に特別大きくなるものがある一

一

錘
。

一
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方，いわゆるくず苗の出来る可能性がある。だから全然

間引きをしなくてもいいとほいえないわけ-ですね。また
競合させなければいけないということにもならない気が

するのですがね。種子によってもちがうと思いますが。
種子がよくなったら1本，1本よく育てるということに
なるんでしょうね。

草下今でも産地別のテーダマツなどははじめからお

しいから粒まきにして承んな移植してやるというような

ことでやってる。だけれども事業的にはそれほ望承がた

いような気がする。

陣内苗畑の技術は非常に進んでいると思うのですが

さらに研究しなければならないことも多いと思い薑す，

たとえば瀧水の問題ですが，戦後大分試験的にやられて

たようですけれども，実際にはどの程度蓑で現在応用さ

れているのでしょうか｡、

川名北海道にはいい施設がどっかにあるのだそうで

すね。千葉県の遠山のも最近のよいものだそうですがス

プリンクラーにいろいろ段階があるわけです。進歩して

きたいいものだと，土壌の表面はこわさないのですが，

悪いのはこわしちゃうそうです。

猪瀬水をまくそれ自体については機桝こして労務管

理の面でプラスになってると思いますが，苗木の成長に

関連してなんら究明していないのですb

陣内もう一歩進んでいただきたいと思うのですb潅

水したために徒長苗が出来るというだけで終らせない

､で，そういう施設を利用してさらによい苗が出来ないも

のかどうかというところまでもっていけるんじゃないか

という感じがするのです。どうですか草下さん。

草下いやそれには残念なことに，出来上った苗木の

規格が外貌だけなんですよ。そのためになんか養苗法が

検定出来るような苗木の検査手段，そういうものを研究

していかない限りやったものの効果がそこで測定出来な

．い。要するに健苗の内容をもう少し科学的にしていかな
いと。

川名今いわれる健苗が生長よりも山へいって活着す‐

るための健苗です。その辺が一致するかもしれないし，

形の上で範囲が違うかも知れない。

草下はじめは抽出標本を切りこまざいてチニックす

る方法であってもいいと思い室す。だんだんうまい方法
に切替えていけば。

猪瀬気象管理の面からもつともつと突込んでやる必

要があるのじやないかと思うのですが。

川名1日何ミリメーター淵水するかば土壌の水分と

にら承合せてやることになりましょうが，むしろ問題は

病気です。空中湿度や葉面が毎日ぬれることが問題で

@

談 会

・す。ホルドーのまき方とどういうふうに組合這るとか。

陣内しかし，溌水設備にしても一応設備が各地の苗

畑に出来たということは育苗技術を少しづつでも前進さ
せつつあるとぶてよいでしょう。

松原日本の養苗はヨーロッパ，アメリカあたりの養

苗とくらべどれくらいのレベルにあるものですか。

草下知らないけれども，普通の種子からの養苗では

差はないと思います。さし木の場合向うは非常に金をか

けた施設をつかって空中湿度調節が出来るようなガラス

室内でやっている，これは事業ではないが….ジョーロ

で水かけた実験はないですよ。事業的にやってるのは，
カルホルニアで非常な乾燥地なんですが日本じゃ椿なん

かは普通の路地に挿付けて十分商売になり蓑すが，向う

じゃだめなので，ガラズ室内でやってる。林業の方では

そこまで浸透していないと思い室すが。アメリカのは苗

畑作業も出来る限りトラクター引っ張ったりして機械化

されてますが，それで出来た苗木はという段になれば雫
作業の方が結果はいいのじゃないですかね。

松原結局養苗作業なんていうものは，いろいろとこ

まかい，例えば水分，土壌，気候，施設，肥量等それか

ら一番もとになる種子の問題など，いろんな問題がから

まってくるから，なかなか養苗方法を急に改善するとい

っても容易じやない問題でしょうが，それにしても今陣

内さんがいわれたように昔にくらべればだんだん進歩し
ているということはいえるでしょうね。

川名どうなんでしょう。昔のことはよくわからない

のですが,昔上手だつ漣のがまた下手になったというこ
とはないのですか。たとえば昔は有機物肥料を沢山使っ

ていたのが化学肥料を使うようになって下手になってき
たということばないのですか。

草下今関さんのですが，ネマトーダが金肥の連用の

ためじゃないかという想像説があるのですが。ネマトー

ダに限らずで商売違いだから具体的にいえないけれど
も，やはり土壌にはミクロフ画ラが金肥の連用のために

変ってくるということがあるのじやないか。

川名このごろ肥料の使い方が上手になりましたが，

一時は悪かったですね。戦争の影響かもしれませんが。

草下戦争直後は兵隊の教育だけ受けた担当区があっ
て，アカマツとク戸マツの区別を知らないのがやってた

んですから。

猪瀬川名さんいわゆる徒長苗はどうなんですか。

川名原田さんが最近発表していますが，あのような

完全な徒長苗は困りますが，僕はあまり形にとらわれて

こわがっているのもまずいと思う.のです。窒素が非常に

過多で根の割合が小さいとかあるいは伸びすぎて弱い，
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掘っていたら土がどつかえ行っちゃう所もあるし，粘土

質のところもありますし,C,ちがいにはいえません。植

える人が研究しろということですね。群馬県の数ケ所の

林地肥培試験地のうち，1ケ所がほとんど肥料がきいて

いない。しかもそこが秩父古生層なの芒よいところのき

かない例じゃないかというのですね。林業試験場の真下

さんと見にいったのですが，やっぱり植え方が悪いので

す。8年前ですから条件もわるいのですが。補植率50

パーセン1,で，2回補植してます。そういう補植率の高

いところでほとんど伸びられない，かろうじて生きてる

苗に肥料をやっていますからききがわるいのです。2尺

苗を下から運んできて1日200本植えています。わざと

根を曲げてるんだという話でした。群馬県ではこの頃大

分植え方を指導しているようですが，その時分は悪かっ

たんでしょうね。

陣内1割から2割になるというのはこれはやっぱり

しょうがないのかもしれませんね。苗畑から造林地へ運

ぶ運び方の問題，植える時の気象条件，土地条件などそ

ういったものがいろいろあるのですから。

川名1割か2割を前提にするのはまずいんじゃない

かな。急にはどうにもなりませんがね。日本の試験場な

んかでは苗木の運搬とか，根の切り方とか，植えかたと

かそういうふうなことの研究はあまりやってないのです

か外国のプリントを謀ると輸送方法とか，根の切り方

で，活鴬率が何パーセン1､になるとかやってますが。

草下輸送のことはやってないけれども，いろんなこ

とをやって熟たら成綴があまり変らんということがあり

ました。これには参りました。しかし成長があまり変ら

ない場合があるのですね。それは伊豆でテーダマツの植

栽地がこの間の台風でえらくひつくり返ってその原因は

植付けのときの根のあつかいに欠点があって，根の異常

なものがひっくりかえった。ところが地上部はあまり変

らないのです。

川名同じマツ属でもテーダマツは地上部が枝を出す

ように根の発生もいいということばないですか。

草下アカマツやク戸マツにくらべ非常に太い側根が

出やすい。

川名植えつけることと，それから堀りとってから植

えてしまうまでの間ですね。

松原それでは輸送，仮植等につきまして．．..。

猪瀬グリンナーの実綴はまだ出てないのですか。

草下さし木なんかの場合など一般に使うのはどうか

な。山行の際というのだけれども，グリンナーを使うよ

りむしろビニールの梱包でやった方が実際的のようです

ね。しかし苗畑に移植しても本当に枯れるのですよ。山

そういうのはもち論まずいですが。むしろ苗のつくり

方，植え方が将来問題になるのじやないですか。

猪瀬大苗，小苗という問題朧。

川名それは土壌によって相当違うと思います。たと

えば粘度質で，ほったらかたまりになって地下水の毛管

がきれてしまう土壌とか，あるいはあとでは伸びがいい

けれども角礫の多い土壌とか，そういうふうな割合活着

条件の悪いところは小苗の方がいいと思います。1年生

造林がゑられなくなっていますが，どういうふうに発生

して，どういうふうにきえていったか知らないのです

が｡

松原昭和5，6年ごろですね。1年生造林が盛んだ

ったのは。

川名あれをいいだした方々 は育苗方法が非常に上手

でよい苗をつくっておられた。山へ出したらよく伸びて

いるということでいい出されていると思います。活着条

件のわるいところに大苗を下手に根を曲げて植えたのと

くらべて，1年生のよい苗をつくって承て小さいし伸び

もいいし，根も素直に出ているから相当違ったのじやな

いか。そういう意味がその時あったのを真似をする人の

技術がともなわないでうまく普及しなかったということ

もあるのじやないですか。そういう気がするのですが。

草下それと初年度の手入れ，梅雨前に手入れするこ

とは非常に困難なのです。梅雨をこして草にもぐってて

も枯れないということが一つの条件になるのじやないか

その点で1年生造林は非常にまずい面があるのです。梅

雨こしたらぶつからなくなっちゃうのです。

川名場所によっては大苗が有利ですが，小苗じゃな
いとうまくいかないところがあってもいいと思い室証

草下そろそろ山へいきますか。

1

《
》

一

L要

植え付け

猪瀬山へ入ったら植付け本数，その前に地ごしらえ
があるか，僕は山に植付けた後1割か2割枯れて，翌年

補植することはあたり前に考えてることをどうかと思っ

てるんだけれども。

ハ幅残念ですね。

猪瀬かりに2割枯れるとすると，苗木代だけで10億
ぐらいになります。それを年を捨てるんだもの。

川名去年渡辺蠕集者注一渡辺資仲氏）先生が林業

技術にかいておられますが，枯れるという時には伸びも

悪い。ですから伸びも含めれば損害は実に大きいという

のですれ。

猪瀬造林の本には丁ねいに植なさいとあり寮すが。

川名たとえば植穴を大きくずるといってもがさがさ
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行の際吸収根を枯らさないということはほとんど不可能

だと思います。活着というのほ一種のさし木で新しい吸

収根が出てくるということだと思います。苗畑でもよほ

ど注意して短時間にやるんでなければ本来の吸収根は枯

れるのです。一ぺん

松原林業ではなんといいますか蒸散作用を抑制する

という意味の切込承は考えられないものですか。

猪瀬それについては活着ということをねらったのじ

やないけど，苗木がなくてやったのがあるのです。苗木

が足りないから下の方の大枝を落してそのホをさし木に

使うというようなことをやった例がありました。おそら

く活着率ほいいのかも知れません。

猪瀬地ごしらえは飛んじゃったね。

川名地ごしらえはやはり土を流さないということ。

裸地になるからぽかりでなく皆伐したら材木を移動する

し，人間が入って土を流しているからとめるということ

を強調してもらわないと困るのじやないですか。

猪瀬活着をよくするという観点に立った地ごしらえ

方法に対する業績はあるのかな。

川名東大の千葉県演習林の渡辺先生は地ごしらえの

時落ち枝をそのまま動かさないで植えるべきだというこ

とをおっしゃってるようですね。尾鷲の北に三井物産の

山があるのですが，そこではまくったのを杭をたててと

めまして，ちょっと土をのせていますが簡易編柵の簡単

なもので非常によい階段が出来てます。果樹を斜面に植

えるときに，わざわざ階段をつくらない場合にはウ.f－

ピング・ラプグラスのような草をすじにうえておいて自

然に土がたまるようにするといいます”。折角落枝があ

るんだから，それをある間隔で並べておくのがいいの

で，尾鷲で実験して象ましたが放置しただけでば駄目で

すね。

猪瀬落して燃すというのは愚の骨頂だと思いぎすが

それが広く行なわれてるのはどうかと思うのですよ。

草下北海道の場合などは量が多くてどうしようもな

い。あれは積象上げておくとねず承の巣になっちゃうか

ら。

川名北海道のようななだらかなところはまた違いま

しょうが。

草下清悪林地の場合一番理想的なのは刈払ったもの

を伏せこむことでしょう。

川名どういうことをするのですか。

草下ちょっと掘って。

川名縦はまずいんですね。暗渠なら別ですが。

弘田今後拡大造林を進めていきますと，天然林で炭

にも利用出来ないような立木地の地ごしらえに困ってい

談 会

る場合がありまして，これを何とか簡単に出来るような

方法がないかと思っているのですが。

松原何か機械を使うような方法がないのですかね。

弘田非常に経費がかかりますのでなかなかむつかし

いのですね。

川名奥地に経溌をかけてあうんですか。

松原あうということよりやらなければならない。

川名拡大造林をしなければならないのですか。だれ

でしたか，今やってる造林は21世紀の造林だと書いて

ましたが。

猪瀬なんでもかんでも針葉樹でいくやり方はこの辺

でしっかり考えたらどうかという感じがしますね。

川名金をかけて林道をつくり，人夫の飯場をつくっ

て山に植える，コストがあがるだけです。これからの日

本はどうしても工業に依存することになると思うのです

が，林業がこういう状態であっていいのかどうか。

猪瀬それで1昨日だったか，浅川計画課長のかいた

のを読んで承まして，土地利用区分の問題から出発して

いわゆる里山，農業畜産と競合する地帯を樹木農場，そ

れから次は人工鐵氷，それからさらに入ったところを天

然林を改良する地帯，さらに奥地は天然更訴これは是

非そうあるくきじやないかと思いますが。

川名大賛成だな。大政先生や四手井先生も針葉樹単

純林ばかりになることを批判しておられますね。ある県

有林を見にいったのですが，林道が出来れば条件が変り

ますが，林道の出来る前にブナのこんな大きな木が生え

てるところを巻枯して植えていくんです。1本の巻枯し

磯用に百円く'らいかかってるんです。それだけのことを

し，無理して下へ植えて，しかもその時に広蕊樹を点を

残すので成林したのを承ると穴だらけなのです。今折角

ある木が役に立ってないのですから，そういうことをし

なければならないかどうか問題だと思います。

松原それは民有林ですか。

川名関西の県有林です。拡大造林で劉当てられてる

から仕方なしにやるのかもしれないけれども。

弘田原理的な考え方からすれば当然人工林は里山か

ら奥地にすすんでいくことが予想されますが，現実には

現在の利用関係，所有関係等から飛びこえて造林をする

場合が生じるのです。

川名他にやることがないのですか。たとえば農工大

学に波丘地の研究所がありますが，そういう立場で承て

ると里山は目茶苦茶ですもそういうふうなところにも，

林業に限定しないで投資されていいわけです｡

弘田現在里山は薪炭林とか農用林とかの生産に供さ

れている場合が多く，人工造林をしようとする場合もこ
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いいのじゃないですか，場所によりますが中村先生のい

われるように粗密試験が必要ですね。僕は施肥するとき

は最低4,500にしろといってい童す。

草下今まで奥地林は間伐材が利用出来ないから粗植

しろというが，それば利用面からいえばそうなんだけれ

ども，しかしこの間被窪で倒れたオネ山のストローブの

見本林についてその立地のいいところと悪いところ，そ

れは明らかに個体の成長には大差があって，胸高直径は

片方は30センチ，片方は20センチ，ところが立地の

悪いところは本数が沢山たって童す｡結局ヘクタール当

りにすると400立方米。そうなると立地のいいところで

余計に生産されたというのは間伐を何回もやられて，間

伐材として利用された分が，ということであるわけで

す。たった一つの例ですが，しかしそれに近いものがず

い分出てきている。そういうところで立地の悪いところ

は無間伐に近いやり方で，比較的密植していつも100パ

ーセントクローネを維持しているということでいくと

相当な生産が行ないうるということになる。

川名立地の悪いところはクローネをひろく開けたら

なかなか閉鎖しないですから。

草下だからそういう面からいうと土地の悪いところ

の方が密植しなけばいかんということになるんだよ。

川名土地の悪いところは密植しなくちゃいけません

ね。よいところも3,000本なんていうことはないと思う

のでもつと密植して間伐していけばいいと思います。尾

鷲で終戦後苗木のない当時の林務課長がそんなに沢山植

えるからいけないのだと強力に指導なさったそうです

が，その時松永さんが3,000本植えて試験したのを承る

とほとんど林になっていません。あそこは土地のわるい

ところなのでよけいなんですが，その隣の在来の本数の

方はちゃんと林になってます。

猪瀬間伐までいっちゃうとあとはなくなっちゃう

（笑声)。

松原適地適木。

川名適地適木ば林業試験場で大政先生の土壌型が出

てデーターがあつまって今では世界的なものだと思いま

す。

草下ただあれだね。土壌型の区分がきわめてよく出

来るのはスギについてなんです。少し悪口になります

が，カラマツの問題なんかになると必ずしもうまくいか

ない点があって，土壌部の人たち自身が感じている。そ

れは土地利用調査で相当な点数でしたが，スギについて

はよくあうのです。アカマツ侭非常にアットランダムに

なっちゃって具合がわるい。

川名スギの植えられない寒いところへどんなものを

のような利用面とか造林者の土地所有の関係から苗木運

搬等の可能な限り里山より比較的奥地に人工造林が行な

われているのではないかという気がするのです。

川名蓑きがらした山のように今の経済に全然プラス

になってないところですね。問題になるのは。

猪瀬1年の造林面蔽は大体30万町歩ですか，植つ

放しになってるという林の率はどのくらい。

松原それは戦争当時から終戦後にかけて非常に多か

った，あの当時植えたけれども人夫賃ほ高い，人は少な

いといったようなことで，手入れができなくて，今は造

林地であるかどうかわからんくらいになっているのがず

い分ありましたが，この頃では高い金かけて植るからに

はあとの手入れを放っておくというのは少ないのじやな

いでしょうか。

陣内手入れの経蕊は国有林では-1-分なのでしょう

か。

猪瀬金はあるのですが，労務ですね。特に北海道で

は。

陣内最近手入れをしないでよい品種ができないもの

､だろうかと現場のある人にきかれ，それはとんでもない

と話したのですが，それ程つまっているのかと思ったの

です。

猪瀬植栽本数の問題は。

松原最近どうですか，植栽本数ほへってるんですか
”

増えてるんですか。

弘田最近次第に増えてきてるんじゃないですか。

川名国有林はスギ，ヒノキは4,500になったですか

一時3,000ぐらいになったのがだんだん増えてきてるよ

うですね。

猪瀬何でもかんでも3,000本とか4,500本とかいう

考え方でなく，なんか新しい考えになって粗植するとこ

ろと密植するところの区分のしかたが検討されなければ

ならないのじやないかと思いますが。

川名密植林業はほとんどない。吉野とか尾鷲とか特

殊なところ以外は密植にならないと思いますね。

弘田考えて梁ますと3,000本植えるということは慣

例的なもので数字的に基礎そのものが朧つきりしていな

いのではないでしょうか。

川名マツは中村先生が強調されて今は考え方として

は密植じゃなければいけないといいますが，実際はどう

なんですか。樹種によって違いましょうがスギ，ヒノキ

は4,000本以下は粗植ぐらいのつもりで考えていいんじ

ゃないですか。粗植でいいかどうかという考え方をする

時に。拡大造林の奥地のばあいは問題外ですが，普通我

なの考えているスギ，ヒノキの造林はもつと密植しても

《
》
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植えたらいいかわかってるんですか，たとえば秩父の北

斜面のような。

草下これは非常に問題ですよ。たとえば東北地方の

岩手県の雪の少ない寒冷地，それから北海道，オホーツ

ク海からこっちにかけてのこれは土壌だけが問題じゃな

いのですから。

川名そうすると今のところは。

草下北海道の湿潤地ではヤチダモをうえていたんだ

が，用途が主として家具材とゆうのでは今日魅力がなく

なった。そうするとこの湿地へ植える造林樹種というの

はないのですね。

川名今のところはスギ適地は大体わかった，あとは

考えてるところですか。

草下考えてるところだというよりも，いろいろな土

壌の因子がありますね。そのなにが一番よく対応するか

というようなことをね。

猪瀬外国樹菰は戦後関心が高まってきたが，草下君

専門の立場だからこのさい反省すべき点をすこし。

外国樹種

草下外国樹菰については僕朧こういう考えを持って

るんで，少し林業全体の悪口になるけれども，林業は技

術なりデーターなり，そういうものがまず改良されたり

発見されたりして，その結果仕事が改良され，方向転換

するというのでなくて，なんというか森林有機体説なら

有機体説といったこと，ああいうものによって経営方針

がひっぱられてきたという傾向があるわけです。その結

果宣伝が行き渡った時iこ悪い言葉なんだけれども，ブー

ム的になるわけだな。ところがその根拠が比較的薄弱だ

から，その通りになっていかないとすると評判が悪くな

って別の方針がとり上げられるということになってきて

る。外国樹種はブームにしたくないと，むしろ思ったん

ですよ。そうじゃなくやってるうちにだんだんデーター

が集積され，確実性が増化してきて序々に進行して行く

ものだという考えを持ってるんだけれども，だから一人

一究承たいなことをいってね，なんでなければならない

というようなことは非常にまずいことだと思ってるんで

すがね。それにはまだ今もってデーターがたらんですよ

ね。試験研究はいいことですけれども，世間の受とり方

が研究として国がとり上げたとたんこれは有望だと誤解

を感じて受取るらしいのです。たとえばメタセコイヤは

海のものとも山のものともわからない。研究対象にとり

上げたとたんに，苗木はないかと問い合せがひつきりな

しに試験場にくるわけですよ。民間の素人承たいな人か

ら。そこで研究なり試験なりというのは見通しのかなり

談 会

悪いものもとり上げてもいいと思うのですが，その関係

をどうやったらいいか。

猪瀬一応林野庁として行政的立場から外国樹種につ

いての華本方針は明確にされてるけれども。

川名ユーカリはいいとこばたしかにいいですが，あ

あいうふうな植え方をしたら日本の在来の広葉樹はどう

なるか。比較はやってるんですか。

草下それはやって象ようとした意図は僕自身はあっ

たのですよ。イイ岸リ，あれ山の中でぼつんぼつんしか

ないけれども，とても成長のよいのでそれをやって承た

んですが，これば成林困難ですね。イイギリが駄目だか

ら他のものは駄目ということはないのですが，それとミ

ズキ。ミズキはあまり具体的にはやってみなかったので

すが，イイギリは山へいき蓑した。案外いざ栽培しよう

となるとああいうものばなかなかむずかしいです。

川名ユーカリの場所だったらシイなどはむずかしい

ですか。

草下御坊の造林地観藍では，ただ基本的にユーカリ

は賛成出来なかったのはオースl､ラリアほ非常に轆梁地

です。日本の多雨地帯にもってきて一殻条件として成功・

する可能性は非常にとぼしいと思ったんですけれども，

大部分の試験地についてはややそれに近いんだけれども

た菫たま御坊の民間の人が熱心で丁ねいなやり方をやつ・

てね。今のところでは成功したという一つの例なんです・

が。

猪瀬あそこ溌近ご魔になったですか。

川名僕懲御坊じゃなく潮岬と田辺を見せていただき

ました。1昨年と昨年です。

猪瀬そうですか，昨年あたりからちょっとした地彩

の差で非常な成長の差が出ちゃってね。県の連中鮫初え

らい自信もってたんですが，去年あたりから前ほど積極

的なことをいわなくなった。

草下ただこれはポプラにしても同様だと思いますし

ポプラとかユーカリと､､うようなものは従来の材錐の観

念で山へ植えた結果駄目だという洛印を押すことは無論

駄目で，大体林業で樹種毎に栽培方法力雛立されてない
ことは実は情けないことで，ポプラ，ユーカリといった

ような場合はポプラならポプラについて栽培事業とし･う

ものが確立されその上で日本という狭い土地の中でそう

いう栽培手段で事業が経済的になりたつのかどうかとし

うことが問題だと思うのだな。イタリーでなりたっても

日本では介在する余地がないかも知れない。

松原草下さん徳島のカリペアマツはご瞳になった二

とありますか。

草下見てはいないのですが，いろんなデーターは見
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てます。テーダーマツよりカリベアマッの方が原産地が

南に偏しているのですね。カリペアマツは戦前は樹木園

にある木く・らいで大きなものは何にもないのですよ。関

東一円から伊豆く･らいでの比較ではテーダーマツより初

期の成長が遅いです源。

松原さらに南の方へ行くと。

草下九州なんかテーダーマツを戦後に植えたやつは

あまり成鎮がよくないというようなことでカリペアマツ

の方がむしろいいのじゃないかという気がするのです。

それは台湾でやっぱり進駐軍がテーダーマツとかカリベ

アマツとなんかの種子をもってきて植えさせたらしいの

です。台湾ではカリベアマツが一番よいということで

すね。そういうことからいうと南へ行くほどこれは天然

分布と一致しているから多分正しいと思いますが，カリ

ベアマツがよいのじやないかという気がするのです。

川名ポプラは施業的に植えはじめたわけですか。

松原そうはいってないでしょう。ようやくうえかけ

てるという程渡じゃないですか。カリベアマツは徳島県

の林業指鞠『の所長の福田さんから聞いたのですが，か

なりの面積を植えてるそうですが，最高何年になるとい

ったかな。

弘田大きいのは5年生位と思います。指導所の中に

あって，単木ですが，ずい分大きくなってます。県行造

林で山地へ植えたのが現在最も古いのが3～4年生く．ら

いですが，私の糸たのは2年生の所でよい苗木をもつて

って植えたのは現在のところ成績はよいようです。ま

た，海抜400米ぐらいのところに試騨也をつくりまして，

名越のマツを1列づつ並べて植えているのです。現在4

年生位ですがその中でばテーダーとカリベアマツが一番

成績がいいようです。

松原4年でどのくらいになってますか。

弘田大体1米あまりだったですかね。他の種類のも

のはまちまちですが伸びは全体的にずっと落ちていまし

た。

松原日本のクロマツ，アカマツもやって蓑すか。

弘田それもあります。また外国のいろんなのも合せ

て20種位一緒に植えてます。また別の箇所で溶悪林地

に去年の春植えたのをみたのですが，植えたばかりです

からわからないですが，それでもその年に施肥している

関係もあると思いますが大分成長しております。

草下カリペアマツのことはあまりくわしく知らない

ですけれども，テーダーマツの場合いえることは幹とク

戸一ネの比率はちょっと日本のマツと違うと思います．

鉢なんかに植えても幹が非常に太く，クローネが貧弱な

わりに成長しております。そうでなければ単木成長は早

いといつたって林分成長の場合そんな効率が上がるとば

考えられない。

川名それはイ少リーポプラにもいえるのですか。

草下現実迄山へ持つてって場所によっては成林して

いるところがあるけれどもコーモリ蛾がついたり害虫が

多くてしょうがないですよ。ポプラは交配も簡単に出来

るんだし，日本の在来のものと交配して日本での新品種

をつくって行くべきものと思います。

猪瀬ぼくの釜淵ポプラを沢筋に植えてあるのですが

沢の下と上では成長の差がばなはだしいです。スギを植

えたって成長が期待出来そうなところです。王子や，東

北パルプさんでは，山へ植えるということは考えてない

らしい。ちょっとした空地へ植えよう，そういう目で植

えれば，植え場所に肱一向困らないという話だった。

草下北海道なんかはありそうだね。

松原私何かの新聞で読承ましたが，王子の春日井工

場では岐阜県，愛知県，三重県の三県にわたりまして農

村と契約し組合をつくりまして農家に苗木を10本，20

本と配給して植えてもらうようなやり方をとっているよ

うです。各社ともそういうやり方じゃないでしょうか。

本州製紙あたりも埼玉県あたりで大分積極的に考慮して

いるようです。今までは工場の敷地だとか社宅の周囲だ

とかいうところにやってきたんですが，そういうところ

は億とんど終ったから今度は農村の方に呼びかけている

という段階でしょう。今のところパルプ会社も山地造林

は考えてないようですね。

草下そういうことになると土地利用の問題，今度は

果樹なり林業の方はキリですね，そういうものとの農家

自体の収支の均衝がどうなるかということですね。田の

アゼをポプラでや為のと柿やくるみを植えるのとどうか

ということですね。そこがなかなか経済条件がむずかし

いと思うのですが。

猪瀬パルプ会社のいきかたはいいと思うが，問題は

保護でしょう。会社自体自分のところの社員に病虫害の

専門家をおいてそ加が順回して指導なりなんなりする積

極性がほしいですね。

松原しかしその点についてばポプラ協議会でもいろ

いろ文献を調べて普及するようにつとめており，また会

社の山林部の中にもポプラにくわしい人が数名いるよう

です｡それも苗木を渡し放しという恰好でなく，分収造

林承たいなものにし切った場合には相当価格で買うとい

う行き方だと思います。

草下艇家のまわりに植えれば保護も行届きますし，

かなりいきますでしょう。

陣内外国樹種の問題庭関連して育種の方で導入育種

《
》

《
】
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かしないかということがまず問題です。法というのがあって，外国の樹種を入れて日本に適当す

るかどうかということを検討する方法ですか，外国種に

限らず国内樹種の導入，たとえばカラマツが北海道定成

功する，それが他地方で適するところがないかというこ

とも大本だと思いますもそれから育種に大事な問題は遺

伝子の導入，これは日本のカラマツが三一ロッパヘ行っ

てヨーロッパカラマツと雑種をつくって利用しているこ

ともありますから，こういう2つの面が導入育種の中に

は含まれているわけで，外国樹租も大事ですが，国内樹

種の導入も必要ですね。

猪瀬林野庁は育種の事業に踏欺切っちゃったけれど

も，いろいろ問題をはらんでますが，どうすれば事業を

スムースに安全確実に進められるかという点はどうです

か。

陣内試験研究の基礎の上に立った事業でなければな

らないと思います。今後の事業をスムーズに発展させる

ためにはまだまだやることは多いと思いますが，さしあ

たり，採種林の造成・採種技術でいろいろ問題がでてく

るでしょう。

川名国有林では外国樹種とのかけあわせの問題など

はやってるんですか，育種事業として。

陣内まだそこまでいってないでしょう。

川名研究しようとしているのですか。

猪瀬そういう方向にいってます。

草下今外国樹種も含めて造林樹種を象つけ出すこと

が急務だと思うのは，とにかく多雪地帯，スギの植えら

れない造林地帯，それからもう一つ今拡大造林の計画と

してカラマツを植えるという地帯，これはカラマツ1種

類じゃどうも頼りないのです。カラマツがあらゆる立地

に適するとはどうしても考えられない。候補になる樹種

ほとぼしいのです。それを見つけ出すことが重要な問題

と思います。推しようするには早すぎると思いますが備

地にはアカシヤなんかかなりうまくいっている，カバな

どもありますが，広葉樹の造林の方はまったくまだなん

にも板についてないのです。極端に刈込んで植えるとい

う造林法が。

川名カバの育苗はうまくいってるんですか。

草下育苗臓割に楽なんですよ。しかし山へ持つてっ

て非常に活着悪かつたという例がありまして，それは先

が柚れるのです。だんだん細くひょろひょろ伸びるので

す。苗畑で成長する分は問題ないので山地造林に適する

カバ苗は問題なんです。

川名ユーカリ，ポプラは肥培を前提にしていますが

カバの苗を植える時は肥培を前提としますか。

草下カバの場合，そこはまだ考えてない。成林する

施肥

猪瀬林地肥培の問題出ましだから，ここらで林地肥

培についての林野庁通牒についての御意見をどうぞ。

草下僕らは第3者だからあれ象て林地肥培を抑圧し

ようというふうにとらなかった。ゑんな騒ぐからよく読

んで象ると大したことない。

川名いや，たとえばきかない場合が一般的であると

いうようなかきかたがしてあります。

猪瀬いや，そういう表現はしてない。うち出し方は

林地肥培はまだ試験研究の段階にあるということをうた

ってるわけです。だからきく場合もあるし，きかない場

合もあるが，明確なことは今やってる試験研究の完了を

待って初めてわかることだということを最初にうたった

わけです。いま育種事業をすすめている。その育種の効

果を発揮するのは新品種育成だけじやいけない。肥培技

術その他一般技術が進んでいかなければ育種の効率100

パーセントというわけにいかないという考え方ですね。

だから当面にほ間に合わないが精英樹のクローンが山へ

植えられる時期までには肥培技術の確立が必要である｡．

それともうひとつ拡大造林によって単一な針葉樹林で短

伐期皆伐施業の繰りかえしによる地力の減退という問題

をあわせ考えますと，どうしてもそれば確立する必要が

ある。それにば今から大いに試験研究を助長すべきだと

考えています。

川名今僕はコシダ地に石灰窒素を使えといっていま

すが，自分で石灰窒素をやってみてコシダが，枯れて腐

ってきて，林地に堆肥をおいたようになって，やせた林

地でヒノキがグングンのびてくる。そうなるとだまって

いられないで,石灰窒素の人たちに積極的に話しかけて，

これはいいという。そうすると向うの人たちだってお前

の商品がいいぞといわれればそうですかということにな

ります。それと同じで固型肥料の場合も日本の林地に適

した固型肥料がうまく発明されたからそれを関係者がす

すめる立場になったのは当然だったと思いますも

猪瀬通牒にうたってる越旨は，施肥がきかないよう

な方法をやらせたくない。やらせるなら間違いない施肥

をやらせて大いに助長したいというのです。

川名こういうものが出たらいろんな議論がこれによ

って誘発されるので，日本の林地肥培にとっては非常に

プラスになると思います。

草下しかし例えば外国樹種について民間の人から直

接指導をもとめられた場合あなたがお植えになるのな

ら試験をやるつもりでやるなら賛成です。事業として採

秒
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算をとってものを考えるなら:悔やめなさいという。そう

いう程度の段階なんですよ。

川名それは経済の問題が入るので，場所によってち

がいます。各人が見たりためしたりして見極めをつけて

から始めているでしょう。あれによって肥効が期待出来

る場合が少ないと考えられるなら通達は適当でないと思

います。

猪瀬そこで3年，5年の短期間のことは別として40

年，50年さきまで肥効を期待するということは，今一般

に行なわれている肥培方法ではいくまいと考えたんです

川名ポプラやユーカリにしてもモリシマアカシアに

しても，導入するぱあい造林方法は今までの通りのこと

で，ただスギがユーカリに変ったということはありえな

い。林地肥培だってそうなんで，今までのところへ肥料

を突込む動作が入るだけじゃ駄目で，当然林地肥培の段

階の林業にならなければいけませんね。

が出来るようになっていれば，研究がすすむので妹ない

ですか。林野庁が今の7倍か8倍く．らいの林学出をとら

なければ国有林の林業は駄目だと思うのです。今までは

たとえば研究普及課で林業試験場にとい合せて流すとい

うことです承ましたが，今は各県で相当積承上げてきま

すからだんだん無理になります。もし林野庁がこんどの

通達のようなことをおっしゃるならば試験場の肥料の研

究室も10人以上にしなければだめです。

猪瀬それで僕はもうひとつこんなことを考えていま

す。笑われるかも知れませんが，とにかく育種にしても

肥培にしても一応事業が先行してい震う弓。極端厳いい方

ですが，未解明のことが多いから仕事を追っかけて研究

してます。適当な例ではないが育種や肥培も経験によっ

て改良していくことにして，研究者にほ林業幟識でば考

えられないような研究をどんどんやってもらって，その

結果から漸新な林業施策がうまれてくるというようなわ

けにいかないだろうか。聯業はすすむ。研究が完成する

ころにぼ事業が終ってる。それでは意味ない。

川名だれかが化学雑誌にかいていましたが明治時代

の初期に若し照明の研究をさせたら，おおくの人がラン

プのホヤや灯芯の研究をするだろう。それだけが技術じ

ゃ困る。やっぱり韮礎的な研究をこつこつしている人が

いなくちゃいけないのです。それには人数が必要です

し，研究体勢が出来てないと嘘です。

草下それからさつき営林局の問題が出たんですけれ

ども林野庁がとるということもいいけれども，各営林局

に現在1人でもいいから昆虫なら昆虫，病理なら病理専

門家，そういう人が十分安心して一生そこにおってもい

いくらいの特殊なポストをつくってやることがいいと思

い室す。課長にもしてもらえないし，ということはまず

いことですね。それが極端にいえば学生に壹で影響して

いると思います。特殊な専門家になっても学校の先生

か，そういうポストがあればいいけれども，これもなけ

ればかえってつまらないということは非常に困る。

川名林業は技術ですから学校を出た人がただ林政的

な面のことをする人ばっかり多くなってはしょうがない

のですね。うっかり専門家になったら大変だというので

はいけない。

陣内だんだん分化してくれば分化してくるほど人事

についても考えていただきたいものです。

松原どうもありがとうございました。まだ問題があ

るのでしょうが長くなりましたのでこの辺で終らせてい

ただきます。

《
】

今後のために

猪瀬肥培にしても育種にしてもその他林業技術の発

展をさまたげるのば何か，具体的例でいけば林業に請け

る研究のテーマは非常に多いということなんで龍その

反面本当の研究者的態度で仕事を運んでる技術者や，研

究者の数がきわめて少ないというようなことがいえると

思います。1テーマ，1研究者という傾向が非常に大き

い。そういうふうなことも林業の研究の進歩をさまたげ

ていはしないかというように感じますb

川名むしろ逆に自分の得意とする地道な研究でなく

ぱっと集るような研究の仕方をしている面があるのでは

ないですか，他の技術分野でもいわれていますが。皆が

分担してやればそれぞれのところでつつこあるんですが

各大学や県の試験場で，似たようなことをやってるのが

ずい分あると思うのです。ところが大もとの林業試験場

臓小さすぎます。林地肥培のぱあい中央の試験場には3

人しかいないのです。似たようなものは大学,営林局，

民間，県とか方食でやってますが，今度の通達のような

ことをいざやろうと思うと系統的にとりあげられるはず

の試験場には2人か3人しかいない。一体に林野庁は林

学の卒業生を採用する数が少ない。毎年30人く．らいし

かとってない。このままでは国有林の技術は駄目になる

と思います。林業試験場の組繊が小さいし，林野庁の末

端には林学出の技術者はほとんどいない。むしろ県の方

が有力になってきています。そういうところに欠陥があ

るのじやないか，人数が多くなって地道な専門の研究を

やっていけるようになって，しかも連絡して技術の研究

一
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の範囲，検討の対象となる樹種の選定に関する事項，検

討結果の取菫とめ方法等について協議し，林業試験場，

林野庁でそれぞれ分担して資料の整理を行なうこととな

った。

協議会委員

委員長林野庁指導部長茅野一男

常任委員林業試験場造林部長坂口勝美

〃〃調査室長徳本孝彦

〃林野庁造林保護課長福森友久

〃 〃研究普及課長伊藤清三

委員林業試験場土壌調査部長宮崎榊

保護部長今関六也

防災部長仰木重職

経営部長小幡進

林廻上学部長田窪健次郎

木材部長小倉武夫

林野庁業務課長若林正武

日本林学会大会その他の行事

来る4月10日，11日の両日にわたり，第70回日本

林学会大会が東京大学農学部において下記のように開催

される。また，全国の林学研究者が一堂に会する，この

機会に，林学会とは無関係のものではあるが，林学の各

分野の研究会が幾つが開催されることになっており，日

程，場所等ば下記の通りである。

第70会日本林学会大会次第

4月10日9時～16時30分会員研究発表講演

17時～19時会員懇談会

〃11日9時～10時総会

10時～10時30分林学賞授与式

10時30分～12時受賞者特別講演

13時～17時会員研究発表識演

研究会その他

林業経済研究会春季大会

とき4月9日9時30分～17時

ところ東京営林局会議室

行事シンポジウム林業生産力について

話題提供者九大黒田辿夫

発表者京大半田良一

島大赤井英夫

林地肥培研究会

とき4月9日9時30分～14時30分

ところ日本工業クラブ4階第6会議室

行事総会・シンポジウム

林地肥培の効果について話題提供者林試宮崎榊

林試塘隆男

農工大川名明
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短期育成林業推進協議会の設置

去る3月10日，林野庁に短期育成林業推進協議会が

設置された。

これは，最近ユーカリ，ポプラ等をはじめとする各種

外国樹種の造林が各地で行なわれるとともに，国内産一

般造林樹種についも林木育種による成長鎧の大きい品種

の選抜等について,一般の関心がと拳に高まっており,一

方においては林地肥培による伐期の短縮化等その成果に

ついて注目されている現状にかんがゑて，短期育成林業

について林野庁として統一した対策をたて適正なる推進

をはかろうとするものである。

将来の長期的木材需要の予測は今後とも増大する一方

であり，この需要に見合う供給を確保するためには，拡

大造林を強力に推進しなければならない。このためには

林業の長期性低利性を克服して，企業性及び集約度を高

める必要がある。林業の長期性の克服は林業関係者の悲

願であって，木材生産の円滑化のためにも，林業経営の

確立のためにも是非とも解決しなければならない問題で

ある。

その方策として，すでに林木育種事業は32年度より

事業的に発足し，外国樹種の導入も基礎的研究を始め現

地適応試験等を実施して，すでに一部においては事謁上

されている現状である。これらの問題について従来林野

庁においては，それぞれ関係部課において必要な措置を

誰じていたのであるが，こ.れをこの際綜合的観点にたっ

て短期育成林業に関する試験研究あるいは行政施策等に

ついて現状分析を行ない，現在の行政をより強く推進し

て行くもの，試験段階から行政措置に移しうるものある

いはさらに試験研究を必要とするもの等について整理検

討を加え，外国産樹種及び内国産樹種について，育林技

術の改謹林木育種及び林地肥培等の手段を検討して，

短期育成林業の推進をはかろうというのが，この協議会

が設慨された趣旨である。

この協議会は林野庁及び林業試験場の関係者によって

織成されているが，委員長にば指導部長があたり，常任

委員4名，委員7名によって運営され，協議会の事務は

5名の幹事が当ることになっている。その氏名は後に掲

げるとおりである。

第1回協溌会は3月15日開催せられ，短期育成林業

一
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森林立地懇話会

とき4月9日14時30分～17時30分

ところ林地肥培研究会におなし

行事総会識演会日本の森林北大
林木生理シンポジウム

とき4月11日17時30分～20時30分

ところ東大農学部3号館
行事

林木の生長と光週性話題提供者高大
高大

潤子発芽の光週性〃教育大

林木育種協会

とき4月12日9時30分～16時

ところ日本工業クラブ4階第6会議室

行事

総会育種賞授賞式，受賞者記念講演

シンポジウム採穂林について
話題提供者林試

林野庁人事

舘脇操 2月16日付

任農林技官
命林野庁計画課課長補佐福島県林務監
任農林技官

奈良県造林課長命林野庁林産課勤務

命前橋局治山課長長野局治山課長

〃長野局治山課長長野局監査官

"林野庁監査官林野庁計画課

2月15日付

依願退官（福島県林務監へ）

林野庁計画課課長補佐
〃 捺良県造林課へ）

前橘局治山課長

3月25日付

命名古屋局監査官北見局監査官

平野孝二

大河内正敏

鵜木時雄

立野清

戸塚正秀

石井盛次
永森通雄

石川茂雄

立石真

山崎孝雄

植村猛春石崎厚美

《
。

=ご憶室
憲
法
第
九
条
で
は
な
い
が
、
色
盈
な
予
備
知
識
を
持
た

な
い
限
り
う
っ
か
り
信
用
で
き
な
い
の
は
官
庁
統
計
で
あ

る
こ
と
ぐ
ら
い
既
に
御
存
知
で
あ
ろ
う
。
と
い
っ
て
も
国

民
経
済
に
必
要
な
資
料
の
全
国
的
視
模
の
統
計
と
な
る
と

特
殊
な
も
の
を
除
い
て
は
、
官
庁
な
い
し
半
官
的
機
関
の

発
表
す
る
数
値
以
外
に
無
い
の
が
実
状
で
あ
る
か
ら
、
国

民
は
た
と
え
こ
の
数
値
が
、
少
凌
信
用
で
き
な
い
と
承
知

し
て
い
て
も
、
結
局
は
こ
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

に
な
る
。
た
と
え
ば
日
本
の
農
耕
地
は
田
畑
合
せ
て
約
五

百
万
町
歩
だ
と
昔
か
ら
教
え
ら
れ
本
に
も
の
っ
て
い
た
が

昭
和
三
十
一
年
の
統
計
報
告
か
ら
は
、
六
百
万
町
歩
に
な

っ
て
い
る
。
調
査
の
方
法
承
異
な
り
精
度
が
高
ま
っ
た
の

だ
と
い
わ
れ
て
し
ま
え
ば
我
灸
に
は
、
「
は
い
、
そ
う
で

す
か
」
と
引
下
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
面
積
ほ
ど
押
え
易

い
も
の
が
明
治
以
来
の
才
月
を
費
し
て
な
お
百
万
町
歩
も

差
異
を
生
ず
る
ほ
ど
今
迄
の
調
査
が
ど
う
し
て
杜
撰
だ
っ

た
の
か
、
全
く
不
思
議
で
あ
る
。
こ
の
調
子
で
は
何
年
続

き
の
豊
作
だ
と
か
、
農
業
技
術
の
発
展
だ
と
か
の
話
も
眉

つ
ば
で
闇
に
流
れ
て
い
た
部
分
が
統
計
に
出
た
だ
け
で
な

い
か
と
思
い
た
く
な
る
。

し
か
し
で
あ
る
。
省
り
承
て
他
を
い
う
な
か
れ
で
、
わ

が
林
業
界
の
統
計
も
あ
ん
ま
り
自
慢
に
な
ら
な
い
。

林
野
面
積
の
、
特
に
民
有
林
の
面
積
の
不
確
実
な
こ
と
、

蓄
積
成
長
量
な
ど
の
信
用
お
け
い
こ
と
は
自
他
共
に
？
認

め
る
と
こ
ろ
で
、
戦
争
中
ま
た
そ
の
後
と
過
伐
乱
伐
続
き

の
筈
な
の
に
、
発
表
さ
れ
た
森
林
蓄
積
が
前
よ
り
多
く
な

っ
て
い
た
の
で
は
笑
い
話
に
も
な
る
ま
い
。
そ
れ
で
も
広

大
な
森
林
面
穣
や
蓄
積
の
推
計
を
確
実
に
行
な
う
事
が
如

何
に
至
難
な
業
で
あ
る
か
は
、
林
業
関
係
者
な
ら
誰
で
も

承
知
し
て
い
る
か
ら
、
比
較
的
問
題
に
さ
れ
な
い
が
、
今

日
の
よ
う
に
燭
の
政
策
が
経
済
の
長
期
的
予
測
を
前
提

林
業
統
計
の
整
備
を

《
一

に
し
、
立
案
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
基
本
的
数

値
を
押
え
る
こ
と
が
絶
対
に
先
決
の
問
題
と
な
る
。

林
産
物
の
生
産
や
流
通
の
資
料
に
し
て
も
、
森
林
伐
採

の
資
料
に
し
て
も
、
造
林
の
資
料
に
し
て
も
、
農
林
省
統

計
報
告
と
か
林
業
統
計
要
覧
と
か
、
報
告
に
よ
っ
て
の
相

違
が
目
立
ち
、
し
か
も
不
思
駿
な
こ
と
に
、
一
寸
立
入
っ

た
調
査
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
府
県
別
の
内
訳
が
判
ら
な

い
と
か
、
前
後
の
つ
な
が
り
が
不
明
だ
と
か
、
す
ぐ
資
料

の
不
備
に
つ
き
当
る
。
統
計
数
値
が
あ
る
一
定
の
秩
序
の

下
に
組
織
的
に
集
稜
さ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
あ
る
意

図
の
下
に
作
成
さ
れ
た
数
値
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
生
れ

る
理
由
で
も
あ
ろ
う
。

統
計
は
利
用
す
る
者
が
最
も
都
合
の
良
い
よ
う
に
特
に

関
係
産
業
の
発
展
方
途
を
政
策
と
し
て
展
開
し
得
る
論
拠

と
な
る
よ
う
な
数
値
を
示
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な

目
的
的
統
計
論
？
を
唱
す
る
人
も
い
る
が
、
目
先
の
便
利

さ
は
と
も
か
く
と
し
て
大
局
を
誤
る
お
そ
れ
が
あ
り
論
外

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
毎
年
の
日
ソ
漁
業
交
渉
で
日
本

側
が
何
と
な
く
弱
腰
の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
は
、
本
当

の
事
は
知
ら
な
い
が
、
案
外
日
本
側
の
資
料
が
今
挙
げ
た

よ
う
な
点
で
、
ソ
連
に
比
べ
科
学
的
基
礎
が
薄
弱
な
点
を

つ
か
れ
て
い
る
故
で
な
い
か
と
ひ
そ
か
に
思
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
林
業
界
に
お
い
て
は
、
こ
ん
な
こ
と
は
無
い
と

思
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
面
積
が
広
大
で
あ
り
、
す
べ
て
が

押
え
に
く
い
も
の
ば
か
り
で
精
度
の
点
で
劣
る
事
は
否
承

難
い
。
幸
い
林
業
問
題
調
査
会
が
基
本
問
題
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
折
り
で
も
あ
り
、
こ
の
際
、
官
民
あ
げ
て
統

計
機
横
か
ら
予
算
、
統
計
処
理
方
法
の
細
部
に
至
る
ま
で

種
を
検
討
の
上
、
信
用
で
き
る
林
業
統
計
を
作
成
す
る
努

力
を
払
う
こ
と
が
、
ま
ず
は
林
業
界
の
急
務
で
な
か
ろ
う

か
。

（
影
法
師
）
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第7回林業写真コンクール入選発表

日本林業技術協会・全国林業改良普及協会

農林省・林野庁

小西六写真工業株式会社

主催

後援

協識

選評：第1部でば応募作品数が前年度の約2倍，389点に及び，林業家以外の一般応募が多くなったこ

とは喜ばしいことである。作品内容についてば，全般的レベルの向上は認められたが，一般写真のコンクー

ルの作品に比べると一段の努力を望承たい。四切版と制限された上で，題材のとり方もむずかしいと思うが，

林業という雄大な対象をとらえ，動的な作品が少なかったことは淋しい。上位の4点は甲乙のつけ難い作品
であった。

第2部・第3部も応募作品は前年に増し，それぞれ24組，29組であったが，第2部の組写真は残念なが
ら極めて低調で，上位入選作品なしということになった。組写真は1つのまとまったストーリーをもち，そ
れを幾枚かの写真で表現するもので，単に写真説明を列べただけのものが多く，その点で比較的まとまって

いた作品を2．3席とした。第3部は前年に比し活発になりコマ数も5O近い大作が多かったが，あれもこ
れもと盛り沢山のため，中心がぼけて迫力を失った作品が多かった。大臣賞の「簗川林業」も出はじめの盛

り上りは好調だが最後の部分は蛇足である。1．2席は内容は十分であるが写真にムラがあったのは惜しい。
しかし10点程はいずれ劣らぬ努力作であったことは喜ばしく，さらに来年度の向上を期待したい。

（審査員塚本閤治）

'一

第1部

「赤松の幹肌」中島武夫広島市三篠本町2－
1416

3席（10点）

「鉄道防雪林」吉岡荘作国鉄長野工場試験室

「材木の家」岡本利雄京都市上京区中立圭
通7本杉東入

「製材所風景」登尾憲一西宮市甲子園4番町
16

「冬のカラマツ林」今井照視長野営林局諏訪営林
署

、

「製紙工場にて」墨順丸浜松市富塚町202－
7

「はげ山に働く人達」荒井正明香川県林務課

「採穂台木と苗畑」安東信鳥取県林務課
「レユーキンクワ」三浦敬三青森市寺町26

「雪中作業」江代忠吉藤枝市上伝馬237

「上高地の秋」尾関江陽飯田市江戸町1－4

特選（1点）農林大臣賞

「老木と苗木」箕輪清蔵宇都宮市中戸祭町
832

1席（3点）林野庁長官賞

「植林された山」小林田津夫東京都世田谷区烏山
町473

「播種する人,々」拓植教利名古屋営林局久盈野

営林署

「北山村風景」片岡敏男尼崎市西字本田28

2席（5点）日本林業技術協会賞

「杉木立」沢勝己神戸市長田区川西通
5－13

「伊勢湾台風の猛威」木本憲夫愛知県東加茂郡足助

町大字菅生字入洞4

「運材失」中島幸一岐阜県益田郡金山町

「害虫駆除」小沢孝弘林業試験場木曾分場

瓜

佳作（20点）

「初冬の大山」安東信

「荷台つくり」〃

「日覆のある鐇種林」柘植教利

「とんかけをする人達」〃

「除草」〃

『木材防腐作業」高橋捷吾

「小仙丈の山肌」尾関江陽

弘
茂
勇
稚
懲
鯉

標
瓶
塚
本
沼
岡

児
二
大
岡
長
片

｢植林風殿」

｢木炭の搬出」

｢うるし木」

｢働く女性」

｢林道と測量」

｢県民の山」

久保田蘇心

秋葉勝市

山本栄三

米林俵三

片山泰正

早見幸男

岡留久友

｢森林害虫駆除」

｢木材搬出」

｢丸太倉庫」

｢暁の燃煙剤試験」

｢山林の望楼」

「ワサビ」

｢火災の中の枯木」

､
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I

や

第 2部

罐}該当作品なし
2席（4点）全国林業改良普及協会賞

「カラマツ種子の採取」
今井照視長野営林局諏訪営林

署

「冬山降る秋田スギ］三輪邦男能代市明治町97

「税のない村」山口寿一武雄市松原町

「目立作業」植山信雄長崎県森林組合参事

3席（4点）

「スキーのできるまで」
三浦敬三青森市寺町26

「カラマツ精英樹のクローン養成」

角川敏雄高山市宗猷町204

｢焼土」角川博高山市宗猷m].204

「シイタケ栽培腕自慢」
．田上一生岐阜県林業試験場

第3部

特選（1点）農林大臣賞「モリアオカエルの生態」
大更小学校岩手県岩手郡西根町

「簗jII林業」

｛鴛難麓鮭駕忌『アヵ言ｼ"引鐙総」荒井五郎長岡市朝日町中部
｛ 罐”1席（1点）林野庁長官賞

「コバハン臓艇家の木」岩手県林業改良普及協会番場幸三

2席（1点）全国林業改良普及協会賞「リブーロール樟の栽培」
前田禎蔵高知県大方森林区林

「竹の開花」寺沢宏神奈川県林業指導所 業相談所

3席（5点）「峰岡林業」新潟県林務課

「矢板椎茸生産組合のあゆみ」矢板林業事務所

一

． 会務報告
へ一一三

◇第7回常務理事会

3月16日午後3時から本会において開催

出席者川床，池田，大久保，南の各理事

本会より，松川，松原

◇第12回編集委員会

3月14日午後3時より開催

出席者秋山，猪瀬，繁沢，橘本，湯本，松原の各委

員本会より松原，八木沢

－

支 部動静

◇奥羽支部連合会新会長秋田営林局長田中重正

◇営田営林局支部幹事伏見一明

・・・きのう，きよう，あした。・・

先日の新聞に，日本の賠償によって，ビルマに初めて

の水力発電所が完成したと，報ぜられた。日本の東南ア

ジヤにおける経済ならびに技術協力の一つの成果とし

て，末長くビルマ人の生活に，文字通り文明の灯をとも

していくであろうことをよろこばずにはいられない。こ

の工事に要した全額は190億円，そのうち我国の持分は

110億円でこれは対ビルマ賠償総額の約3分の1に当る

ということである。

ついさきごろ，ソ連のフルシチョフ首相が東南アジヤ

諸国を歴訪し，気前よく，多額の経済援助を約束し，フ

ルシチョフプームを巻起して去った。このことについて

日本がいくら経済，技術協力などとさわいで承たところ

で，大国の金の力にはかなわない，というような気落ち

した声もきかれる，ところが，日本が東南アジヤで賠償

として支払うべきものの総額は，フルシチ認フがあちこ

ちで，落していったものよりはるかに大きい。日本はシ

ミッタレじゃないんだ，要は政治力の相違だという人も

いる。

大向う受けをねらった一時金か，地道な経済技術協力

の積上げか，どっちにしても，今後吾々林業技術者もそ

の方面に出かける機会が多くなることだろう。だがその

方面にほ，かつての植民地時代から深く根を下した老舗

がたくさん頑張っている。同じアジヤ民族という親近感

のみで，提携の成果が上るものではない。

優れた技術，それを十分発揮出来る土台となる各方面

にわたる正確な資料の収集，それから人が問題である。

こういう仕事に当るべきスタッフの養成ということも考

えておく心要があるのではなかろうか，ツケヤキバはす

ぐポロがでる。（八木沢）

昭和35年3月10日発行

林業技術第217号

編集発行人松原茂

印刷所合同印刷株式会社

発行所 社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町七番地
鰯話(331)4214，4215
（振替東京60448番）
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一一~一

廷

新 刊案内

井上由扶著

アカマツ林の施業

30年にわたるアカマツ林施業法の研究と実験によ

り有利なアカマツ林の経営法を実証してみせたもの

が本書である。

内容の一部

････アカマツ林施業法の基本的な考え方

中林皆伐作業法

アカマツ林の結実鐙

アカマツ種子の撒布

アカマツの更新におよぼす庇陰の影響

中林型アカ マツ林の収穫表

アカマツ中林の施業法

A5

定価

石

判390頁上製本

550円送料実費

崎厚美著

スギ採穂園の仕立かた

採穂園の意義と目

の母体である採穂

いて詳述する。

的から説き起し，スギサシ木造林

園の施業を写真，図など多数を用

内容採穂園の起りと意義と目的

造林木の枝の形と枝の一般的性質、

サシ穂の形とその内容条件

採穂台木の樹形

台木の台切と枝の剪定

平刈式仕立かた

低刈式仕立かた

．高刈式仕立かた

仕立本数，施肥，保護と管理

A5判111頁定価170円送料実費

高橋松尾著

カラマツ林業総説

スギ，ヒノキ，マツにつぐ造林樹種であり，拡大造

林実施にあたってクローズアップされて来たカラマ

ツに関して，分布，材質，用途，造林，保謹にわた

って詳述された好著。

内容の一部

…･植物分類的性質

材質および木材工芸的性質

生産と用途

立地的性質，母樹，種子

育林，林分収穫，被害とその保護法

A5判381頁上製本

定価450円送龍僕費

畑野健一，佐藤大七郎，岩川盈夫 共著

諸外国の林業種苗政策

エ西ドイツ

江スエーデン

Ⅲスコットランド

Ⅳイングランド

附デンマークの国立林木種子調整所

A5判83頁

定価100円送料実費

発行 日本林業技術協会 蟇電熱雫需泌

－55－
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特許239252号発明協会選定品
新時代の農林業に．・・・
⑳画期的な植物蒸散抑制剤〃

1．床替に使えば得苗率が高まります。

2．山行苗では活着率が高まり，造林適期の延長

も可能になり室す。

3．さし木の発根，活着率は飛躍的に向上し，苗

圃経営はグリンナーを用いたさし木仕立によ

り育苗期間を一年ほ短縮できます。

4．無漉，無害取扱は簡単で経費ば苗木1本に

因
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10銭前後という低廉なものでず。

不二合成樵式会社5．農業,園芸庭,蔬菜,果実の鮮度保持にグソ
東京都豊島区日出町2－149ンナーの用途は広範にわたっています。
（971）9769．（983）1908．．
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二
三

そ の他冒
三
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皇

： 林業技縦簔書（日林協編）言
言

冒 稲円〒円
：7田中波慈女森林の環境因子100("90)16
倉8岡崎文彬照査法の実態80（〃70)〃
i9片山佐叉油桐と桐油80("70)"
:10飯塚肇魚附林の研究110（〃100)〃
亭14塩谷･倉沢･黒田林業発展の地域的構造210("195)24
:15岡崎.文彬欧米各国における森林作業法の動向
＝

10016嗜

皇16内田憲有名木炭とその製法28024
倉19小沢準二郎林木のタネとその取扱い280(会員250)40
畠20吉岡邦二日本松林の生態学的研究600〃
:21辻隆遁時間研究のやり方30024
誉22岡崎丈彬訳モミ林一面積を基にした択伐作業一
薑 18016

琴林業普及(技術)ｼﾘーズ(#鋳愚墨謹編）
皇

¥No.

亭z岸本定吉辮：塲黒炭窯の構築に就て25s
享8藤林誠｡外2名ヒノキの抜根に関する研究40〃
』9堀岡･菊地合板用ウイスコース接着剤30〃
：12藤田信夫とちの化学20〃
:16犬飼･上田森林と野鼠20"
：19小倉武夫木材の乾燥8016
言21内田窓木炭の話308
言22伊藤清三特殊林産物の需給と栽培(需給編j5016
冒28米沢・蕊馳パルプの話608
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石川健康
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畑野・佐藤・岩川諸外国の林業種苗政策10016皇
井上由扶アカマツ林の施業550実費言
高橋松尾カラマツ林業総説450〃皇

量

石崎厚美スギ採穂園の仕立かた17016:_

エス・ウエー・ゾン箸 ぎみ
（遠藤健治郎訳）森林と土壌30024睾
舘脇操北欧の森林35032皇
林野庁監修空中写真判読埜準カード1000〃菖言
日林協繍精英樹一覧表（1）12016皇
井上元則欧米森林虫害事情視察記32024皇
調査団編北海道風害森林総合調査報告1300実費亨
調:査団編石狩川源流原生林総合調査報告1300〃皇
山林局・日林協編林業用度遼衡換算表150(会員135)16号
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新，刊

山崎慶一著

③転換期に立つ日本林業
ジ〃ツ

＝

則劃T－ジ
(月刊）4月号 4月1日発売(B5)

林業．木材関連産業のことなら何てもわかる

凸■

主
種
主な

木育種篇

林篇

木運材篇

と各種ボード篇

炭篇

林政篇

内
林
国
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木
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林業新語500

百万人の木材化学

森林と野鳥の生態
世界林業経済地理

木場の歴史

森林と水の理論

日本の製材工場

安倍’漠著

池田真次郎箸

山崎慶一署

吉田好彰監修

佐藤武夫箸

宮原省久著

一

美装頓

350円〒共
■■■■■■■■■■■■■■■■

⑤
⑥
⑦

ジ

東京都千代田区大手町2の4新大手町ピル

振替東京180464電話東京（211）2671～4
森林資源総合対策協議会

□
■
ロ
■
■
ｊ
も
、
ロ
凸
■
６

一

◆ 林業・木材工業関係重版◆携帯に至便なポケット判，

好評に版を重ねる森北の材積表／

尺貫法・メートル法対照

立木幹材材積表
農林省山林局編立方米と石叉はその逆の詳細な換
算表。個点の胸高直径に対応する円周をつけてあるの
で，円周から直ちに材積が出る。〔168頁・200円］

艇博山林遜他箸〔全国学校図書館協議会選定〕

林業鍵0.単05帯
農博内田繁太郎監修

簡易林業計算法 A6．272頁
¥270.〒32･

農博飯塚確著〔日本図書館協会選定〕

森林防災工学鍵86¥253

丸太製材材積表
木材技術研究会編計算の基準・単位などを明示し
丸太と製材の石数表を入れ，付録に電柱・杭など特殊
用材の表を入れてある。【184頁・250円］

土居禎夫箸〔日本図書館協会選定〕

製材経営の秘訣鼬0d聖243
土居禎夫箸〔日本図書館協会選定〕

木材の生産取引輸送鴎8d學｣643

素材石数早見表
土居禎夫署〔日本図書館協会選定〕

実用製材技術鏡56幾幕

戸

木材技術研究会編改正農林規格による，素材のい
ろいろな径及び長さに対する1～100本までの石数が
一見して分る。径1．5寸～3尺，長2尺～35尺までを
規格通りの刻致で掲戦す。【184頁・250円］

武田正三箸〔日本図書館協会選定〕

製材技術者必携戦5d¥04f
武田正三箸

製材鋸の実地目立法親06票05葛
☆目録呈☆

森北出版株式会社
東京都千代田区神田小川町3の10
振替東京34757電(291)2616･4510.3068

材 積換算表
木材技術研究会編附：ブレレトン早見表石・立
方メートル相互の換算を主力とし，才と石及びポール
ド・メジュアの換算も入れてある

［124頁・200円］
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ヴイ詔
あらゆる木寄築材と土場作業に筋

してくれる霧マックウインチは．

99型チーシツニと同一ニソヂンを

ので．安心して確実な作業が，続

如何なる奥山でも二名で迅速容易
動出来ます。

一F

■

§に筋異的な例を

は．マッカラー

，ンを使臓します

ip鏡けられきす‘

【容易に鐡入，移

|＝ﾝジン｜総菰麓
’99型|36kg

’巻込湿一

濃大100】
9

」
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林
業
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術
第
一
二
七
号

日本総代理店

雪商看云

マッカラー社・日刻

△蕊新宮
本社小樽市稲穂町東七ｺ

電（2）5

支店東京都中央区日本橋通一丁目
篭〈28）2

’ 七丁目十一群地
）5111番（代表j
,丁目六番地(北海ピルノ
i)2136番（代表I

カタログ進呈

し

h

KM式ポケットトランシツト

ボトラルR鞄．．。●●

O優秀な設計による高精度，超小型

O林野庁御指定並に御買上げの栄

O括目すべき幾多の特長

1．望遠鏡は内焦式で極めて明るく，スタジヤ加常

数は0，倍常数は100で倒像(P,)及び正像(Pg)

2．十字鑪及スタヂヤ線は焦点鏡に彫刻

3．水平及高低目磯の読取は10′と5'

4．微動装置は完備

5．脚頭への取付は容易，整準は簡単且正確

6．三脚はジユラパイプ製，標尺はポールへ取付け

7．本器1kg,三脚1.4kg,全装4kg

（
興
林
こ
だ
ま
改
題
第
一
二
四
号
）
定
価
六
十
円

’

明光産業株式会社
東京都文京区小石川町1の1林友会館

電話小石川（921）8315～16

（型録進呈）

ケースは硬質塩化ピ砲弾型

価格P,33,000FJ(本器及三脚一式）
P236,000円（同上）
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